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プロローグ




　俺のカノジョは双子だ。

　こう言われたら、人はどう解釈するだろうか？

　他人の考えなどわからないが、常識人である俺の考えを提示しよう。

　つまり、付き合っている相手には双子の姉か妹、兄か弟のどれかがいると考えるのではないか？

　双子は珍しいが、特に驚くような話でもないだろう。

　ただし、俺の場合は驚くような話だ。

「真まさ樹き、ちょっと風ふう華かのほうに傾いてるって」

「えー、いいじゃないですか。あとでゆづ姉ねえに譲りますから」

「…………」

　高い天井、明らかにプロがコーディネートした、ソファやテーブルやＴＶが絶妙にレイアウトされた広いリビング。

　大きな窓からは夏の光が差し込み、はるか遠くまでの街並みが一望できる。

　ここは、とある高級タワーマンションの最上階。

　選ばれた者しか住めない、わかりやすい富の象徴だ。

　本来なら、俺のような混じりっけなしの庶民はエントランスで門前払いをくらうだろう。

　それでも俺がこのリビングにいて、四〇万もする立派なソファに身体を埋め、挙げ句の果てには──

「まあ、いいや。こっちがくっつけばいいんだしね」

「はー、やっぱりこうしてると落ち着きますね」

　ソファのど真ん中に陣取った俺と、その左右には二人の女子。

　まったく同じ顔をした──つまり双子の姉妹。

　姉の翼つば沙さ雪ゆ月づきと。

　妹の翼つば沙さ風ふう華か。

　二人とも顔はまったく同じ──その顔も、大きな瞳が印象的で信じられないほど整っている。

　翼沙姉妹は双子で、しかもとんでもない美少女なのだ。

　雪月は茶色の髪を長く伸ばし、半袖のブラウスにミニスカート。

　風華は黒髪を長く伸ばし、ノースリーブのニットに膝丈スカート。

　髪型と服装でかろうじて区別がつくが、顔だけを見たら絶対にどっちがどっちかわからない。

「真樹さん、手がお留守ですよ」

「そうそう、もっとあつかましくなってよ。こんなんじゃつまんない」

「あつかましくって……」

　立派な部屋の立派なソファで、双子の美少女を左右に侍らせている──

　あまりにも分不相応な恵まれっぷりなのに、これ以上の幸せを求めろというのか。

「ああ、これでいいんだろ！」

「「きゃっ♡」」

　双子が同時に悲鳴を上げる。

　普段は口調が違うくせに、たまにこうしてシンクロして可愛い声を上げるのがタチが悪い。

　俺は雪月の短いスカートをめくり上げて、彼女の尻をがしっと掴む。

　ぷにっとなんとも言えない柔らかくて、それでいて張りのある感触が伝わってくる。

　勢いよく尻を鷲掴みにしたせいで、パンツの中にまで浅く指が入ってしまっているが、今さら引っ込められない。

　さらにもう片方の腕を、風華の白いニットの裾から突っ込んで、九〇センチというとんでもないサイズの胸をブラジャーの上からがしっと掴んでいる。

　こちらは尻の感触とは違うが、下着越しでもトロけそうな柔らかさと弾力が伝わってきて、しかも俺の大きめの手にも収まらないほどのボリュームが凄まじい。

「あっ……真樹さん、手がえっちぃです……」

「両手の花をまとめて掴み取るなんて贅沢なヤツね……」

「おまえらがやれって言ったんだろ！」

「はいはい、ごめん。おわびね、ちゅっ♡」

「はい、ごめんなさい。おわびです、ちゅ♡」
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　わめく俺に、双子がまったく同じタイミングで顔を寄せてきて、頬にキスしてくる。

　双子の美少女の身体を同時に手でまさぐりながら、同時にキスされる。

　未だに、これは俺が見ている夢か──妄想なのではないかと疑ってしまう。

　二人からは甘い香りが漂い、華きゃ奢しゃでありながらどこもかしこも柔らかい身体の感触が伝わってきて、くすくすと笑う声も甘ったるくて耳に心地よい。

「なーんか、まーだ信じられねーって顔してるわね、真樹」

　姉の雪月が、俺の頬をつんつんとつついてくる。

「ま、気持ちはわかるけどさ。あたしらだって、マジで双子揃って同じ男の子と付き合うなんて夢にも思ってなかったんだから」

「双子の女の子と同時に付き合うなんて、妄想の世界ですからね」

「その妄想を実現させてる二人が言うことか？」

「そうそう、これは夢だと思ってもいいよ。そのほうが、真樹はやる気になりそうだし」

「そうですね、これは夢です。だから、わたしたちをたっぷり楽しんでくださいね」

　雪月と風華は、俺にしがみつくように抱きついてきて、ちゅっちゅっと頬や額に何度も口づけてくる。

　俺は雪月の尻を下着の上から撫で回し、風華の胸をぐにぐにと揉んで──

「まあ、夢ならいいのか……」

　さらに二人の身体をむさぼる手に力を込めた。

　双子の身体は信じられないほど柔らかく、押しつけられてくる唇も気持ちいい。

「そうそう、それでいいのよ。あたしたちは──二人で一人」

「だけど──一人で二人でもありますから」

　よく似た双子が二人で一人。

　それは、なんとなく言わんとしていることはわかるが──

　一人で二人──というのは、最初のうちはなんのことかさっぱり理解できなかった。

　だが、この双子にはそんな不思議な特性がある。

　雪月は、雪月であり風華でもある。

　風華は、風華であり雪月でもある。

　まあ、こんな説明では他人にはまったく理解できないだろう。

　しかし、こうして俺が双子に迫られ、双子に迫っているのは──

　彼女たちが特別な双子──〝デュアル・ツイン〟だからだ。

「なにを考え込んでんのよ？　ほらほら、そっちが来ないからこっちから行っちゃうわよ？」

「行っちゃいますよ？」

「そう攻められっぱなしでいられるか……ああっ、やっちまうぞ！」

「「きゃーっ」」

　嬉しそうに悲鳴を上げる双子を抱き寄せ、今度は風華の膝丈スカートをめくって中に手を差し入れて太ももを撫で回し──

　雪月のブラウスの胸元に手を突っ込んで、胸をぐにぐにと揉みしだく。

　二人は見た目だけでなく、身体の弾力までそっくりだ。

　本人たちですら、そんなことは知らないだろう。

　俺は、雪月の胸を揉みながらさらに手を突っ込んで、つるりとしたお腹までも撫でて。

　風華の太ももから少しずつ手を上へと這わせるように動かし、尻を掴んで揉むように味わう。

　これはたまらない──妄想だとしたら、このままずっと覚めないでほしい。

　そんなことを願いつつ、なぜ自分が夢のような状況に溺れていられるのか──

　ほんの数日前の記憶へと遡さかのぼることにする。







１　双子の姉への告白は成功らしい




「あたしさ、双子の妹がいるんだよね」

「は──？」

　一瞬、聞き間違えたのかと思った。

　それくらい、彼女──翼つば沙さ雪ゆ月づきの台詞は意外だった。

　茶色に染めた長い髪の左側にコウモリのヘアピンを着け、同じ形のピアスもしている。

　今は夏だが、長袖ブラウスを着て、軽く腕まくりしつつ、左手首には上品な腕時計。

　日焼け防止ではなく、あえて長袖で腕まくりするのが彼女好みのファッションらしい。

　チェックのスカートはかなりのミニ丈で、白い太ももを惜しげもなくさらしてる。

　派手になりすぎないシャレた髪型、服装がよく似合う、端整で品のある顔立ち。

　雪月は校内でも一、二を争う美少女として有名だ。

　以前は、読者モデルとして活躍していたこともあるらしい。

　ただ、すぐに人気が出たのに、半年も経たずに引退──

　その唐突かつ謎の引退で、女子たちが騒いでいたのを聞いたことがある。

　雪月自身は「飽きた」とサバサバしていて、周りの騒ぎもどこ吹く風だったようだ。

　マイペースで、それでいてさっぱりしている雪月はいつも周囲をかき回している。

　初夏のある日──俺はそんな雪月と、放課後の教室で二人きりになった。

　掃除当番のゴミ捨てを済ませて教室に戻ってきたら、雪月だけが窓際にいてスマホをいじっていたのだ。

　雪月は、いわゆるスクールカーストの頂点に位置している。

　彼女と同タイプのギャルたちだけでなく、成績トップの優等生や部活のエース級の女子たちまで仲間に引き込み、まとめ上げたという。

　そうやって校内の頂点に君臨しながら、誰にでも気さくな態度を取り、決して誰かを小馬鹿にすることもない。

　カーストの頂点にあって、そのカーストを一ミリも気にしていないらしい。

　たとえば、俺のようなろくに接点のないクラスメイトにも〝雪月〟と名前で呼ばせていたりだ。

　苗字で呼ばれるとかゆくなる、とあっけらかんと笑っていたっけな。

　誰に対してもそんな調子の彼女だから、カーストの頂点にいながらも妬みやそねみを受けることも少ない。

　そういうポジションにいる雪月の周りに取り巻きの姿もなく、校内に一人でいるというのはかなり珍しい。

「やっほ、真まさ樹きっ」

「あ、ああ」

　そんな彼女に声をかけられて、俺──真樹央なかばは軽く動じてしまう。

「またゴミ捨て？　あんた、掃除当番のたびに自分からゴミ捨てに行ってるよね。そんなもん、ジャンケンで決めなよ」

「まあ、気がついた奴が行けばいいだろう」

　俺はゴミ箱を教室の隅に置いて、自分の席に戻ってカバンを取った。

　それから、雪月のほうを向いて「好きだ」と告った。

　何も考えず、気づいたら言葉が出ていた。

　めったにない、雪月と二人きりのチャンスだったというのが最大の理由だが──

　頭の中で、「今だ」という声がした。

　その声を俺は疑わず、気がついたら言葉が飛び出していた。

　本当に、口から言葉が出る一瞬前まで、告ろうなどと少しも思っていなかったのに。

　だが、口から出た言葉を元に戻すことはできない。

　なかったことにして逃げ出す、というのは俺の信念にそぐわない。

　男らしさ──

　今時カビが生えて、風化していてもおかしくない概念が、俺には重要だった。

　誰に教わったわけでもなく、高校二年生になる今日までの人生で、自然に身につけたものだ。

　細かいことにこだわらず、困難があれば立ち向かい、豪快に生きる──そう決めている。

　その割に長々と告白を先延ばしにしてきたのは男らしくないが、これでも思春期の高校生なのだから、仕方ない。

　とにかく、言うだけは言った。

　結果は男らしく受け止めよう。玉砕するとわかっていても。

「…………」

　雪月はスマホをいじっていた手を止めて、その大きな目をぱちぱちと瞬かせた。

　それから、俺のすぐ前まで寄ってきて、下から上目遣いで見つめてきた。

　雪月はブラウスのボタンをいくつも開けているので、胸の谷間が見えてしまっている。

　それどころか、黒いブラジャーの縁がかすかに覗いている。

　派手好きの雪月らしい、色気のある下着だ。
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　刺激的すぎて、いつもならドキドキして目を逸らしていただろう。

　だが、今だけは雪月の目を見つめなければならない。

　俺が本気だとわかってもらうために。

　雪月は、たっぷり三〇秒ほども黙ったままで──

　その次に飛び出してきた台詞が、「双子の妹がいる」というものだったのだ。

　告白の返事としては斬新すぎるだろう。

「……俺の話、聞こえてたか？」

「聞こえたって」

「…………」

　彼女の家族構成について質問したわけじゃない。

　雪月に双子の妹がいるなんて初耳だが……返事をごまかすにしても他の話題があるだろう。

　いつも友人たちに囲まれている雪月と二人きりになれるチャンスなど、めったにない。

　いや、卒業するまで二度とないかもしれない。

　今は高校二年の夏。

　高校生活は半分以上残っているが、告るチャンスが何度も巡ってくるとは思えない。

　だからこそ、勇気を振り絞り、さりげなさを装って告ったというのに──

　これほどまでに意味不明な返事をされるなんて、想像すらしなかった。

「おっと、ごめんごめん。こんな返しをされたら困るよね。別にボケたんじゃないよ」

「あ、ああ。こっちこそ急に悪い。いや、返事はすぐにじゃなくても──」

「返事はしてんだよ。ちょっと言葉が足りなかっただけでさ」

「…………？」

　さっきの台詞にどんな言葉を足しても、告白の返事にはならんような……？

「あたし、あんまり友達にも言ってないんだよね、双子の妹がいるって」

「そ、そうなのか」

　考えてみれば、おかしな話だ。

　雪月はスクールカースト頂点の女子。

　俺のような交友関係が極めて狭い生徒にも、いろいろと噂は聞こえてくる。

　これだけ美人な雪月に双子の妹がいる、なんて面白い話はソッコーで全校に伝わってもおかしくない。

　誰も知らないということは──

「その妹は、ウチの学校の生徒じゃないのか？」

「正解。秀華女子シュージョに通ってんの」

「秀しゅう華かか……」

　ウチの学校と同じ沿線にある、中高一貫の女子校だ。

　お嬢様が多いという噂で、清楚な白いセーラー服に憧れる女子も多いとか。

　通学の電車で見かけることも多い。

　お嬢様といえど、全員が車で送迎されてるわけじゃないんだろう。

　この学校からも近いので、ウチの生徒の兄弟姉妹が通っていてもおかしくはない。

「まさか……告白の返事をするのに妹の許可がいるって言うんじゃないよな？」

「違うけど、ちょっと近いかもね」

　雪月はまだ手に持ったままだったスマホを、スカートのポケットにしまう。

「妹の名前は、風ふう華か」

「風華……」

「そう。真樹、その風華とあたし──二股かけてくれるなら付き合ってもいいよ」

「…………っ!?」

　またもや、なにを言われたのか一瞬わからなかった。

　二股をかけるなら付き合える……？

　双子の姉妹二人と……？

「雪月、なんの冗談──」

「…………」

　聞き返そうとしたが、雪月は見たことがないような真剣な顔をしている。

　演技であんな真面目な顔ができるなら、女優になったほうがいい。

　双子の妹がいるというだけで驚いたのに、彼女と彼女の妹と付き合うならＯＫだと？

　告白の返事としては、やはり斬新すぎる……。

「……って、ごめんね！」

「え？」

「やっぱおかしいよね！　つーか、冗談だってば！」

「なに……？　冗談……？」

「あはは、双子の妹もウソウソ！　びっくりした？　真樹があんまりガチすぎて、ついからかっちゃった。ごめん、ごめん」

　雪月は両手を拝むように合わせて、頭を下げてくる。

「もー、マジになんないでよ。それじゃ、あたしは帰るね。ホント、ごめ──」

「待て」

　俺は横を通り抜けようとした雪月の手首を掴んで引き留める。

「ま、真樹？」

「言っただろう、俺は雪月が好きなんだ」

「は、はい？」

「俺は雪月と友達ですらないが……これでも、少しはおまえのことを見てきた。雪月は可愛いし、見た目も好きだ」

「ちょ、ちょっと真樹？」

「それは否定しないが、見てくれだけで雪月を好きになったわけじゃない。おまえが、告ってきた相手をからかうヤツじゃないことは知ってる」

　そうだ、雪月は気さくで優しいクラスメイト。

　だが、友達でもない俺に見せてない顔は、当然あるはずだ。

　それでも、雪月は真剣な告白をからかったりはしない。

　俺はそう確信している。

「雪月が言うなら、双子の妹がいるのは事実なんだろう。二股をかければ付き合ってくれるっていうのもマジだろう？」

「……そんなわけないじゃん。真樹があたしのなにを知ってるっつーの？」

「多くは知らない。だが、俺は自分を知ってる。告白を茶化すような女を好きになったりはしない。絶対に」

「…………」

　俺は雪月の手首を掴んだままで、彼女も振り払おうとはしない。

　この態度で確信できた。雪月の返事は、彼女の本心だ。

　いや、ごまかし方が下手すぎる。

　あれじゃ、俺のような鈍い男子高校生だって騙せないぞ。

　さて、どうするか？

　雪月の返事はあまりに意外すぎたが、彼女の言葉は本心からのものだろう。

　だったら、俺はなんと答えるべきだ？

　こちらから告白して、彼女はきちんと答えてくれたのだから、俺が曖昧にするわけにはいかないよな？

　どうする？

　どうする？

　そうだ、答えは──わかりきっている。

　雪月の言葉に嘘がないのなら、選択肢などない。

「俺が好きな翼沙雪月がそう言うなら──二人と付き合おう」

「えっ!?」

　自分から言っておいて驚くのかよ、雪月。

　まあ、俺の返事も斬新さでは負けてないんじゃないだろうか。

「俺もおまえと同じだ、雪月。こんな大事なことで嘘も冗談も言わない。俺は、雪月と付き合いたい。そのために必要なことがあるなら──なんでもやろう」

「なんでもって……本気で言ってんの？」

　雪月は、じいっとこちらを値踏みするような目を向けてくる。

　なんだかゾクゾクしてしまう。

　いつも教室で楽しそうに笑っている彼女とは別人のような、知性と意思が込められた目だ。

　これも、俺に見せてない顔の一つなのだろう。

「ああ、たとえ、雪月と妹──二人との３Ｐだって受け入れてみせる！」

「そこまでやれなんて言ってないでしょ!?」

　どうやら、少しばかり一気に踏み込みすぎたらしい。

　だが、男ならば一度受け入れたからには、どこまでも突き進むべき。

「……ダ、ダメだとは言わないけどさ」

「い、言わないのか!?」

　勢い任せで突き進むのは、俺だけではないのかもしれない。

　俺の勢い任せの告白は若干──いや、かなり大きく逸れつつも、このまま突き進んでいくようだ。

　もちろん、立ち止まるつもりなど──ない。







２　双子の妹は実在したらしい




　学校から駅まで徒歩五分、電車で自宅最寄り駅まで六つ。

　通学時間としては短いとは言えないが、遠いというほどでもない。

　ウチの高校は、首都圏ではあるので朝と夕方はそこそこ電車が混雑する。

　帰りの電車も、タイミングによっては学校帰りの学生で混んでしまう。

　身動きできないほど密集するわけでもないが──車内でつり革に掴まっている俺の周りは、妙にぽつんと空間が空いている。

　体臭でもキツいのかと凹んだこともあった。

　しかし、それが勘違いであることはすぐにわかった。

　単純に、俺が怖いのだ。

　身長は一八三センチとそこそこ高く、ぱっと見は細いが、よく見れば筋肉がついてることはわかるだろう。

　特に運動をしてるわけでもないのに、筋肉がつきやすい体質なのでこうなってしまう。

　なにより──目つきが鋭く、彫りの深い顔立ちのせいで、怖がられやすい。

　軽い近視で無意識に目を細めることがあるため、余計に周りを威い嚇かくしているように思われる。

　むろん、威嚇などしていないのだが。

「…………っ」

　不意に、近くの座席にいたサラリーマンが俺を見てぎょっとする。

　ビビりすぎだろう、この人。

　ただ、もう慣れたので、怖がられても傷つきはしない。

　今日は考えることがあるので、尚更だ。

　いや、悩み込んでいると言ってもいい。

　電車に揺られながら、鋭い目をさらに細めつつ悩んでしまう。

　もちろん、今日の放課後の告白のことだ。

　翼つば沙さ雪ゆ月づきはハイテンションな陽キャだ。むろん、冗談も言うし人もからかう。

　だが、雪月とわずかな接点しか持たない俺でも、彼女があんな冗談を言わないことはわかってる。

　本人に言ったとおり、彼女は告ってきた相手をコケにして喜ぶタイプではない。

　雪月は、スクールカーストの頂点──学校の女王と言ってもいいだろう。

　女王は傍若無人では務まらない。

　昔の学校は暴君が統治できたかもしれないが、今は違う。

　周りへの理解と気遣いができない、空気が読めない奴はトップに立つどころか、グループにいることすらできない。

　カーストの上層だろうと下層だろうとそれは変わらない。

　現代の学校でトップに立てるのは、独裁者ではなく民主的なリーダーなのだ。

　まあ、現代リーダー論はともかく、雪月が告ってきた相手にデリカシーに欠けるマネなどするわけがない。

「そうなると……」

　自動的に、雪月の返事がガチだったことになる。

　だが、俺は雪月からの申し出にＹＥＳと答えてしまった。

　つまり、３Ｐ──じゃない、マジで雪月の妹と二股ということになる。

　それって、もしかして最高なのでは──って、それも違う。

　えーと、俺は頭おかしいんじゃないだろうか？

　ただでさえ誤解されがちな見てくれなのに、女子二人と付き合ってたらそれこそ脅迫したかと疑われる。

　そうだ、俺はいろいろと誤解され、怖がられるタイプの男だ。

　だが、雪月は俺をまったく怖がることもなく、気さくに話しかけて、名前で呼ばせてくれた。

　それでいて、あれだけの並外れた美少女──

　若干、理由が浅いとは思うが、好きになるのも当然だろう？

　俺のような男が普通に一人の女子を好きになるなんて、思いもしなかったのだが、好きになったのだから仕方ない。

　だからこそ、勇気を振り絞って告ってみれば、今のような有様だ。

　俺が返事した直後に、教室に他の女子が入ってきて雪月と話を始めてしまった。

　さすがに複数の女子たちの前で、告白だの双子だの３Ｐだのの話もできない。

　そういうわけで、今日はとりあえず帰らせてもらったのだが──

「……ん？」

　電車が駅に止まると、大勢の乗客が雪崩なだれ込んできた。

　大学生らしい集団で、一気に車内が狭くなってしまう。

　何人かが俺を見て、一瞬ビクリとしたが、気にしない。

　残念ながら、年上にビビられてしまうのも慣れている。

「…………っ」

　ふと──か細い声が聞こえた。

　見ると、すぐ隣に女の子がいた。

　いや、入ってきた大学生たちに押されて俺のそばまで来てしまったらしい。

　白いセーラー服──さっき話に出た、秀華女子の生徒のようだ。

　綺麗な長い黒髪にベレー帽をかぶり、大きな黒縁眼鏡をかけ、ご丁寧にマスクも装着していて顔は見えない。

　表情も定かではないが、なにやらもじもじしている。

　よく見ると、大学生の野郎たちが背中でぐいぐいと彼女を押しているらしい。

　たぶん、大学生たちは気づいてないが、華奢な女子生徒には抵抗しきれないのだろう。

　彼女はつり革にも掴まれず、ヨロヨロしている。

　放っておくと、このまま座席へとダイブしてしまいそうだ。

「…………」

　まったく……おしゃべりに夢中なのはいいが、周りを見ろよ。

「ちょっと失礼」

　俺は、すっと彼女と大学生たちの間に割り込む。

　数人分の圧力を背中で受け止め、同時に彼女を俺がいた空間へと誘導する。

　なにを隠そう、俺は中学時代はバスケ部。

　その頃から身長と体格に恵まれていたのを活かして、一年生からレギュラーで活躍していた。

　特にゴール下での競り合い、相手選手を押しのけるスクリーンアウトでの有利な位置取りは大の得意だった。

　自分よりでかくて重い選手が相手だろうと、一度たりとも押し負けたことはない。

　もっとぎゅうぎゅう詰めの満員電車だろうが、その気になればいくらでも狙ったポジションに陣取れる。

「うおっ……？」

　女子高生の存在に気づかなかった大学生たちも、鬱うっ陶とうしいほどデカい俺には気づいたようだ。

　強引に位置を変えてきた俺に戸惑いつつも、さすがに文句は言ってこない。

　大声で注意して騒ぎになっては面倒だし、無言で圧をかけるのが一番だ。

「す、すみませ……ん……」

「いや……」

　白セーラーの女子が、消え入りそうな声で礼を言ってきた。

　怖がらせると悪いので、適当に応じてぷいっと顔を背ける。

　顔を見られると、余計に怖がられかねないからな。

「きゃっ」

「…………っ！」

　そのとき、電車が大きく揺れて──セーラー女子が正面からぶつかってきた。

　ぷよん、と──頭の悪い擬音が聞こえた。

　目の前のセーラー女子の胸がぐいっと押しつけられている。

　なんという大きさ、なんという弾力、なんという柔らかさ──！

　お互いの制服越しだというのに、ここまで感触が伝わってくるものなのか……！

「ご、ごめんなさい……」

「いや……こちらこそ……」

　顔を背けたまま、またもや愛想悪く応えることしかできなかった。

　二つの暴力的なまでのふくらみは、さらに強く押しつけられてきて──この女、わざとやってるんじゃないかと疑うほどだ。

　残念ながら、俺は一途なので雪月以外にそんなサービスをされても心は揺るがない。

　身体は多少反応しているが、それは健全な男子高校生なので許してもらいたい。

　そのまま、電車に揺られることしばし──

　ウチの最寄り駅に着くと、大学生の集団がドヤドヤとドアへと向かい始めた。

　同じトコで降りるのかよ、と思いつつも気にせずに車内を出る。

　ようやく二つのふくらみから解放されたわけだが、ちょっと惜しい気がしなくもない。

　女子高生のおっぱい、もうちょっと感触を堪能したかった……。

　いや、待て。落ち着け。

　おっぱいは大事だが、他に気にするべきことがある。

　ついさっき、人生でかつてないほどの悩みが降りかかってきたばかりだ。

　俺、今日は眠れるのだろうか……？

「…………」

「……………………」

「………………」

「………………………………」

「…………………………」

「……………………………………………………」

「……って、なんなんだ!?」

「ひゃっ」

　振り返ると、小さな悲鳴が上がった。

「おい、俺になにか用なのか？」

　そこにいるのは、さっきのセーラー女子だった。

　電車を降りて、改札を出てもまだぴったり後ろをくっついてきている。

「よ、用がないとついていってはいけないんですか？」

「たいていの場合、理由は必要じゃねぇか？」

　というか、俺についてきてるのは認めるのかよ。

「さっきのことなら、助けたなんて思ってねぇよ。気にしなくていい」

「それもあるんですが……えっ、聞いていませんか？」

「聞いてないってなにをだ？」

「え、えーと……えーと……すみません！　こちらへ！」

　彼女はガシッと俺の手首を掴んで歩き出す。

　おとなしそうな雰囲気に似合わず、強引だ。

　セーラー女子は、駅の隅すみにあるコインロッカーが並んでいるあたりまで移動する。

「しょ、少々お待ちください！」

「……はぁ」

　とりあえず頷いた俺の前で、セーラー女子はベレー帽を取り、黒縁眼鏡も外した。

「伊達なんです」

「そ、そうなのか」

　女子高生が伊達でかけるにしては、しゃれっ気のない無ぶ骨こつな眼鏡だ。

「あとは──ああ、これもですね」

　それから、彼女は後ろで結んでいた黒髪をさっとほどいて下ろす。

　最後にマスクを外して──

「確か、風ふう華かとかいう名前だったか。翼沙雪月の双子の妹だな」

「あれっ!?　マスク外して顔を見せる前に言いましたよね!?　わかってたんですか!?」

「そりゃ、ここまでされたらさすがにわかる」

　女子が俺の見てくれにもビビらず、おまけにこんな人ひと気けのないところに連れてくるなんて、普通ならありえない。

　悲しい話だが、絶対にありえないと言っていい。

　コワモテとして生きてきた十七年は伊達じゃない。

　もし例外がいるとしたら──

　さっき存在を聞いたばかりの〝雪月の妹〟ということになる。

　別に俺は鈍い男ではないのだ。

「確証はなかったが、言ってみて外れても損はないしな」

「そ、そうですか……では、姉──ゆづ姉ねえからお話は聞いてるんですね」

「聞いてはいるがな……」

　それにしても──なるほど、予備知識なしでもわかるレベルでそっくりだ。

　顔を見る前に行動で風華だと気づいたが、これなら誰でも双子だとわかるだろう。

　雪月とは髪型も制服も雰囲気も違うが、顔は瓜二つ。

　ミリ単位で誤差がないのでは、と思うほどに似ている。

「姉から聞いているなら話は早いですね……では行きましょう」

「は？　行く？」

　いったいなんのことだ……？

「ゆづ姉と付き合うと、オマケでわたしがついてくるんです」

「オマケって、おまえ……」

「それをわかってもらうために行くんです。いいえ、身を以もってわからせてみせます！」

「なんか怖いぞ！」

　言い回しが意味深すぎる。

　今日はなんでもない日だったのに、こんな怒濤の展開が待っていたとは、神でも予想できなかっただろう。




　高校生の身では、タクシーなどめったに乗ることはない。

　俺は生まれてこの方、自腹で乗ったことなど一度もないだろう。

　ところが翼沙風華は駅前の乗り場から当然のようにタクシーに乗り込み、これも当然のように俺を同行させた。

　この女、おとなしい顔をして贅沢なヤツだ。

　タクシーで走ること、一〇分ほど。

　俺たちがタクシーから降りて入ったのは──

「あ、けっこういい景色ですよ。夜ならもっと綺麗なんでしょうね」

「…………」

　世間に疎い高校生でも知ってるような、とある有名ホテル。

　ウチの最寄り駅からそう遠くないことは知っていたが、そのホテルの一室だった。

　スイートルームではないらしいものの、平凡な経済力しか持たない高校生なら絶対に泊まれない部屋だ。

「……俺、なんでこんなとこにいるんだ？」

「わたし、見てのとおり、ゆづ姉と顔形はまったく同じなんです」

「なんだ急に？　まあ……確かにそっくりだな」

　髪色は雪月が茶で風華が黒。

　それと制服の違いがなければ、まったく見分けがつかないだろう。

　俺は鈍くはないが、観察力に長けてるわけでもない。

「正直言って、どれだけ努力しても雪月と風華を見分けられる自信はまったくないな。見分けてほしいならあきらめてくれ」

「これ以上ないくらい、はっきり言いますね……」

　風華は、ぽかんとしてる。

　そう言われても、余計な期待をされるよりは最初に宣言したほうが手っ取り早い。

　物事は、はっきりさせたほうがいいんだ。

「……わたしたちと会うと、見分けようとしてくれる人、割と多いんですけどね」

「当然の礼儀だな」

　どっちがどっちだかわからん、は普通に考えて失礼だろう。

　だが、わからんものをわかるというのも同じくらい失礼じゃないか。

「見分けてほしいなら、もちろん努力はする。だが、自信はない」

「あはは」

　風華は、おとなしそうな外見に似合わず、噴き出すように笑った。

「わたしたちは見分けられなくて気にしません。というか、どっちでもいいです」

「それは雑に生きすぎじゃないか？」

　翼沙風華と交わした会話はまだ数えられるほど。

　しかし、わかってしまう──こいつはやべぇ奴だと。

　俺も無駄にきっぱりしすぎているが、風華のほうが確実に変わり者だ。

「髪の色まで同じにしたら、もう完全に見分けがつきませんね」

「……髪色が違うのは、区別のためか？」

「いえ、単なるオシャレですね。今時は、髪を染めるくらいは当たり前ですし」

「…………」

　雪月は学校では髪をそのまま下ろしていることが多いが、たまに結んでいたり編み込んでいたりもする。

　確かに、雪月はオシャレにはこだわるタイプのようだ。

　染めた髪もあくまでオシャレの延長ということか。それが普通だが。

「色さえ違えば、どっちが黒でどっちが茶でもいいんですが。ただ、わたしが茶髪だと変に思われそうで。ご覧のとおり、わたしはおとなしいタイプなので黒髪のほうが似合いますよね」

「まあ、双子の違いとしてはわかりやすいから、俺でもそこで見分けられるしな」

「はぁ、なるほど」

　風華はなにやら頷くと、近くの電話を手に取った。

「あ、フロントですか？　すみません、毛染めを持ってきてもらえますか？　はい、明るい茶色系を適当にいくつか見み繕つくろって」

「待て待て！　今ここで、姉と同じ色に染める気か!?」

　というか、ホテルのフロントが毛染めを買って持ってきてくれるのか!?

　まさかルームサービスで注文できるわけじゃないだろう……いや、高級ホテルなら、それくらい当たり前なのか？

「いえ、見分ける必要はない──という覚悟を示そうかと」

「そんなもん示す必要ねぇだろ。いや、おまえと雪月がそっくりなのはよくわかってる。見分けがつかなくても気にしないなら、それでいい」

「だったら、よかったです。あ、失礼──」

　風華はフロントになにか言ってから、受話器を戻した。

「そういうわけで、わたしとゆづ姉の二人を末永くよろしくお願いします」

「そこだよ！」

「ど、どこですか？」

「聞いてるんだよな？　俺は、翼沙雪月に告ったんだ。なのに、どうして妹のおまえとも付き合うなんて話になってるんだ」

　考えてみれば、俺は雪月とどうしても付き合いたいから二股をＯＫしてしまったが……肝心の風華の気持ちを聞いていなかった。

「ついでみたいに二股かけるなんて言われても、おまえは困るだろうが」

「いえ、全然困りません。わたしはオマケだと思っていいんですよ」

　ふるふると首を振る風華。

　なにを言ってるんだ、こいつは……。

「人様をオマケとか思えるか。どんだけ傲慢なんだよ。あのな、初対面の男と付き合えって言われても困るだろ？」

「わたし、真樹さんと初対面じゃありませんよ？」

「…………は？」

　思わず、まじまじと風華の顔を見つめてしまう。

　こっちには、風華に見覚えなどかけらもない。

「前に会った覚えはないが……」

「なにを言ってるんですか。ほら、これをご覧ください」

「スマホ？　見ていいのか、これ？」

　風華が差し出してきたスマホを受け取って、画面を見る。

　そこには、写真アプリが表示されていた。

「……ん？　これ、俺じゃないか？」

　写っているのは、横顔だが俺に間違いない。

　背景を見た感じ、電車のホームで撮られた写真のようだ。

「こんな写真、撮られた記憶がないんだが？」

「わたしは撮った覚え、ありますけど」

「そりゃあるだろうよ！　ここに写真があるんだからな……って、隠し撮りじゃねぇか！」

「す、すみません……！　ど、どうしても撮りたくて……我慢できませんでした」

「……隠し撮りされても困らんけどな。我慢できないって意味がわからねぇぞ」

　風華が涙目になって申し訳なさそうにするので、こっちが悪いことをしてる気分に。

　まあ、俺の怖い顔を撮りたがる馬鹿も割といるんで、実は慣れてはいる。

「だって……後ろからついていくだけじゃなくて、家に帰ってからもお姿を見たいじゃないですか」

「お姿をって……ちょっと待て。今、変なこと言わなかったか？」

「わたしが真樹さんをストーキングしてたというだけですけど？」

「ですけど、じゃねぇよ！　ストーキング!?」

「コソコソと人の後をつけ回し、嫌な気分にさせることです」

「解説を聞いてるんじゃない！　嫌な気分って、わかっててやってたのかよ！」

「あなたと向き合う度胸があれば、そうしてました。でも、わたしには隠し撮りやストーキングが精一杯で……」

「……………………」

　よし、今度こそ待て。

　俺は鈍くもないし、ツッコミキャラでもない。

　この翼沙風華の話を整理して、要点をまとめると──

「もしかして、風華は前から俺のことが気になってた……とか？」

「あ、はい……」

　かぁぁっと真っ赤になる風華。

　くそっ、不覚だ。可愛いとか思ってしまった。

　そりゃ、片思いしてた女子と同じ顔なんだから可愛いのは当たり前だが。

「すみません、ちゃんと説明します。わたしにはなんの秘密もないですし、もったいぶるつもりもありません。真樹さんにストレスはかけません。ストレスフリーがわたしの武器です」

「武器って……」

　そりゃ、もったいぶられるよりは素直に事実を明かしてほしいが。

「あれは爽やかな春風が吹く、四月のことでした──」

「四月？」

　今は六月になったばかりだ。

「わたしは、いつものように電車に揺られていました。ガッタン、ゴットンと」

「擬音は必要なくないか？」

「秀華女子は良家の令嬢が多い学校ですが、車登校は基本的に禁止です。事情があれば別ですが。身代金目当てで誘拐される可能性があるとか、テロリストに狙われるとか」

「嫌な世の中だな……」

　今時、身代金目当ての誘拐がこの国で起きるんだろうか。

　昔は日本でも稀にあったらしいが、通信システムが発達して、街のあちこちに防犯カメラがある現代では、簡単にアシがつくだろう。

　それに、テロリストに狙われるお嬢様なんて、学校に通ってる場合じゃない。

「裕福な令嬢であろうと、この現代は世間知らずでは生き抜けません。電車の乗り方もわかりません、ではただの馬鹿だと思われて嫁のもらい手もありませんよ」

「ふうん、そういうもんか」

　自分で裕福な令嬢、と堂々と言えるのもなかなかだ。

　ためらいなくタクシーに乗ったところを見ると、金に困ってないのは確かだろうが。

「わたしも高校に進学してからは、頑張って電車で通学しているんですが……」

「…………」

　うーむ、このあとの展開は読めてきたぞ。

「割と変な人が寄ってくることが多くて。二ヶ月前、良い仕立てのスーツを着た中年の殿方が電車でわたしのそばに立って、ハァハァと髪の匂いを嗅ぎ出しまして」

「遠慮してるのか図々しいのか、わからん痴漢だな」

　どっちみち痴漢であることには変わりない。

　社会的に終わってしまえ。

「ただ、髪の匂いを嗅いでいるだけでは犯行を立証するのは難しいですから。鼻は開閉機能がないので匂いを嗅ぐのは通常状態と言えなくもありません」

「確かに、あまり聞いたことがねえな」

　痴漢は被害者の証言が重視されるらしいが、物理的な接触がないと犯人を突き出しにくいか。

「ですが、そのときの中年さんは明らかにわたしの髪に顔を寄せて鼻をクンクンさせてまして。むしろ、お尻を触られるほうがマシなくらいのキモさでした」

「それは、ケツを触れるほうが嫌だろ」

　よっぽど嫌だったというのはよく伝わってくるがな。

　男の俺から見ても、相当にキモい。

「そんなときでした、真樹さんが現れたのは」

「…………」

　そんな話の流れじゃないかと予想はしてた。

　クンクンしてたのは中年じゃなくて、実は横にいた俺だったとか、意表をつく展開にならなくてよかった。

「真樹さんは、さっきのようにわたしとおじさんの間に割り込んできて、おじさんを睨みつけました。そして言いました、〝名刺と免許証を出せ〟と」

「……………………」

「痴漢がもっとも嫌がることを命令する人だな、と感心しました。見た目は暴力的なのに、意外と知能派だなとも」

「俺の悪口言ってないか？」

「いいえ」

　ふるふると首を横に振る風華。

　こいつ、おとなしそうな顔をしてけっこう毒舌だ。

　だが、俺がそう言った可能性は充分にある。

　腕っ節に自信はあるが未開の蛮族ではないし、暴力を振るったらこっちの不利になりかねない。

　もちろん、ごく平凡な男子高校生が中年男に命令したって効果は薄いだろう。

　俺のようなコワモテが言うからこそ、意味がある脅しだ。

　デメリットばかりの外面だが、ごくたまに役立つこともある。

「……待て、俺が痴漢から助けたから、姉のオマケ──ついでで付き合ってもいいとか言ってるのか？」

「一〇代女子ですよ？　結婚を前提に付き合うわけじゃないんですから、慎重になる必要もなく簡単に人を好きになりますよ」

「だ、だからってなあ……」

　風華、さらっと好きとか言いやがったぞ……。

　おとなしそうに見えて、意外とズバズバものを言いやがるな。

　こっちが恥ずかしくなってくる……。

「話はわかったが……だからといって、俺と付き合っていいなんて信じられねーな。悪いが、すぐに信じるのは難しい」

「ええ、そのとおりです。だから、わかっていただくためにここに来たのですから」

「ここに連れてこられた理由、まだ俺は理解してないぞ」

　どうも、さっきから風華のペースで話が進んでいる。

「ですから……ここで、わたしを知ってください」

「…………？」

　風華が、いきなりそばのベッドへと糸が切れた人形のように倒れ込んだ。

　長い黒髪と長めのスカートがベッドの上で広がっている。

「……なにしてるんだ？」

「わたしは、なにももったいぶりません。ですから、真樹さんがお好きなようにわたしのことを知ってください。隅から隅まで、どこでもどうぞ」

「俺になにをやれと!?」

　まな板の鯉になられてもな！

　言っておくが、初対面（俺主観）の女子の身体を好き放題にするほどがっついてねぇ！

「いいか、風華……姉とまぎらわしいから風華と呼ぶが」

「名前を呼び捨てにされるだけで、きゅんきゅんしちゃいます……」

　この女、深く考える必要もなく、ただの変態なんじゃないか？

「シンプルに言うが──自分を大事にしろ、風華」

「出し惜しみするほどのものじゃないです」

「…………」

　とんでもない即答してくるな。

　はっきり言って、出し惜しみするほどのものだろう。

　顔は読者モデルに選ばれた雪月とまったく同じなのだから、ハイレベルな美少女。

　しかもスタイルも抜群、ベッドの上でわずかに身じろぎしただけで胸がたゆんと揺れている。

　これをエサにすれば、馬鹿な男子どもがいくらでも釣れるだろう。

　出し惜しみすれば、どれだけのメリットが得られることか。

「もしかして、真樹さんは童貞なんですか？」

「俺、そういう単語を女子が口に出すのはあまり好きじゃねーな」

「反省します。でも、真樹さんのほうからがっつきにくいなら、わたしのほうからお見せしても……」

　風華はセーラー服の胸元のリボンをするりと外し、前をわずかにはだけた。

　服の上からでも立派なサイズを自己主張していたふくらみの谷間が──真っ白な肌が！

　わざわざ、ベッドの上で身体をくねらせて、胸の谷間がさらに強調されるような扇情的なポーズを取っている。

「おいこらやめろ！」

「わたし、脱いだら凄いんですよ？」

「だから余計にダメなんだよ！」

「でも、スカートはさすがに恥ずかしいので……真樹さん、脱がしてください」

「…………」

　風華は膝丈のプリーツスカートを少しだけ持ち上げ、白い太ももが覗く。

　ごくり、と思わず唾を呑み込みそうになった。

　なんなんだ、これは。

　俺的には初対面の、だがずっと憧れてきた相手と同じ顔をした女子がベッドの上であられもない姿を晒してる。

「今がチャンスですよ。自分のことを好きだっていう女──それもそこそこ可愛い女なら、とりあえずいただきたいって思いませんか？」

「……すげーこと言うな」

　これ、襲っちゃってもいいんじゃねーか？

　俺は鈍くもないが、朴ぼく念ねん仁じんというわけでもない。

　高二の男子がこの状況で手を出さずに暗転して終わるのは、漫画かアニメくらいのもんだろう。
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　好きな相手はいる。

　彼女のことだけ見ていたい。

　それでも、恋愛感情とはまた別にこみ上げてくるものがあるのだ。

　だったら──

「ちょっと待てぇぇぇぇっ！」

「ゆっ、雪月!?」

「ゆづ姉っ!?」

「なにをびっくりした顔してんの！　あたしがびっくりしたわ！」

　いきなりドアが開いて、獲物を追うチーターのように素早く駆け込んできたのは、翼沙雪月だった。

　よほど急いできたのか、顔には汗が流れ、肩で息をしている。

「風華！　あんた、いったいなにをしてるの！」

「今日付き合うと決まったばかりの殿方を、ホテルに連れ込みました」

「……そのようね」

　妹のストレートな台詞に、あっさり屈する雪月。

　学校では女王様である雪月も、妹には強く出られないのかもしれない。

「と、とにかく！　服をちゃんと着なさい！　言っておくけど、真樹はこんなことであんたになびくほどチョロくないわよ！」

「そうですか？　ちょっと、その気になっていたようですけど……」

　まだベッドに寝転んだまま、ちらりと俺を見てくる風華。

　ちっ、この双子妹、意外に鋭いじゃねーか。

　ていうか、危なかったな。

　もし俺があと一秒でも早くその気になってたら、俺が風華に襲いかかっているところを雪月に目撃されてたわけか。

　いくら、二人と付き合うことをＯＫしたといっても、初日からベッドで他の女子を押し倒すとか百年の恋も冷めるだろうよ。

「…………」

「……待て、雪月。おまえ、なにしてるんだ？」

　なにを思ったのか、雪月は無言でベッドにころんと横になった。

　同じ顔をした二人の美少女が、ダブルベッドに並んでいる光景は、かなりのインパクトだ。

「なんか、妹に負けたような気がして」

「負けたとしたら、ベッドに寝転がったこの瞬間じゃないのか？」

「でも、真樹のお望みの……さ、さんぴ……ああんっ、あれができるチャンスよ？」

「…………」

「あ、真樹さん、考えてますね。三人で──というのがお望みでしたら、わたしはそれでもＯＫですが……」

「そう堂々と言われると、逆にやりにくいっつーの」

　さすがに、この状況で二人に襲いかかるほど俺の欲望は底なしじゃない。

「……ええ、まあそのとおりね」

「というか、雪月。おまえ、なんでここがわかったんだ？」

「風華からメッセが来たのよ。今から、真樹をこのホテルに連れ込むって」

「いつの間に……」

　いや、ここに来るまでのタクシーの中でも連絡できたか。

「それにしたって、鍵は？　どうやって開けたんだ？」

「意外と細かいことを気にする男ね」

　雪月は、ベッドの上でひょいっと身体を起こした。

「このホテルは、ウチのだから。風華が取った部屋なんだし、マネージャーに言えば、鍵くらいよこすわよ」

「ああ、このホテルは雪月の──って、なにぃっ!?」

「たいしたことじゃないから、気にしないで」

「……無茶を言うな」

　この高級ホテルが、雪月の家の持ち物？

　翼沙家は、もしかしなくても大変な金持ちなのか？

「まあ、風華がいろいろ跳び越えて真樹にちょっかいかけてくれたおかげで、話が進めやすくなったわ」

「俺は、まだ話が掴めてねーぞ」

「すぐにわかるわ。あたしは、なにももったいぶるつもりはないから」

「妹と同じようなことを言うんだな」

「そりゃ、姉妹だから。さあ、百聞より一見でしょ。行くわよ」

「行く？　また？」

「そ。楽しみにしてて」

「…………」

　今度はどこへ連れて行かれるのか。

　告白と風華との出会いと、このホテルの件だけで、俺の処理能力はとっくに限界に達してるんだが。

　これ以上、俺をどれだけ振り回そうというのか……。

　ちょっと、告ったことを後悔しそうになってきた。







３　双子は一人に恋をするらしい




　グランリヴェーシア詠よみ浜はま──

　四〇階建ての、いわゆるタワーマンション。

　駅まで徒歩二分で立地は最高、最上階の部屋ともなるとその分譲価格は余裕で億に達する。

　天に届くような威圧的な外観、吹き抜けの豪華なエントランス。

　設備はスポーツジムにプール、スカイラウンジになんと露天風呂まで。

　当然のようにコンシェルジュも二十四時間常駐してる。

　商業施設に直結していて、雨の日でも傘を差さずにスーパーやコンビニに行けてしまう。

「ま、もっとハイクラスのタワマンもあるけどね。ウチが所有してる物件の中じゃ、ミドルクラスかな」

「ミドル……」

　これがミドルなら、庶民の真まさ樹き家はローですらなく、底辺をぶち破ってるのか？

　そのグランリヴェーシア（何語だ？）の最上階の部屋に、俺と翼つば沙さツインズはいた。

　ホテルから、またもやタクシーで移動すること数十分。

　今度はこんな豪華絢爛なマンションに連れてこられるとは。

「間取りは３ＬＤＫよ。どこにでもある部屋でしょう」

「確かに３ＬＤＫだけどな……」

　部屋が三つにリビング・ダイニングキッチン。

　ただ、その部屋の一つ一つがとんでもなく広い。

　一般のファミリータイプのリビング・ダイニングキッチンがすっぽりと収まりそうだ。

　どの部屋もウォークインクローゼット付き。

　風呂とトイレも二つずつ。

　バーベキューができそうな立派なバルコニーまである。

　こんなとんでもない３ＬＤＫがどこにでもあってたまるか。

「凄い家に住んでたんだな、雪ゆ月づき」

　言うまでもなく、高級ホテルよりはるかにこちらのほうが緊張する。

　なにしろ、同じクラスの──好きな女子の自宅なのだから。

　雪月は家を案内しつつ、無造作に自分の部屋まで見せてくれたのだから驚きだ。

　告白をＯＫしてくれたとはいえ、その当日にまさか雪月の自室を見ることになるとは。

　雪月の派手な外見に似合わず、モノトーンの落ち着いた部屋だったのも少々意外だった。

「あの、真樹さん、ゆづ姉、お茶が入りました」

「ああ、ありがと、風ふう華か。どう、ウチの妹は気が利くでしょ？　ほら、真樹、こっち」

「…………」

　俺は一応頷いて、リビングのテーブルへ。

　雪月に促されて、ソファに座る。

　その雪月は、俺の正面にあるソファに座り、妹の風華も隣に腰を下ろした。

　テーブルには、三つのアイスコーヒー。

　なんなんだ、この状況は……。

　なぜ俺は、双子美少女と向き合って、お茶なんかしてるんだ？

「あらためて説明すると、ここがあたしと風華の家ってわけ」

「それはわかるが……ご両親は？」

「正確には、ここは翼沙家の別宅なの」

「別宅……」

　庶民にはまったく縁のない単語だ。

「両親が、あたしたちがどっちの学校にも通いやすいこの部屋を買ったのよ。本宅はあるけど、両親も仕事の都合に合わせてホテル暮らしが多いのよね」

「さすがに、家をいくつも買うのは経済的ではありませんからね」

「常識があるのか、ないのか……」

　この双子の両親は、あちこち飛び回って仕事をされているらしい。

　それでホテル暮らしはまだわかるが──

　娘たちの通学のためにタワマンの部屋を一つ買うなんて、まともとは思えん。

「まず、話を整理しよっか。今日、あたしは真樹に告られてＯＫした。ただし、妹の風華と一緒ならって条件で」

「はい、オマケの風華です」

　にこにこと、嬉しそうに風華が口を挟んでくる。

「それから、わたしがいつものように真樹さんをストーキング中にこちらの事情を説明。わたしを痴漢から助けてくれた真樹さんに好意を持ったと」

「で、さっそくこのアホ妹はホテルに連れ込んで行為に至ろうとしたわけね」

「むっ。ゆづ姉、アホとはなんですか、アホとは。四月に受けた全国模試、わたしとゆづ姉、全科目同点だったじゃないですか。わたしがアホなら、ゆづ姉もアホですよ」

「テストの点数が頭の良さじゃないって、もう常識っしょ。アホー、アホー」

　双子が鋭い視線を向け合い、バチバチと火花が散る。

「よし、この姉、殺します」

「はっ、上等。来いや、妹」

「子供か、おまえらは！」

　黙って聞いてりゃ、幼稚園児みたいな言い争いを！

　というか、雪月も学校とキャラ違うぞ。

　このアホキャラじゃ、学校の女王様にはなれなかっただろうよ！

「だいたい、説明がまだ終わってねぇぞ！　妹のほうが俺を……っていうのはわかったが、双子揃ってっていうのが説明されてない！」

「ゆづ姉、わたしは真樹さんとお付き合いしたい理由は話しましたよ。次は、そっちの番です」

「……い、言われなくてもわかってるわよ」

　かーっ、と雪月が耳まで赤くなる。

　やはり、雪月は家だとキャラが違うようだ。

　彼女が赤面してるところなど、学校では一度も見たことがない。

　どちらかというと、女子慣れしてない男子どもに気さくに絡んで顔を赤くさせるタイプだ。

「真樹、妹を痴漢から助けてくれてありがと。あたしからもお礼を言っておくわ」

「助けたって意識もなかったが……まあ、そうらしいな」

　あの程度のことで、風華のような美少女に惚れられるとは……人生がチョロすぎる。

「──あれは、日射しもあたたかくなってきた四月だったわね」

「ん？」

「あたし、その日は一人で街をブラブラしてたの。たまにあんのよね、そういうこと。いつも大勢でワイワイ騒いでたら疲れんのよ」

「まあ、雪月はみんなの中心だからな。ある意味、周りの全員から圧をかけ続けられてるようなもんだろう」

「それよ！　あーんっ、もうっ！　人殺しみたいな顔してるくせに、けっこう鋭い！」

「顔つきは関係ねぇだろ。つか、なんで嬉しそうなんだ？」

　雪月には、あまり見抜かれたくないことじゃないのか？

「でもそれ、みんなわかってないんだよね。けど、それをあたしから口に出すのもうぬぼれすぎってもんじゃん？」

「文句があるなら言えばいいだろう。それで離れていくヤツがいるなら、それだけのことだ」

「真樹の言うことが正しい。けど、人間関係って理屈じゃないんだよね」

「割り切れないのはわかる。友達を失うっていうのは、陽キャだろうと怖いんだろうな。陽キャだからこそか？」

「ま、そんな感じね。ああ、話が逸れてた。そんで、あたしが一人で抹茶オレ飲みながらフラフラしてたらさ、大学生くらいの三人組に声かけられたのよね」

「ナンパか」

　俺には信じられないが、世の中には通りすがりの女性に声をかけて、店に連れ込んだり最終的にはホテルまで行ってしまう人種がいるらしい。

　どれだけコミュ力があったらそんなことができるのか。

　女のほうも出会ったばかりで、名前すら怪しいようなヤツとよく密室で二人きりになれるもんだ。

　……ん？　出会ったばかりでホテル……ごく最近、そんな経験をしたような？

「そいつら、しつこくってさ。ま、あたしみたいな美少女、一生に一度会えるかどうかだから、必死になるのもわかるけどね！」

「そりゃそうだな。雪月は可愛いもんな」

「…………っ！　あ、あんた、よく本人を前にそこまではっきり言えるわね」

「ん？　可愛いなんて言われ慣れてんだろ？」

「カレシに言われるのとは違うでしょ！」

「カレシ!?」

「いや、彼ピとかアホっぽくて好きじゃなくて」

「よ、呼び方の問題じゃなくて……その……お、俺はカレシなのか？」

「なに言ってんの、自分から告っといて。あんたはあたしのカレシで、あたしはあんたのカノジョ」

「わたしもカノジョで、あなたはカレシです」

「……話の続きをしてくれ」

　俺たちの関係の異常性については、あとでツッコミ入れよう。

「そのナンパ三人組を、たまたま通りかかった真樹が追っ払ってくれたの」

「…………最後だけ、さらっと説明しすぎじゃないか？」

「まだ最後じゃないわ。あいつら、真樹は一人だからって凄んでたけど、最終的にはあんたに睨まれて命乞いをして逃げてったっけ」

「……そんなことあったか？」

「覚えてないのが意外ね。普通、そんな事件、一生に一度も経験しないわよ」

「残念ながら、俺は歩けばトラブルにぶち当たるタイプなんでな」

　痴漢だろうがナンパだろうが、トラブルを見つければこの怖い顔面にものを言わせてきた。

　別に俺にとっては珍しくもない体験なので、覚えてないんだろう。

　しかし……。

「俺、ナンパされてたのが雪月だって気づかなかったのか？」

「だってあんた、あたしの顔なんてろくすっぽ見てなかったわよ。助けるだけ助けて、さっさと行っちゃったし。ルーティンワークこなしてるみたいに手際よく助けて、そのまま去ったのよ」

「まあ、慣れてるのは事実だな……それに俺、普段あまり女子の顔見ないからな」

「どうしてですか？」

「俺が女子の顔を見るとき、女子も俺の顔を見るだろう。怖がらせたら悪いからな」

「そんな、深しん淵えんを覗き込むとき深淵もおまえを見てる──みたいに言われても。わたしは怖くないですよ」

　呆れられているが、実際俺はあまり女子と顔を合わせないようにしている。

　雪月だけでなく、風華を痴漢から助けたときもろくに彼女の顔を見てなかったのだろう。

「まあ、そんなこんなで──あたしはあんたを好きになったの」

「姉のほうもチョロすぎんだろ！」

　結論が飛躍してる！

　妹は痴漢から助けられ、姉はナンパから助けられた。

　ああ、それはけっこうなことだろうよ。

　痴漢も強引なナンパ野郎もなにをしでかすかわからねえ。

　決して小さい事件だったなんて思わない。思わないけどな……！

「そんなことでいちいち男を好きになるのか、おまえらは！」

「なるわけないでしょ」

「なるわけありません」

「…………おまえら、俺のこと嫌いだろ？」

　ステレオでしゃべるんじゃない。頭がおかしくなりそうだ。

「そうじゃないの」

「そうじゃありません」

　双子は同時に立ち上がると、今度は俺の両隣に座った。

「な、なにをしてるんだ？」

　雪月と風華から、ふわりといい香りが漂ってくる。

　匂いまでまったく同じ──って、同じシャンプーを使ってるだけか。

「あたしと風華は、初めて立ったのも歩いたのも言葉を発したのも、まったく同じ日」

「中学までは同じ学校で、テストの点数も全科目まったく同点でカンニングを疑われました。オカルト好きの先生はテレパシー説を唱えてましたけど」

「……人の趣味に口出しはしないが、仕事に趣味を持ち込むべきじゃねーな」

　オカルト説は、むしろカンニングを疑うより問題がある。

「馬鹿な話よ。ガチでカンニングしてたら、同じ点数にするわけないじゃん」

「なのに、馬鹿な疑いがかかったせいで、わたしたち高校は別になっちゃいました」

「……なるほど」

　受験でも姉妹で同じ答え、同じ点数ばかりでは疑われるかもしれない。

　運良く受験は普通にクリアできても、高校で中学と同じ事件が起きる可能性もある。

「それはわかったが……結局、なにが言いたいんだ？」

　俺が二人の香りにドキドキしながら言うと、二人はこれまたまったく同じタイミングですっと身体を寄せてくる。

　ぷにっ、と柔らかなふくらみの感触が俺の左右の腕に──！

「あたしと風華は、なにもかもが同じってこと」

「性格と髪色くらいですね。実家では髪型を意図的に変えたりしてましたけど。頼むから見分けのために変えてくれと家族から懇願されたので」

　ずいぶんと、翼沙家では娘二人の扱いが厄介らしい。

　見た目が似すぎているだけでなく、双子の奇妙なシンクロを見せられるようでは、学校でも二人が一緒にいるとトラブルが起きかねない。

　カンニング疑惑がなくても、同じ学校に通うのは無理があったかもしれない。

　雪月と風華が別の高校に通っているのは、やむをえないことなんだろう。

「だから、人を好きになるときも同じなのよ」

「同じタイミングで同じ人を好きになるんです」

「…………は？」

　さらに二人が身体を寄せてきて、ほとんど抱きついているかのような体勢に。

「い、いきなりなに言ってんだ？」

「全然いきなりじゃないでしょ。丁寧に前フリしたでしょ」

「これまで説明したことと同じってことです」

「あの日の午後、あたしがナンパ男から助けてもらったわ」

「あの日の朝、わたしが電車で痴漢から助けてもらいました」

　雪月と風華が綺麗に揃ったタイミングで言った。

　一度に聞かされてもわからん──と言いたいところだが、しっかり聞き取れてしまった。

「同じ日に、同じ人を好きになったのよ」

「同じ日に、同じ人を好きになりました」

「「それが、あたしたちわたしたち姉妹の運命なのよなのです」」

「ちょっと待て待て、今のはゴチャゴチャしててわからん！」

「じゃあ、わかりやすくしてあげるわ」

「では、わかりやすくしてあげます」

「…………っ！」

　雪月と風華が、俺にしっかり抱きつきながら顔を寄せてきて、ちゅっと頬にキスしてきた。

　二つの柔らかな感触が頬に伝わってくる。

「あたしたちは、ずっと探してたのよ。二人ともが好きになれる人を」

「やっと見つけたんです。わたしもゆづ姉も好きになれる人を。だから、今度は──」

「二人を好きになってもらうためなら、どんなことでもするのよ！」

「二人を好きになってもらうためなら、どんなことでもしますよ！」

「……………………」

　双子の美少女に同時に好かれ、同時に付き合う。

　ある意味、夢のような状況なのかもしれないが……。

　この二人の勢いが、怖すぎる。

　こんなにグイグイ押されっぱなしだと、俺が双子の勢いに潰されちゃうんじゃないか？

　いや、こう見えてコワモテのせいでトラブルには慣れてる。

　こいつらが唯一好きになれたのが俺だというなら──

　あるいは、俺が一番ふさわしいのかもしれない。

　それについては、今はここで語る必要もないだろうが──

「話はよくわかった。確かに、知りたいことは全部知れた」

　今のところ、疑問はない。

　信じられないが、二人が俺をからかってるとも思えない。

　だったら──

「いいぞ、双子まとめてでもなんでも来いや！」

「きゃっ」

「やんっ」

　両手を伸ばして、二人をまとめてぎゅっと抱き寄せる。

　雪月も風華も、まるで逆らわず、それどころかさらに向こうも強く抱きついてきて──

「そうこなくっちゃ！」

「わたしたちの選んだ人は、やっぱり運命の人ですよ、ゆづ姉！」

　若干、ヤケクソ感は否めないが、いいだろう。

　俺もまた、雪月だけでなく風華も好きになってみせる。

　美少女二人に好かれたことを夢のような状況だと思えるのもガチだしな。

　二人の女の子と同時に付き合う──しかも本人たちがそれを強く望んでいる。

　こんなチャンスを逃してなるものか。

　俺だって健全な男子高校生、美少女二人とのお付き合い、楽しんでやろうじゃねーか！

「ていうか、真樹、すっごいグイグイ来てるけど……」

「あ、もしかしてガチで３ぴ──」

「いきなりそこまで行くか！」

　人をケダモノのように思われては困る。

「三人でやるにしても、順序ってものがあるだろう。心配するな、そこまでがっついてない」

「がっつかれてもいいんだけどね、あたしたちは」

「むしろ、わたしたちのほうががっつくレベルですけど、確かにいきなりは真樹さんを困らせるかもしれませんね」

「…………」

　この双子、大胆発言が過ぎるだろう……。

「……運命っていうのも大げさすぎるしな」

「いいえ、あたしたちにはそうでもないのよ」

　ちゅっ、とまた俺の頬にキスしてから雪月は笑う。

「運命──あたしたちみたいなのを〝運命の双子デスティニー・ツインズ〟って言うんだって」

「ただの一卵性双生児というだけでなく、運命で繋がっているんです」

　ちゅっ、と風華のほうも頬にキスしてくる。

「デスティニー・ツインズ……」

　確かに、双子の話が事実なら運命で繋がってるとしか思えない。

　その運命的な繋がりに俺も巻き込まれていくわけか……。

「あ、そうでした。一つ言い忘れていました」

「そうだったわね、完全に忘れてたわ」

「ん？　なんだ？」

「真樹、あんた今日からここに住んでもらうから」

「真樹さん、今日からここがあなたのお家です」

「…………」

　俺、なんでも来いやって言っちゃったか？

　今日の教訓──軽率な発言は慎むべし。







４　双子は俺の事情を知っているらしい




　真まさ樹き家はごく平凡な、いわゆる庶民だ。

　家業は古臭い商店街の一角にあるラーメン屋、〝真しん竜りゅう〟。

　同じような名前のラーメン屋が全国各地にあるだろうが、ウチは単純に苗字の一字と親父の〝竜りゅう二じ〟という名前を組み合わせただけだ。

　その親父が若い頃に始めたラーメン屋で、伝統なんかもない。

　どこの町にも一軒はある、安くて美味い庶民の中華料理店だ。

『ああ、話は聞いてるぜ。おまえ、どっかのタワマンに住むらしいじゃねーか』

「なんでもう話が通ってんだよ！」

　俺はまだ、翼つば沙さ家のリビングにいる。

　ふかふかソファに座って、親父と電話中だ。

『ちょうどよかった。ほら、若わか葉ばももう中一だしな。兄貴と同じ部屋は嫌だって前々から言ってたじゃねーか。たぶん臭がられてんぞ、おまえ』

「ふっざけんな。つーか、親父のパンツ、若葉が母さんに頼み込んで別で洗われるようになってるの知ってんのか、てめー」

『なっ、なんだと、いつの間に！　おまえは、おまえのパンツはどうなんだ!?』

「残念だったな、まだ俺のパンツは若葉のパンツと一緒に洗濯されてる」

『そっちこそふざけんな！　性欲全開の高校生のパンツのほうが、なにがついてるかわかったもんじゃねーぞ！』

「綺麗なもんだよ！　つーか、そんなことはどうでもいいんだよ！」

　別に反抗期でもないが、親父がふざけた野郎なんでどうしても会話が荒っぽくなる。

　俺の信念である男らしさが荒っぽさと紙一重なのは、たぶん親父のせいだ。

『そんなことぉ!?　俺にとっちゃ、若葉はラーメンのスープと同じくらい大事だぞ！』

「スープと一緒にしてやんなよ」

　若葉は今年中一になった妹だ。

　自称〝真竜の看板娘〟で、どこかで手に入れたチャイナドレスを着て接客に励んでいる。

　実際、若葉目当ての客が少なくないのも事実だ。

　ウチの街はロリコンの巣窟か？

　まったく、街の連中はわかってない……ウチの妹は〝看板娘〟なんて可愛らしいシロモノじゃねぇのに。

　妹は外ヅラだけはいいからな……。

　いや、自分で言ったとおり、今は若葉のことは置いておくとして。

「息子を会ったこともない人の家に住まわせるとか雑すぎるだろ」

『娘ならともかく、高校生にもなった息子なんて気にしねーよ。けっこうじゃねーか。翼沙さん家ちの子になっちまえ』

「実の親とは思えねー言い草だな。あんたがよくても、向こうの迷惑になるかもしれねー」

『翼沙さんなら大丈夫だろう』

「なにをわかったようなことを。翼沙家のことなんて知らねーだろうが」

『ん？　さっきからどうも話が食い違うと思ったら。おめー、翼沙さんのこと知らねーのかよ？』

「は……？　待て、俺、翼沙家となにか関係あんのか……？」

　双子たちの話を聞いて、彼女たちが特殊な思考回路の持ち主であることはわかった。

　それでも、今日付き合い始めたばかりで、いきなり同棲開始っていうのは、唐突さが拭ぬぐえない。

「おい、親父。翼沙家となんかあるなら、さっさと言え！」

『いや、別に？　しがないラーメン屋のウチがタワマンに住む人種と知り合いなわけねーだろうが』

「じゃあ、思わせぶりなこと言うんじゃねーよ！　死ね！」

『あー、親に〝死ね〟とか言うと、何十年かあとで俺が病院のベッドでじわじわ弱っていくときに〝あのときなんで死ねなんて言っちまったんだろ……〟って後悔すんだよ』

「地味に嫌な予言すんなよ……」

　だが、親にじゃなくても言うべき台詞じゃないな。反省だ。

『とにかくな、高校生にもなって、そんな細けーことでグダグダ言うな。長い人生、たまには全然知らんお家にお世話になることだってあらぁな』

「ねーよ」

　居候なんて、漫画だのドラマだのではよくあるかもしれないが、実際に自分がそんな環境に押し込まれると戸惑うばかりだ。

『まあ、いつでも帰ってきていい……とは言わねーけど』

「言えよ。俺ん家だよ」

『店が忙しいときは電話するから、ソッコー来いや』

「あんたの都合じゃねーか！」

　ウチのラーメン屋、食いログで星がつくような店でもないが、それなりに繁盛してる。

　親父と母さんはもちろん、忙しい時間帯は若葉だけでなく、俺も戦力として駆り出されてる。

　もっとも、看板娘として人気の妹に比べて、俺は皿洗いくらいでしか役に立たないが。

　苦手なんだよな、料理。ネギを刻むのも下手くそで使い物にならない。

『おっと、店が混んできたから切るぜ。せいぜい元気でな、息子よ』

「ああ、母さんと若葉には元気でいてほしいもんだな」

　ぶちっと通話を切る俺。

　あの親父は、ちょっとくらい元気じゃなくなったほうがいい。

　しかし、驚いたな……。

「あ、電話終わった？　ちらっと聞こえたけど、真樹、パパさん相手だとだいぶ口悪いね」

「パパ、なんて可愛げのある生き物じゃねーな……」

　リビングに現れた雪ゆ月づきが歩いてきて、俺の隣にどさりと座る。

「まさか、既に親同士で話がまとまってるとは……雪月は知ってたのか？」

　驚いたことに、翼沙家は我が真樹家に既に話を通していたらしい。

　ついさっき、この家に案内されたばかりなのに、話の展開が超スピードすぎんだろ。

「まあね。翼沙家は何事も対処が早いの。ウチの親も、あたしたちもね」

「その親御さんは、ここに帰ってこないんだよな？」

「そもそも、親の部屋なんてないし、ここ。帰ってきても廊下で寝てもらうことになるわね」

「せめてソファで寝かせろよ」

　このマンションが分譲なのか賃貸なのか知らんが、金を出してるのは親だろ。

　なんだ、翼沙家では子が親を虐待してんのか？

　金持ちの家の闇を垣間見たな……なんて恐ろしい。

　上流階級ほど裏でなにをやってるかわかったもんじゃねーな。

「あんた、ろくでもないこと考えてない？」

「気にするな、こんな状況でまともにものを考えられるほうがどうかしてる」

「だいぶディスられてるわね。でも真樹、そんなに動揺してるように見えないわよ」

「顔に出にくいんだよ。あまり表情を動かすとビビられるんでな」

「あたしは別にあんた、怖くないわよ」

「…………」

　雪月は、じーっと俺の目を見つめてくる。

　女子にこんなに顔を凝視されたのは、初めてじゃないだろうか。

　初対面の女子だったら、震えながら目を逸らされるからな……あれ、割と傷つく。

「あのさ、真樹って──」

「ん？」

「真樹って、あんたを怖がらないあたしに興味を持ったんじゃないの？」

「ま、まあそうなんだが……」

　そうズバリ言われると、さすがに照れくさい。

　しかし、俺が雪月を好きになった理由がバレてるとは。

　単純な理由とはいえ、こうも簡単に見抜かれるなんて。

「ふーん、やっぱそっか。チョロいのは、ウチら姉妹だけじゃないみたいね」

「…………」

　俺は、考えてることが表に出にくいはずなのに。

　雪月は見抜けたのが嬉しいのか、ニヤニヤ笑ってこっちを見ている。

　そんな、ちょっと憎たらしいような表情も可愛い。

「……ん？　雪月、着替えてきたのか」

「今気づいたの？　家でいつまでも制服なわけないじゃん」

　雪月はニヤニヤしたまま、俺に見せつけるようにして長い足を組んだ。

　なにやら英文字がプリントされ、胸元がざっくり開いた白Ｔシャツ。

　下は太もももあらわな短パンという、楽そうな服装だ。

「……家ではラフなんだな」

「ドラマじゃないんだから、家でスカートとかはかないよ。ひらひらして邪魔だし、シワになるし」

「そ、そういうもんか」

　長い足から目を逸らしつつ、俺は答える。

　ウチの妹は面倒くさいのか、家に帰ってきても制服のままなんだよな。

「あ、お電話終わったんですね。上でナシがついて手打ちになってるので、大丈夫だったでしょう？」

「なんでカタギじゃないっぽい用語なんだよ」

　今度は、風ふう華かのほうも登場。

　こちらは──白いノースリーブのワンピース。

　丈は足首に届くくらい長くて、裾がひらひらと揺れてる。

「妹のほうは、雪月と意見が違いそうだな」

「風華は男ウケ狙いで着てんのよ。この子、普段はタオルを首からかけて、下はパンツだけだからね」

「そんな風呂上がりのおっさんみたいな格好なのか!?」

「う、嘘ですよ！　わたしは家でもスカートのほうが楽なんです！」

　ああ、びっくりした……。

　家でどんな格好をしようが個人の自由だが、美少女の服装がラフすぎるのは困る。

　男のドリームが打ち砕かれる的な意味で。

「ゆづ姉、適当なこと言わないでください……ああ、いえ。お電話が終わったなら、お部屋のほうに案内します」

「部屋？　俺の部屋ってことか？」

「当然。そのための３ＬＤＫよ。あたしと風華と真樹、三人で三部屋。計算ぴったりでしょ」

「計算は合ってるが、常識的な意味では間違ってる気が……」

「さ、行くわよ。まあ、たいしたものは揃えてないけどね」

　雪月は俺のツッコミをスルーして立ち上がり、俺の手を掴んで引っ張る。

　されるがままにリビングを出て、廊下を進み、雪月がドアの一つを開けた。

「ここよ。広さはあたしと風華の部屋と同じくらいね」

「日当たりもいいですよ。もう暗くなったので、わかりませんけど」

「…………」

　案内された部屋は、軽く十五畳くらいはありそうだった。

　カーペットが敷かれたフローリングに、シミ一つない白い壁。

　机に本棚、ＴＶやテーブル、それにもちろんベッド。

　シンプルながら、いかにもしっかりしていそうな家具が置かれている。

「よし、俺は廊下でいい」

「よくないわよ!?」

「よくありません！　廊下で寝泊まりされたら困ります！」

「……こんな贅沢な部屋、身体が受け付けねーよ。エアコンもないのに涼しいし……」

「全館空調ね。ほら、壁にエアコンの吹き出し口みたいなのがあるでしょ」

　壁の中を配管が通されて、そこから風が吹いてきてるのか。

　ほとんど音もしねーし……俺と妹の部屋にあるのは、クマのイビキみたいな轟音が鳴るエアコンなのに。

「やっぱ俺には分不相応だな……エントランスで寝よう」

「警備員につまみ出されるわ。あたしまで怒られんでしょ」

「そうです、ゆづ姉が怒られます」

「風華、自分は逃げ切る気満々ね……」

　まったく同じとか言っておきながら、ちゃっかり妹として姉を盾にするのか。

「いいから、普通にこの部屋を使いなさい。ふう、話がまとまったわね」

「他にも必要なものがあったら、言ってください。あ、ご実家の荷物はこちらに送られる手はずになってます。もう業者は手配しましたので」

「トントン拍子に進んでる……俺の知らないところで」

「だって、あたしたちも今日こうなるとは予想してなかったもの。急いで環境を整えないと。真樹が急にあたしに告ってきたから、こうなってんのよ？」

「俺に責任があるんだろうか……？」

　そりゃ、玉砕するよりはマシだろう。

　正直、九分九厘は玉砕すると思っていたのだから、今こうして雪月の家にいて、彼女にも好きだと言われたのは夢のようだ。

　だが、予想の斜め上どころか天井を突き抜けてしまった感じなんだが……。

「とりあえず、お話ばかりしていても仕方ありません。もうすぐ七時ですね」

「ん？　もうそんな時間か」

　風華に言われて、やっと気づいた。

　放課後に雪月に告ってから、もう三時間くらい経っているわけか。

　ストーキングされたりホテルに拉致られたり、挙げ句の果てに女子高生姉妹が暮らしているマンションに連れてこられて、これから同居するとか。

　俺の人生で、ここまで濃密な三時間はなかっただろう。

「とりあえず、お夕食にしましょう。真樹さんはまだ混乱されてるみたいですし、まずはお食事をとって落ち着くのがいいかと」

「そうね、あたしもお腹ぺっこぺこ。真樹、ちょっと待っててね」

「ん……？」

　雪月と風華は俺の部屋を出て、廊下を歩いて行く。

　確かに腹は減ってるが、デリバリーでも頼むんだろうか。




　翼沙家のキッチンはえらく設備が整っていた。

　大理石の天板に、火力も充分ありそうなコンロ三口、それに肉や魚を直火で焼けるビルトインタイプのコンロも。

　冷蔵庫は収容能力たっぷりの大型タイプ、もちろん浄水器や食洗機も備え付けられている。

　仮にも料理店である真竜の設備より金がかかってるんじゃないだろうか？

「ほら、風華。衣をつけるときは手早くね。油の温度もちょうどいい感じよ」

「はい、ゆづ姉。じゃあ、さくっと揚げちゃいますね」

「油ハネに気をつけてね。お鍋のほうは、風華に任せるわ。その間に、あたしはソースを用意して、キャベツも刻んでおかないと」

「お願いします、キャベツはそっちに出してありますよ」

「…………」

　なんという一糸乱れぬコンビネーション。

　双子は肉をカットしたり、衣を用意したりと役割を分担し、さくさくと作業を進めていく。

　どうやら、翼沙家の本日の夕食はトンカツがメインらしい。

　食べ盛りの俺に合わせたメニューにしてくれたのかもしれない。

「なあ……なあ、二人とも」

「なんでしょうか、今ちょっと手が離せなくて」

「ウチはソースも自家製だから。微妙な調合が必要なのよね」

　二人とも、この上なく真剣だ。

　学校でも、こんなにマジな雪月は見たことがない。

「俺もなにか手伝おう。ちょっとした雑用くらいならできると思うが」

「大丈夫、あたしたち二人だけでやったほうが速いから。ノイズが入ると、むしろ遅くなるのよね」

「ノ、ノイズ……」

「むしろ調子が狂って、効率が落ちますね。座っていてください、真樹さん」

「…………」

　ストレートに邪魔者と言われてるような。

　だが、確かに二人のコンビネーションの間に割り込める自信はない。

　ウチの両親も長くラーメン屋をやってるだけあって、上手く役割分担してるが、それ以上かもしれない。

　二〇年連れ添ってる夫婦より息が合うのか、双子ってヤツらは。

　まあ、この双子が特殊すぎる可能性も大だ。

　邪魔になるのは事実なので、おとなしくリビングに戻る。

　八〇インチはありそうなＴＶをつけ、特に興味もないバラエティを眺める。

　一人だけリビングでくつろぎながら、女の子に料理を任せる……。

　なんだろうな、まるでヒモにでもなったような。

「真樹、お待たせーっ！」

「お待たせしてすみません」

　しばし待つと、ダイニングテーブルに次々と料理が並び始めた。

　メインのトンカツ、二種類のソース、山盛りの千切りキャベツにポテトサラダ、味噌汁とご飯。

　小鉢に盛られた漬物は、どうやら自家製らしい。凝りすぎだろう。

「どうぞ、真樹、冷めないうちに食べよう」

「どうぞ、召し上がってください、真樹さん」

　双子に笑顔ですすめられ、俺は「いただきます」とトンカツを一口。

「……美味い」

「当然でしょ」

「当然ですね」

　雪月と風華に謙けん遜そんの二字はないようだ。

　だが、お世辞抜きで美味い。

「やっべ、これは箸が止まらねぇ……！」

「おーっ」

「わぁっ」

　双子がなにやら感心しているようだが、こっちはそれどころじゃない。

　カツの衣はサクサク、肉は分厚いのに柔らかくて軽く噛み切れて、おまけに肉汁たっぷり。

　ソースもゴマが入ったものと、味噌を加えたものの二種類があって、どちらもよく合う。

　ただでさえ美味いのに、二種類のソースで味あじ変へんさせながらでは無限に食えすぎる。

　ジューシーなトンカツを齧り、すぐさま熱い白飯をかきこむのがたまらん。

　もちろん、トンカツには欠かせないキャベツの千切りもたっぷりあって、さらに箸を加速させる。

　ポテサラ、味噌汁、それに箸休めの漬物。どれを取っても、最高だ。

「……ふうっ。ごちそうさま、美味かった」

「め、めっちゃ食べたわね。いくらなんでもつくりすぎたと思ったのに……」

「わたしたちの三日分くらい食べたのでは……？」

　双子が呆気にとられてる。

　俺はゴツいほうじゃないが、上うわ背ぜいはあるし、なにより育ち盛りだ。

　現役の体育会系にはかなわなくても、食事量はかなり多い。

「こ、これは……楽しみになってきました、ゆづ姉！　今まで以上にレシピの研究に励まないと！」

「あたしら、あまり量食べないもんね。ボリュームは気にしてなかったけど、そっちからのアプローチも進めなきゃ！」

　呆れてるのかと思いきや、双子はやる気に満ち満ちているようだ。

　翼沙姉妹、何事にも前向きすぎないか？

「まあ……真樹には精力つけてほしいしね。食欲旺盛なのは、願ったり叶ったりだわ」

「ウナギやスッポンが効くと言いますね。仕入れルートを探しておきましょう」

「…………」

　しかも、なにか企んでいるようだしな。

　小声で話しているが、思い切り聞こえている。

　まあ、美味いものが食えるなら文句はないが。

　雪月と風華も綺麗に食べ終わり、夕食は済んだ。

　ついでに付け加えると、後片付けも俺の出番はなし。

　ソファにふんぞり返って、のんびりしている間に食器も綺麗に洗われてしまう。

　どうも、俺は本格的にヒモへの道を歩んでいないだろうか……？







５　双子は真実を告げたいらしい




　翼つば沙さ家の３ＬＤＫには、贅沢なことに風呂もトイレも二つずつある。

　男子用と女子用──つまり、俺と双子で別々に使うことになる。

　正直、同い年の女子と風呂やトイレを共用で使うのは恥ずかしいのでありがたい。

　さすがに、女子である双子たちのほうがもっと恥ずかしいだろう。

　さらに正直に言えば、まだこの家に住むことに納得してないんだが……。

「流されてんなあ、俺」

　雪ゆ月づきに告って奇妙な返事を聞いたときには、なんでも来いやという気分になってた。

　ただ、飯を食って風呂に入って落ち着くと、俺ってなにしてんだ的な気持ちがふつふつと湧き上がってくる。

　そう、実はもう風呂までいただいてしまった。

　豪華なタワマンとはいえ、風呂の広さはまだ常識的だった。

　それでも、真まさ樹き家の慎ましい風呂よりは充分でかいし、浴槽と洗い場とは別にシャワー室があるのには驚いた。

　分ける必要あんのか、あれ？

　ジャグジーもついてたし、風呂に浸かりながら眺められるモニターはＴＶはもちろん、ネットにも繋がっていて、防水のタッチパネルで操作もできる。

　至れり尽くせりすぎるだろ。

　まさに〝上げ膳据え膳〟、箸の上げ下げ以外はなにもしなくていい快適さだ。

「ふー……ここにいたらダメ人間になるな、間違いなく」

　風呂を出て、今は部屋でくつろいでいるところ。

　自分の部屋だという感覚はまだないが、雲に座ってるようなふかふかのクッションのおかげでくつろげてしまえている。

「真樹さん、ちょっといいですか？」

「うおっ」

　トントン、とドアをノックされたと思ったら、風ふう華かが入ってきた。

「ど、どうしたんだ、風華？」

「いえ、リビングにいらっしゃいませんか？　まだ九時ですし、寝るには早いですから」

「あ、ああ。ん？　風華も風呂に入ったのか？」

　ひらひらした、半袖の白ワンピース姿になっている。

　ぱっと見、さっきの部屋着とあまり変わらないが、たぶん寝間着なんだろう。

　下ろした髪はわずかに湿っているようだ。

「ええ、上がったところです。ウチでは食事を済ませたらすぐにお風呂に入るんですよね」

「そういうのは、家によってそれぞれだよな」

　ウチのラーメン屋は夜の一〇時まで営業していて、さらに片づけや翌日の準備で二時間以上かかる。

　クソ忙しいので、メシも風呂もみんなバラバラで適当に済ませてしまう。

　風呂一つとっても、メシの前、寝る直前とそれぞれローカルルールがあるんだろう。

　翼沙家は夕食のあと、というなら居候はそれに従うべきだ。

　俺が居候するのが確定したなら、の話だが。

「とりあえず、いらしてください。ゆづ姉もすぐに来ますから」

「お、おい」

　風華が俺の手を取って、強引に立たせて引っ張っていく。

　駅でもこんな風に風華に引っ張られたな。

　おしとやかに見える双子妹だが、内面的にもパワフルな姉に似ているのかもしれない。

　それに寝間着だからか、さっきの部屋着より薄くて下の肌が透けそうだ。

　尻のあたりに、パンツの線が浮かんでるような……って、やめろ。

　それこそ、俺が痴漢みたいだ。

　とりあえず、またリビングに戻る。

　風華にすすめられ、ソファに座った。

　ふかふかで、身体を包み込むような人をダメにする柔らかさだ。

「あ、お風呂はどうでしたか？　使い方、わかりました？」

「ああ、雪月が教えてくれたからな。ヨソの風呂って意外と勝手がわからないが、大丈夫だった」

　特にこんな高級タワマンの風呂なんて、設備が最新すぎてな……勝手にあちこち触って壊さないか不安だった。

　教わらなかったら、お湯を出すだけで右往左往してただろう。

「よかったです。いろいろ機能がありますから、気になることがあったらいつでも呼んでください」

「いや、風呂に風華を呼ぶわけにはいかんだろ……」

　俺が裸で風呂に入ってるところに、同い年の女子を呼びつけるとか。

　男だって入浴を見られたら恥ずかしいって、わかってないのか？

「インターホンはありますが、実際にお手本を見せるのが一番早いですよ？」

「そこはスピードより常識を重視したい」

「常識ですか。それ、わたしたちには難しくて。どうも、わたしたち自身が常識から遠い存在みたいなので」

「自覚があるのはけっこうなことだな」

　奇妙なまでにシンクロする運命の双子とやらで、美少女で、しかも大金持ち。

　確かに常識とはあまり縁がなさそうだ。

「ですが、真樹さんもけっこう常識から外れてますよ？　ごく普通に考えて、痴漢されてる女子とかナンパされてる女子とか、助けないんじゃないですか？」

「そうか？　俺に損はないんだから、とりあえずやってみるだろ？」

「や、やりませんよ。というか、損はありますよ。痴漢なんてする人、頭のネジが外れてるんですから、迂闊に関わったら逆上してなにをするかわかりません」

「おまえ、ずいぶん悲観的にものを見るんだな……」

　というか、言いたい放題だ。

　痴漢をかばう必要はないから、いくら言ってもいいが。

「しつこいナンパをする人だって似たようなものです。ウチの姉は、あんな風に派手で強気で尻軽に見えますが……」

「さりげなく悪口をまぜてねぇ？」

「あれで、けっこうポンコツなんですよ？　しつこく絡まれたら、断り切れずについていっちゃって、なにをされてたか。わたしからも、姉を助けてくれてお礼を言いたいです」

　風華は俺のツッコミをスルーして説明を続け、最後ににっこりと微笑んだ。

　まあ、こいつの姉への悪口はともかく──

「姉をナンパから助けてもらったくらいのことで、妹が礼を言う必要もないだろ」

「お忘れですか、わたしたち姉妹は驚くほどシンクロするんですよ？」

「ん……？　どういうことだ？」

「姉がどこかに連れ込まれて人に言えない目に遭ってたら、わたしもどこか別の場所で同じような酷い目に遭っていたかもしれないんです」

「そ、それは考えすぎ──でもないのか？」

　双子って、そんな事件性のあるトラブルまでシンクロするものなのか？

　この翼沙姉妹のシンクロ具合が並外れているなら、ありえるか……。

「なになに、なんの話してんの？」

「あ、ゆづ姉」

　今度は、雪月がリビングに現れた。

　妹と同じく髪をそのまま下ろし、やはり少し湿っている。

　胸の谷間がくっきりな白いキャミソールに、太もももあらわな紺のショートパンツ。

　こちらもさっきまでの部屋着と大差なく、露出度も凄いが──ここは、彼女たちの家だ。

　風呂上がりに楽な服装でくつろぐのは当たり前で、文句は言えない。

　たゆんたゆん揺れているおっぱいも、白い太ももも男にはかなり目の毒だが……。

「二人だけで盛り上がるのはナシにしてもらわないと。なんなの？」

「いえ、真樹さんとゆづ姉はポンコツだと語り合ってました」

「俺は言ってないだろ!?」

「尻軽で淫乱とかも……どっちが言ったんでしたっけ？」

「議論の余地なくおまえだよ！　しかも余計ひどい一言付け加わってる！」

「本当になんの話をしてんのよ……ま、いいけどね」

「いいのかよ」

　雪月は気にした風もなく、どさりとソファに座る。

　この双子の間では、あのくらいは悪口にも入らないのかもしれない。

　それはいいとしても──

　また双子が俺の両隣に陣取ってる。

　今後、この位置取りがデフォになっていくのだろうか……。

「それで、真樹はお風呂どうだった？」

「あ、ああ」

　さっきの風華との話を繰り返す。

「真樹も問題なく住めそうね。なかなかいい家でしょ？」

「快適すぎて、俺には落ち着かない。ウチなんて築三〇年のボロ家やだからな」

「あのラーメン屋さん、そんなに古いんだ。でも、けっこう綺麗だったわよね？」

「ええ、店内も清潔でしたし、お家もそんな築年数だとは思いませんでしたね」

「そりゃ、昭和じゃねぇんだからきったねぇラーメン屋じゃ客が来ないし、外見も年季が入ってると──って、ちょっと待て！」

　俺は、雪月と風華の顔を交互に見る。

　ああ、左右に座られると二人の顔を見るのが面倒だ。

「おまえら、俺ん家に来たことあんのか!?」

「当たり前でしょ。気になる相手の家くらい調べるわよ。お店やってりゃ、そりゃ見に行くでしょ。あたしたちが店に行ったとき、真樹も働いてたわよ」

「全然気づかなかった……」

「真樹さんに気づかれないように、変装して行きましたから。こんなのです」

　風華がスマホの画面を見せてくる。

　表示されているのは、キャップを深くかぶり、黒縁眼鏡をかけた双子がピースして自撮りしている写真だ。

　お忍びの芸能人みたいな格好だ。これじゃ気づかない。

　きっちりと、ラーメン単体の写真も撮ってる。

　見間違えるはずもない。真竜のどんぶり、親父の盛り付けだ。

「ああ、真樹の妹さん、接客で活躍してたわね」

「あの子、小さくて可愛いですね。真っ赤なチャイナドレスが似合ってました」

「ミニスカチャイナドレスの妹さん、お持ち帰りできないの？」

「……ウチの貴重な看板娘なんで、テイクアウトはお断りしてるんだ」

　双子は、俺の妹、真樹若葉を気に入ったらしい。

　コワモテの俺と血の繋がりがあるとは思えない、可愛い顔をしていることは認めてもいい。

　ただ、さすがの双子もあの妹の外ヅラには騙されてるようだな……。

「ざーんねん。また今度、接客してもらおっと」

「チップを弾めば、妹さんとテーブルでトークとかもできるでしょうか」

「真竜ではそんなサービスもしてねぇな……」

　女子中学生になにをやらせる気だ、この双子は。

「ちぇ、つまらないわね。ああ、真樹は食器の片づけと皿洗いの雑用ばかりだったわね」

「ほっといてくれ。客も俺みたいなむさ苦しい男より、仮にも女子の妹に接客されたいだろ」

「わたしは、真樹さんが接客してくれたら大喜びですけど」

「……そんな客は百人に一人もこないな」

　いや、真竜二〇年の歴史で一人もいないだろう。俺は二〇年も生きていないが。

「美味しかったよ、真樹の家のラーメン。オススメだからって半チャーハンもつけちゃった」

「妹さん、なかなか商売上手でしたね。勢いよくススメられて、わたしも餃子を追加してしまいました」

「若葉のヤツ、初見の客にはガツガツ行くなっつってんのに……」

　妹はおねだり上手というか、特に男性客なんかはヤツにススメられると食い切れないほどの量を注文してたりする。

　妹の特技は人を手玉に取ることだ。

　客が料理を残しそうになると、わざと席の近くを通って悲しそうな顔をしたりして、そのうち客の胃を破裂させるんじゃないかと不安になる。

「つーか、さすがにこんなタワマンに住んでる人種を喜ばせる味じゃないだろ」

「それはまた、心外ね。あたしたちも、真樹と同じ人間よ？　真樹が美味しいと思うものは、あたしたちだってそう思うのよ」

「そりゃ、ウチの親父のラーメンはあれでなかなか美味いが──いや、そうじゃなくてな」

「わたしたちも毎日、フレンチや懐石を食べてるわけじゃないんですよ。玉子かけごはん、納豆なんかで済ませたりします」

「……庶民的だな」

　我が家のラーメンを褒められて悪い気はしないが……。

　そういえば、さっきの夕食もトンカツだったし、意外に食生活も不満を持たずにいられるのかもしれない。

　毎日、シャレたパスタだのサラダだの女子力高い食事だったら地獄だった。

「ん？　ちょっと待て。雪月、風華、もしかして俺に気を使ってるのか？　そりゃ、毎日凝ったメシなんか食ってられないだろうが、男の俺に合わせた食事はそっちにはキツいだろ？」

　俺にとってパスタやサラダばかりのメシが地獄なように。

　翼沙姉妹には、男子高校生好みの濃くてボリュームたっぷりのメシは厳しいんじゃないか？

「真樹こそ、意外と気を使うのね。出されるものをなんの疑問もなく受け入れそうなのに」

「わたしたちも好きな物を食べますよ。せっかく、三人で暮らしてるんですしね。ご心配には及びません」

「それならいいが……」

「でもさ、真樹。あんたはもっと好きにしていいのよ？」

「そうですよ、好きに食べていいんですよ？」

「食べていいって、もうメシは食い終わって──」

「フレイヤ、照明ムーンシャイン」

《了解、照明ムーンシャインに変更します》

「んん……？」

　ぱっ、とリビングの照明が薄明かりに切り替わった。

　月光がかすかに差し込んでるような、妙な雰囲気になっている。

「な、なんだ？」

「スマートスピーカーよ。登録した声以外には反応しないから、あとで真樹にも登録してもらうわね」

「そ、それはいいんだが……」

　真樹家には配備されてないが、スマートスピーカーくらいは知ってる。

　スマートスピーカーは音楽を流すのはもちろん、家電の操作も可能なことも。

　しかし、なぜいきなりこんなムーディーな照明に……？

「真樹」

「真樹さん」

「お、おい……!?」

　唐突に、双子が左右から抱きついてきている。

　柔らかな二つのふくらみの感触がダブルで……！

「ご飯も食べたしお風呂も入った。あとは──夜を楽しむだけよね？」

「わたしたちを楽しむだけですよね？」

「おまえらをって……ちょっ、おいっ……！」

　ぎゅううっと二人が抱きついていたかと思うと。

　雪月のほうだけが、すっと離れて。

「ん……」

「…………っ！」

　ちゅっ、と唇が重なっていた。

　雪月の柔らかな唇が俺のそれに押しつけられ──ちゅっ、とまた音を立てて離れた。

「ゆ、雪月……？」

「あたしたちは自分の気持ちを真樹に押しつけてる。運命の双子とか、真樹には関係ないことだもんね。でも、あたしたちもできるだけ、あんたの気持ちもわかってあげたい」

「だ、だからって、今のは……！」

　まさか、告った当日にキスすることになるとは。

　しかも、告った相手の双子の妹に抱きつかれながら。

「今、真樹さんが好きなのはゆづ姉でしょう。それは、わたしもわかっています。わたしはまだまだ、オマケですよね」

「いや、まさか」

　俺は、薄暗い中でもはっきりわかるように、大きく首を振った。

「おまえは何度もオマケとか言ってるが、俺はそうは思ってない。付き合うと決めたからには──風華、おまえも俺の彼女だ」

「わぁっ」

　風華は小さく叫ぶと、さらにぎゅうっと俺に抱きついてきた。

「うーっ！　やっぱり、真樹さんを選んでよかったです。でも、わたし自身がまだオマケだと思ってるんです。だから──せめて、最初のキスは真樹さんが好きなゆづ姉とじゃないと」

「あたしは一回やったから、風華もいいわよ」

「お許しが出たので……」

「お、おい……」

　ちゅ……と、遠慮がちに唇を重ねてくる風華。

　双子だから──というわけではないだろうが、柔らかさもまったく同じような気がした。

「ああ、やっとここまで来られましたね、ゆづ姉」

「本当、長かったわ……あんっ、もうっ、もっとしたいっ！」

「…………っ」

　雪月が俺の頬に手を添え、ちゅっちゅっと何度も唇を重ねてくる。

　その間にも、風華は俺の頬に何度も何度も唇を押しつけてくる。

「こ、交代です、ゆづ姉……」

「あんっ、もうちょっと……！」

　風華は俺の頬を掴んで強引にちゅっちゅとキスを続ける。

「んっ、ちゅっ、んんっ……真樹さん……」

「こ、こっちもよ……んちゅっ、んっ、ちゅっ、ちゅっ……」

　雪月と風華が交代しつつ、何度も唇を重ねてくる。

　もう、どっちにキスされているのかわからなくなってきた。

「お、おい……待て、ちょっと待て！」

「……イヤだった？」

「……イヤでした？」

「そうじゃない。そうじゃなくてな……」

　俺は、ぐっと両手で双子の肩を掴んで抱き寄せる。

「確かに俺は、雪月のほうを先に好きになった。だが、双子とまとめて付き合うって宣言したんだからな。二人を差別するつもりはない！」

「えっ、それってどういう……」

「えっ、それってなんです……」

　男らしさ──というのとは違うかもしれない。

　だが、俺は雪月と風華、二人を受け入れたのだから。

「どちらかが先になってしまうことはあるとしても──俺の気持ちの上では、二人を同時に受け入れてる！　そうだな……よし、舌を出せ、二人とも！」

「し、舌？」

「舌、ですか？」

　戸惑いつつも、雪月と風華はぺろっと可愛い舌を出してくれた。

　俺も舌を伸ばして、二人の舌と絡め合う。

「んんっ……!?」

「んんんっ……！」

　雪月と風華は一瞬驚いたようだが、ぺろぺろとすぐに向こうからも舌を絡めてきた。

　二人と唇を同時に合わせるのはやりづらいが、舌先ならこうして絡め合える。

　それもなかなか難しくはあるが──

「んんっ、ちゅっ、ちゅるるっ……」

「んーっ、んっ、ちゅっ、ちゅうう……」

　舌を絡め合い、時にはちゅっちゅと唇を重ね、また舌を絡める。

　俺は雪月の舌を口に含んで吸い上げ、一度離すと、風華の舌も同じようにしていく。

　双子の唇と舌をたっぷり味わい、ぎゅうっと抱きしめ、またキスして舌を絡める。

「んっ、んっ、んんーっ！」

「ふぁっ、んっ、ちゅるっ、んっ、んんんーっ！」

　双子は、びくびくと身体を震わせて、がっくりと俺にもたれかかってくる。

「な、なに、キスで……こんなに、なっちゃうなんて……」

「やっぱり……わたしたち……」

「やっぱり？」

　俺は、雪月と風華をソファに座らせ、その肩を抱き寄せる。

「は、はい……わたしたちは運命の双子……感情や行動がシンクロしてしまう……でも、双子としての特徴は一つだけではないんです。わたしたちは二人いて、特徴も二つ──」

「なに……？」

「デュアル・ツイン一人で二人──二人の感情を一人で共有するのよ」

「デュアル・ツイン一人で二人──二人の感情を一人で共有するんです」

「デュアル・ツイン……？　どういうことだ……？」

　二人分の感情を一人で──と言われても、上手く理解できない。

「あたしは、真樹が好き。風華も真樹が好き。二人分の〝好き〟があるわけでしょ？」

「その二人分の〝好き〟を共有してるんです。もっとざっくり言うと──わたしたちの感情は人の二倍なんです」

「二倍……？　つまり、それは……」

「あたしたちの愛は重たいってことよ。過剰といってもいいかもね……好きになったら自分を、自分たちを止められない。今みたいにね」

「わたしたちは、好きなものは徹底的に好きになるんです。感情を共有してますが、特に強い感情ほど共有しやすいんです。好きって気持ちはその中でもトップですね」

「過剰に好きになるって……具体的にどういう……？」

「そうよね、わかりにくいわよね」

「ですよね」

　雪月と風華はくすりと笑って、ちゅっちゅっと続けてキスしてくる。

　がっくり力が抜けていたが、回復したらしい。

「昔、初めて飼った犬はわたしたちが可愛がりすぎてノイローゼになり、親戚の家に引き取られていきました。パトラッシュはすぐに元気になって、年寄りですが今も幸せに暮らしています」

「ママはあたしたちに懐かれすぎて、育児疲れで入院しました。すぐに乳母が複数ついて、愛情が分散されて事なきを得ましたけど」

「つまり、おまえらに愛された者は──愛されすぎて、壊れてしまうと？」

　子供からの愛情なら可愛らしいものだが、恐ろしくもある。

　可愛がられることが、愛されることが負担になる──というのはわからないでもない。

　ウチの妹、若葉も父親に溺愛されているが、ウザそうにしている。

　双子の場合とは違うだろうが、愛情がストレスになってしまうという例はいくらでもある。

　雪月と風華の場合は、それが極端──ということか。

「そう。だから、あたしたちは誰も好きになれなかった。なのに、いきなり男の子を好きになっちゃった」

「わたしたちの好きって気持ち……受け入れてもらえますか？」

　今度は双子が、同時にちゅっと頬にキスしてくる。

　俺は、一瞬だけ考え込んでから──

「当たり前だろ、受け入れると一度言ったからには撤回はしない！　愛情が二倍？　けっこうなことじゃねぇか」

　ぎゅっと二人のカノジョをまとめて抱きしめる。

「俺は、そう簡単にぶっ壊れるほど繊細じゃないんでな。ああ、いくらでも来い！　全部受け入れるし──こっちからも攻める！　俺はこれでも健全な男子高校生だぞ、おまえらみたいな可愛すぎる女を前に我慢なんかできねぇ！」

「きゃーっ！　それでこそ真樹！」

「きゃあっ！　エッチなのも大歓迎です！」

　俺は、風華にキスしてから続いて雪月にもキスして、さらに三人で舌を絡め合う。

　ああ、ヤバイ……これは控えめに言っても最高だ。

　双子の美少女、しかも過剰なくらい俺のことを好きになってくれてる。

　ああ、上等だ。

　俺だったら、いくらでもこの二人を可愛がってやれるし──

　この二人からの攻めも受けきってみせる……！

　いや、たぶん俺じゃなきゃできない。







５・５　双子は一つの独白をしていたらしい




「風ふう華か、真まさ樹きはもう寝た？」

「ぐっすりみたいです。今日はめまぐるしくいろいろありましたからね」

　双子たちは、灯りの消えたリビングで向き合って座っている。

　互いに手を繋ぎ、顔を寄せ合って、ひそひそと語り合う。

「というか、あたしたちがめまぐるしさの原因だけどね」

「ゆづ姉……ちょっとは手加減してあげないと」

「あたしのせいなの!?　ちょっと、たまに妹のポジション利用してあたしに責任押しつけるのやめてくれる!?」

「ゆづ姉、そんな大声出すと真樹さんが起きますよ」

「うっ……そうね、起こしたら悪いわ」

　雪ゆ月づきは耳を澄ませて様子を確かめる。

　どうやら、雪月の不注意な大声にも気づかないほど、真樹は深い眠りに落ちているらしい。

「でも、真樹さんがゆづ姉に告ったのがそもそもの始まりですよ」

「まあね……ちょっとびっくりしたわ。いつ、あたしたちのトコに真樹を引きずり込むか計画してたのに、向こうから来るなんて」

「でも、わたしたちビビって始められずにいましたからね。真樹さんのほうから来てくれて、本当に助かりました」

「そういう意味でも、真樹を選んだのは正解だったかもね。見る目あるじゃん、あたしら」

「ただ、まだ運良くスタート地点に着けただけですよ。真樹さんは、ビビリなわたしたちの代わりに勇気を出してくれたんですから、今度はこっちの番ですよ」

「勇気ねぇ……あいつ、勢い任せで告ってきた気もするけど」

「教室で二人きりになったんですよね。でも、真樹さんがなにも言わなかった場合、ゆづ姉のほうから言えましたか？」

「……こう言っちゃなんだけど、あたしってレベル高い女だからね。告られたことは山ほどあっても、告ったことないもの。簡単じゃないでしょ」

「自分で言うことじゃないですね。告るなら、ハードルはゆづ姉からのほうがずっと低かったでしょう。ゆづ姉は、手軽に男をつまみ食いするビッチに見られてるでしょうし」

「あんた、姉をよくそこまで悪あし様ざまに言えるわね。風華も清楚キャラつくりすぎよ。中身もあたしと大差ないくせに」

「そりゃ、双子ですから。わたしは悪い奴ですけど、真樹さんにはご迷惑をかけてると思ってますよ」

「……そうね」

「そうです」

「だけど、もう始まったんだからね。ちょっと唇が痛いわ。キスしすぎたわね。初めてだったのに、あんなに何度も……」

「痛いですけど、気持ちよかった……ゾクゾクしちゃうくらい、最高でしたよ」

「そうよね……はぁ……もっとキスしたい。あいつ、寝てるのよね。コッソリやっちゃおうかしら」

「明日から、いくらでもできますよ。夜這いプレイはもうちょっとあとで」

「よ、夜這いって……そうね、今のところは唇を休めておきましょう。明日の朝、またキスすればいいし」

「そうですよ、ゆづ姉。キス以上のことだって……もっと……」

「本気で行くわよ。あたしたちが、真樹の男の本能を呼び覚ますのよ」

「本気で行きます。わたしたちの女の本能も目覚めそうですけど、やりましょう」

　雪月と風華は、握り合う両手にぎゅっと力を込める。

「あたしたちには時間がないんだから」

「わたしたちには時間がないですから」







６　双子は攻めに回ったらしい




　真まさ樹き央なかばの学校生活は、極めて平凡だ。

　登校して教室に行き、授業を受け、昼には購買のパンを食い、そのあとは午後の授業を受け、下校する。

　このパターンが延々と繰り返される。

　補足しておくと、昼飯を購買で済ませているのは弁当をつくるほどマメではないし、店で忙しい親が弁当を用意してくれるわけもなく、購買のパンが一番コスパがいいからだ。

　部活などは入ってない。

　中学のときはバスケ部でそこそこ頑張っていたが、高校に上がってからは特にやる気が起きなかった。

　体格には恵まれているし、運動神経もいいほうだろう。

　だが、どうにもチームの中で上手く立ち回れない。チームメイトに遠慮されてしまう。

　上手くいかないのは、この体格と顔つきのせいでもないかもしれない。

　体育会系には俺よりがっちりしたヤツ、怖い面構えのヤツなんていくらでもいる。

　単純な見た目だけでなく、俺の中から他人を怖がらせるなにかが染み出してるんだろう。

　他人に敵意や警戒心を持ってるわけでもないんだが……。

「真樹ー！　ほらほら、この動画観て！　今、理衣奈リィに教えてもらったんだけどさ、ガチでヤバくない？　超極辛焼きそばでビニールプールを一杯にしてみたって！」

「……なにしてるんだ、雪ゆ月づき？」

「え？　これ面白くない？」

「あまり面白くない。食べ物で遊ぶな。いや、そうじゃなくてな」

　教室では、数人がざわざわと騒いでいる。

　雪月が俺の机に腰かけ、肩を掴んでスマホの画面を見せつけてきてる。

　誰にでも気さくな女王とはいえ、いくらなんでも距離が近すぎだろう。

「あー、真樹は食べ物屋さんの息子だもんね。いやでも、これは最終的にメンバー全員で美味しく完食してるから、遊んでないんだよ」

「そうか、全部食ってるなら──って、そうじゃなくてだな」

「これがオッケーなら、こっちの動画もオススメ！　あ、あたしもちゃんと観たい！」

「お、おい……！」

　雪月はスカートの裾を翻しつつ、するりと机から滑り降り、俺の椅子に強引に割り込むようにして座ってきた。

　スカート越しに、雪月の太ももと尻の感触が俺の脚に伝わってくる……！

「五分で終わるから、授業始まるまでに間に合うよ。ほら、観て観て」

「ゆ、雪月……これはちょっとまずくないか？」

　雪月にだけ聞こえるように、ぼそぼそとささやく。

　もうこれは、気さくなんてレベルじゃない。

　カップルがイチャついているようにしか見えないだろう。

「付き合ってるって公表するつもりなのか……？」

「んー？　それは後々まずくなるだろうからダメだね」

「後々……？　いや、現時点で既にまずいんだが」

　クラスメイトたちから、好奇や不審の視線が突き刺さってきている。

　雪月はますます俺にくっつき、尻と太ももだけでなく、その豊満な胸が俺の腕にぐいぐいと押しつけられている。

　昨夜のアレコレをつい思い出してしまいそうな……！

「付き合ってるって公言するつもりはないけど、学校での時間を無駄にするつもりもないわね、あたしは。真樹もそれでよろしく。誰になにを言われても〝付き合ってない、仲の良い友達〟で押し切って」

「そんな無茶な……！」

　これだけバカップルのようにイチャついて、〝友達です〟は無理がありすぎる。

「真樹に押し切られたら、たいていのヤツは〝そうですね〟で引き下がるって」

「……俺の怖いツラもたまには役に立つな」

「あたしは怖くないからね。何度でも言うけど。人から見れば真樹が怖いっていうのは否定しないけどさ」

「そりゃ、俺にとっちゃ一番ありがたい展開だな……」

　もう他人に怖がられるのは、俺にとっては日常でしかない。

　好きな女子に怖がられていないなら、他の誰に恐れられてもかまわない。

　イマイチ話が呑み込めないところもあるが、雪月にとっても都合がいいなら、俺としても問題はない……ないよな？

「ね、ねえ、ユヅ？」

「ん？　どしたの、リィ？」

　雪月はスマホの画面を観たまま、近づいてきた女子に答える。

　その女子のことは、もちろん俺も知ってる。クラスメイトなのだから。

　鷹たか耶や理り衣い奈な──雪月軍団のナンバー２だ。

　黒髪のショートカットに赤いメッシュを入れて、制服のブラウスは白ではなく薄ピンクで、スカートも当然のように短い。

　派手な髪や服装に負けずに顔は整い、胸の肉づきは薄いものの、長身ですらりとしていてスタイルも抜群だ。

「真樹くんとそんなに仲良かったっけ？　つーか、くっつきすぎじゃね？」

「最近、仲良くなったのよ。大丈夫、真樹は扱いを間違わなければ決して怖い生き物ではありません」

「いやいや、それ猛獣扱いしてない!?」

　残念ながら、鷹耶のツッコミに同意だ。

　俺、ただでさえ怖がられてんだから、助長するようなボケは控えてほしい。

「ていうか、もしかして付き合ってんの……？」

「んー……ふっふふー」

「すげーごまかしてんよ、この女！」

　鷹耶がわめくのも無理ない気がする。

　俺には友達で押し通せと言っておきながら、誤解を招くような──誤解でもないかもしれないが──ことを言ってる。

「ま、気にしないで。リィたちも真樹と仲良くしてよ。あ、でも仲良くしすぎたら、あんたらとの付き合い、考えるからね？」

「さらっと脅しまでかけてるし！　いやいや、ユヅ、どうしちゃったん!?」

「……俺も、雪月の友達とはできれば仲良くしたい。いや、今すぐにとは言わないが……よろしく頼む」

　俺は立ち上がり、鷹耶とその後ろで様子を見ている女子たちに小さく頭を下げる。

「そ、そうなん……う、うん。よろ……しく？」

　明らかに鷹耶は怯えているが、これはいつものことだ。

　まったく俺を恐れない雪月と風華が特別だということを忘れてはいけない。

　しかし、この調子じゃ今後の俺のスクールライフが心配になってくるな。

　まあ、双子と付き合ってるってことがバレでもしない限り、そのうち誰も気にしなくなるかもしれないが。




「お待たせしました、真樹さん」

「…………」

　昼休み──

　メッセで連絡が来たかと思ったら。

　呼び出された場所には、清楚な黒髪ロングで白セーラーの美少女が待っていた。

「むしろ、俺が待たせたほうだと思うが……風ふう華か、ここでなにをしてるんだ？」

「真樹さんの学校に忍び込んでいますが？」

　くいっと、首を傾げる風華。

　ここは、体育館の裏手にある駐輪場。

　朝と放課後以外はほとんど人がいない──らしい。

　校舎から離れていることもあって、ここを溜まり場にする生徒もいない──そうだ。

　この二つの情報は、他でもない風華からメッセで聞いたばかりだ。

　なぜ、この学校の生徒である俺も知らないことを、他校生の風華が知っているのか……。

「前は、授業中を狙って忍び込んでたんですけどね。むしろ、そのほうが目立たないので」

「なるほど、授業中なら生徒も教師も教室にいるからな」

「そういうわけです、わたしは存在感薄いので気づかれにくいですしね」

「……って、そういう問題じゃない！　前にって──今日が初犯じゃないのか!?」

「そんな、まるで犯罪みたいに」

「不法侵入だろ！」

「大丈夫です、まだ一度もバレたことはありませんから」

「そういう問題でもない……」

　いかにもおしとやかそうな美少女の風華なのに、常識は通じないらしい。

「あのな、勝手に他校の生徒が忍び込んでたらいつかバレるぞ！　せめて雪月に変装するとか！　双子のオーソドックスなやり口だろ！」

「えー、そんな面倒くさい……」

「ヨソの学校に忍び込むほうが面倒じゃないのか……？」

　変装したほうが、よっぽど楽に学校に入ってこられるだろうに。

「というか、いったいなんのためにウチの学校に侵入してたんだ？」

「よく真樹さんの体育を見学していました」

「……おまえのスマホの写真アプリを一通り確認しておきたいな」

　俺の隠し撮り写真、ざっとしか見なかったからな……。

　そんな、しょうもないことのために危険を冒して不法侵入していたとは。

「写真くらいいつでもお見せしますよ。スポーツしている真樹さんは、他校生のわたしにはなかなか見られないじゃないですか。レアリティ高いです」

「そこまで無意味なレアリティもそうそうねぇな」

　美少女ならともかく、むさ苦しい男子高校生がスポーツしてる姿など、どうでもよすぎる。

「でもまあ、学校ってセキュリティ厳しいんですよね。たまに見回りの教師にバッタリ出くわしてるんですよ」

「既にバレてるじゃねぇか！」

「仕方なく、ゆづ姉のフリをしてごまかしました。なんで秀華のセーラー服なのか怪しまれましたけど、コスプレですって言い訳して逃げましたね。なので、まだバレてないと言っても過言ではありません」

「そんなことでごまかせんのか……？」

　しかも、雪月が意味もなく他校の制服コスプレしてる痛いヤツになってるじゃねぇか。

「顔が似すぎているのも役に立ちますね。そんな修羅場をくぐってきたので、ここが安あん地ちなのも確認済みです」

「安地？」

「安全地帯の略です。ゲーム用語ですね。敵の攻撃が当たらない位置、という意味で。ですから、なにも心配はいりません」

「心配はいらないって……」

　駐輪場の隅、大きな木の陰。

　確かに、もし駐輪場に人が現れても、ここならすぐには見つからないだろうが。

「真樹さん、もうわかってますよね？　わたしたちは運命の双子でデュアル・ツイン──自分たちの感情を抑えきれないんです……」

　すうっと風華は滑るように俺の前に来て、正面から寄り添ってくる。

　ぷるんと柔らかい二つのふくらみの感触が……！

　デュアル・ツイン。

　昨夜聞かされたばかりの、翼つば沙さ姉妹の秘密。

　双子で感情を共有しており、愛情もまた二人分──

　雪月が愛する者は風華も愛していて、風華が愛する者は雪月も愛していて。

　雪月と風華は、それぞれ姉妹の分の愛情も同時に持っている。

　単純に言って、雪月と風華の愛情は二倍──

　つまり、彼女たちの愛情は恐ろしく重い。

　おそらく、普通の人間では受け止めきれないほどに。

「わたしは、ゆづ姉と違って昼間は真樹さんと離ればなれですから。昨日までならともかく、真樹さんへの気持ちを明かした今、もう我慢できません」

「我慢できないって……いったい、どうすりゃ満足するんだ？」

「わかって……ますよね？」

　子犬のような、おねだりするような眼差しで見つめてくる。

　そうだ──俺は、風華が求めているものをわかっているはずだ。

　昨日、あれだけ求め合ったのだから。

　俺は、風華たちが求めているものを与え、それは俺が与えたいと望んでいるものでもある。

　今さら、取り繕うことはない。

　俺は、この双子の美少女たちに──たまらなく興奮している。

「風華……」

「んっ……！」

　俺は風華を抱きしめ唇を重ねる。

　ちゅっ、ちゅうっと音を立てて甘く柔らかな唇を吸い、口全体で彼女の小さな唇を含むようにする。

　ちゅばちゅばとさらに淫らな音がして、風華も応じて唇を押しつけてくる。

「んっ、んむむ……んっ、ちゅっ、んん……真樹さん、もっとエッチなキス……しませんか？まだゆづ姉ともしてない、身体の奥がきゅんきゅんしちゃうような……キス」

「ああ、してやるよ」

　俺は頷いて、また風華と唇を重ね──舌を差し込んで、彼女の熱い舌と絡め合う。

　風華の口の中を蹂じゅう躙りんするように舐め回し、舌を絡め、唇を吸い上げる。

　濃厚すぎるキスをしながら、風華の華奢な身体をぎゅっと抱き寄せる。

　二つのボリュームたっぷりのふくらみが押し当てられ、俺の胸の前でぐにゃりと潰れている感触が伝わってくる。

「んんっ、んーっ……はむっ、んっ、ちゅっ、ちゅるっ……はっ、はぁ……真樹さん、舌が熱くて……んっ、んむむ……」

　風華は身体を強く押しつけてきて、俺の首に腕を回してさらにキスをせがんでくる。

　長い黒髪からはほのかに甘い香りが漂ってきて、それだけで頭がクラクラしてしまう。

　ちゅっちゅっと唇を重ね合い、激しく舌を絡め、互いに強く抱きしめ合う。

「はっ、あっ……ゆづ姉も、まだこんなエッチなことしてないですよね……ふふ、わたしはもっと早く先に行かないと、まだゆづ姉にはかないませんから」

「俺はちゃんと二人を……可愛がってやるよ」

「ええ、もっと可愛がって……んっ、ちゅっ、くださいね……？」

　俺と風華は、しばらく夢中で唇をむさぼり合って──

「はぁっ……腰が抜けちゃいそうです……」

「だ、大丈夫か？　おまえ、そろそろ帰らないと午後の授業に遅れるだろ？」

「もうアウトですよ。それより、もうちょっと……きゃっ！」

　ぶあっ、と突然に風が吹いて、風華の膝丈スカートがめくれ上がる。

　ほっそりとした白い太ももと、ちらりと白い布きれが見えたような気がした。

「きゅ、急に来ましたね。はぁ……危なかった。パンツ見られちゃうところでした」

「見られたら……ダメなのか？」

　これだけ激しくキスはしまくるのに、パンチラがダメというのは意外だ。

「あ、正確にはそうじゃなくてですね……」

　すすっ、と風華はスカートの裾を掴んでわずかに持ち上げる。

「実はわたし、ラッキースケベってイヤなんですよ。この世で一番憎んでいます」

「は？　ラッキー……スケベ？」

　もちろん、それくらいのネットスラングは俺でも知っている。

　ラブコメ漫画やアニメで、エロいハプニングが起きることだ。

　事故で女の子の胸を揉んだり、パンチラを目撃したり、風呂場でバッタリ遭遇したり。

　パンチラくらいはともかく、現実ではまずそんなトラブルは起きないってヤツだ。

「わたしたちは同じ家で暮らし始めました。しかも、わたしもゆづ姉も真樹さんを一切警戒していません。むしろ、ムラムラした真樹さんがいつでも襲ってこれるように隙だらけです」

「それ、むしろ、おまえらがムラムラしてないか？」

「ゆづ姉は薄いキャミとかタンクトップ着て、実は下はノーブラだったりします。よーく見ると、乳首の形が浮いたりしてますよ。あ、わたしたち乳首の大きさも色も同じです。乳輪は小さめで、色は理想的な薄ピンクで──」

「そんな説明はいらない！　自分で見たときに確認したい！」

「な、なるほど……これはわたしが野暮でした」

　しまった、つい風華の勢いに乗せられて、欲望ダダ漏れの台詞を口走ってしまった。

「ですが、ラッキースケベって事故みたいなものでしょう？　トラブルでパンツを見せても、その場だけのこと。関係性は進みませんよ」

「ま、まあな」

　パンツを見られたからといって相手を好きになる女はいないだろうし。

　男だってパンツを見たくらいで女を好きに──なるかもしれないが、稀だろう。

「だから、見るならあなたの意思で見てください。それとも、わたしのパンツは見たくないですか？」

「俺の人生で、女子からそんな質問をされるとは夢にも思わなかった……」

「わたしだって恥ずかしいんですよ？」

　ぷうっと頬をふくらませ、首を傾げて風華が横目で睨んでくる。

「こんな長いスカートをはいてるのは、下着を見られたくないからですよ」

「……だったら、スパッツとか短パンをはけばいいだろ？」

「あんなの可愛くないです。可愛くない、というのはわたしにとっては致命的なまでに最悪です。だから長いスカートをはいて自衛してるんです。でも、真樹さんになら……」

　ちゅっ、とまたキスされる。

「見てください……わたしの、見られたくないところ♡」

「ああ、俺が見たいものを見る！　そりゃ、風華みたいな可愛い子のパンツ、見たいに決まってるだろ！」

　これは男らしさとは違う気もするが、俺は堂々と宣言する。

　宣言してから、がしっと風華の長いスカートを掴んで持ち上げた。

　白くてほっそりした太ももと──同じく白のパンツが姿を現した。

　レースで縁取りされた真っ白なパンツ。

　サイドにヒモがついた紐パンで、布地はやたらと小さくてエロすぎる……！

「頑張って……可愛くてエッチなの、はいてみました。もし、真樹さん以外に見られたら恥ずかしくて死んじゃうヤツです……」

「こんなの、俺以外の誰にも見せたくないな……」

　俺は、じぃっと風華のパンツを凝視する。

　パンツのそのあたりの部分はうっすら盛り上がってる。

　錯覚か、なにやらひくひくと動いているような気さえしてしまう。

「やん……そんなに見ちゃ……んっ、なんだかきゅんきゅんしちゃいます……」

「もっとよく見せてくれ。後ろも……」
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「は、はい……でもその前に、ちゅーも……」

　俺は頷いて、風華とちゅっちゅっと唇を重ね合わせる。

　舌を軽く絡めてから、またキスしてから唇を離した。

「ど、どうぞ……風華のエッチなパンツ、ちゃんと見てください……」

「なんか俺が言わせてるみたいだな……」

　風華の唐突なエロ台詞に驚きつつ、スカートを持ち上げ直す。

　純白レースのパンツに包まれた、小ぶりで柔らかそうな尻が見えている。

　ぷりんとしていて、つるつるの尻だ。

　こんな最高にエロい尻とパンツを、他の誰にも見せるものか……！

「風華……」

「やぁんっ……」

　俺は風華のスカートを持ち上げたまま、彼女に後ろを振り向かせ、唇を重ねる。

　互いに舌を伸ばして舐め合うと、俺は彼女の舌をちゅるるっと吸った。

「んっ、ちゅっ、ちゅるるっ……ん、んむむ……んっ……やだ……わたし、スカートめくられながら、真樹さんとちゅーしちゃってます……んんっ……」

「でも、キスしてたら風華のパンツが見えないな……」

「は、はい……もっと見たいですか、わたしのパンツ……？」

「ずっと見ていたいくらいだな」

　もしも、雪月の「双子の妹と二股をかけてほしい」という言葉を冗談だと笑い飛ばしていたら、こんな経験はできなかった。

　風華の唇の柔らかさと甘さも、透けていてエロいパンツも、ぷりんとした尻も知らないままだった。

「じゃあ、もう一回ちゅーして……あとは好きに見てください……」

　俺は頷き、風華の唇をむさぼるように味わって──

　唇を離すと、スカートを持ち上げ直す。

　後ろから横、前へと見やすいようにスカートを持ち直しながら、純白パンツを鑑賞する。

「やだ……はぁん……わたし、パンツ見られて興奮しちゃってます……こんなエッチな子じゃなかったのに……真樹さぁん……」

　がくん、と急に風華の身体から力が抜け、その場に座り込んでしまう。

「はっ、はぁっ……これ以上見られたら、興奮しすぎて動けなくなって……学校から脱出できなくなっちゃいますね……」

「それはまずいな」

　俺は風華の手を掴んで、立ち上がらせてやる。

「秀華まで送っていこう。俺も遅刻くらい、別にかまわない」

「だ、大丈夫です……頭を冷やしながら戻らないといけませんし。真樹さんがいたら、ずっと身体が火照りっぱなしになっちゃいます……んっ、ちゅっ」

　風華は俺にもたれかかるように抱きついて、唇を合わせてきた。

　それから、すっと俺と距離を取って──

「もう昂たかぶりすぎて……わたしからも見せたくなっちゃいますよ……こ、こんな風に……」

「…………っ！」

　風華は片手でスカートの裾を大きく持ち上げて、純白パンツを俺に見せつけて。

　さらに片手で、パンツをずりっと軽く下げた。

　決定的な部分は見えてないが、ラッキースケベで見るパンチラでは絶対に見えないような部分まであらわになってしまってる。

「わたしのエッチなところ、もっと見せたいですけど……ふふ、ゆづ姉をあまり出し抜くと後が怖いですからね」

「……そりゃ怖いだろうな」

「だから、今日はこれだけです」

　風華は、パンツをずり下げた手でスカートのポケットからスマホを取り出し、自分のあらわにした部分を撮影した。

「本日の風華パンツです。送っておきますね。あと──」

「おっ……」

　風華は俺に軽くキスしながら、自撮りする。

　スマホの液晶には、唇を半分ほど合わせている俺と風華の姿が写っている。

　キス写真とパンツ写真──男子高校生には刺激的すぎるものが、このあとスマホに送られてくるようだ。




　本日最後の授業は、体育だ。

　男子はグラウンドでサッカーらしい。

　最近は気温も上がってきて初夏らしくなってきたので、外での運動は億おっ劫くうだ。

　バスケ部でならしたこの身体も、高校に入って一年以上ろくに運動してないので、だいぶ衰えている。

　そういえば、確か俺の荷物が届くとか風華が言ってたな……。

　冗談ではなく、マジで届くのだろうから俺が開封して整理しなければならない。

　なかなかの重労働ではないか。この衰えた身体でこなせるだろうか。

　だが、華奢な双子に手伝わせるわけにもいかない。

　特に風華は積極的に手伝うと言い出しそうだが……。

　そういえば、その風華は自分の学校へ帰っていった。

《翼沙風華、無事に帰還しました》

　とメッセが届いていたので、安心した。

　教室で自撮りしたらしい写真は、まだ目が死んでいたが。

　キスとパンツを見られただけで、あそこまで乱れるとは──

　翼沙姉妹は愛が重いだけでなく、欲望も過剰なのでは？

　愛情が二倍、それに付随して欲望も二倍……その可能性は充分にある。

　俺だって雪月に持っていた気持ちが、ピュアな恋愛感情だけだなんて口が裂けても言えない。

　よからぬ妄想を抱いたことも、数え切れないほどある。

　ただ、双子も抱くであろう妄想を実行に移したら──

　風華から求められるのは嬉しいが、これがさらに過激になっていったら、俺もどうなってしまうのか。

　ただでさえ、俺も既に理性が崩壊気味なのに……。

「ねえ、真樹」

「え？」

　更衣室を出てグラウンドへ向かっていると、声をかけられた。

　振り向くまでもなく、相手が誰なのかはわかった。

　俺にこんなにフレンドリーに話しかけてくるのは、この学校では一人しかいない。

「ちょっとさ、付き合ってよ」

　廊下の窓際にもたれているのは、もちろん雪月だ。

「付き合ってって……これから体育だろ？」

　同じクラスの雪月も、当然同じく体育の授業が待っている。

　体操着に着替えていて、上はジャージを着て腕まくりし、下はハーフパンツ。

　ジャージの布越しに大きな胸が激しく自己主張していて、大変に目の毒だ。

「雪月、ジャージなんか着てて暑くないのか？」

「暑いけど、ウチのジャージってオシャレじゃん？」

　確かに、学校指定のジャージはシンプルな黒と白の配色ながら、シャレたデザインで人気は高い。

　特に雪月のような美少女が着ると、サマになっている。

　カーストの女王となれば、快適さよりオシャレ重視らしい。

「話があるんだよ。少しくらい遅刻してもいいでしょ。えーと……あっ、そうだ」

「なんだ？」

「せっかくだし、真樹を男子には絶対に入れない聖域にご案内♡」

「せ、聖域？」

　雪月に手を掴まれ、ぐいぐいと引っ張っていかれた先は──

「って、ちょっと待て！　ここはさすがに！」

「もう誰もいないから大丈夫」

　などと雪月はニヤニヤしている。

　俺と雪月がいるのは、なんと──女子更衣室の前だ。

　雪月は女子更衣室の扉を開け、俺の手を掴んだまま強引に入っていく。

「どう？　男子更衣室とそんな変わんない？」

「うっ……いや、全然違うぞ……」

　部屋のつくりそのものは男女でほぼ変わらない。

　教室と同じくらいの面積で、壁一面にずらりとロッカーが並んでいる。

　姿見は男子更衣室にもあるが一つだけで、女子更衣室には三つあるのが違いといえば違いだろうか。

　それ以外の大きな違いは──やはり匂いだろう。

　甘酸っぱいような香りが漂っている。

　男子更衣室の汗臭い匂いとはまるで違う。

「下着どころか制服も全部ロッカーの中だから、見てもあんま面白くない？」

「いや……」

「あー、匂いくらい、いくらでも嗅いでいいよ。減るもんじゃないし」

「匂いを気にしてたの、バレてた!?」

「そりゃあ、くんかくんかしてたもん。あたしは見逃さなかったわ！」

「見逃してくれよ……」

　俺のお行儀が悪かったんだが、武士の情けで見なかったことにしてほしかった。

　女子の匂いを気にするとか、さすがに変態くさい。

「あたしは気にしないからいいでしょ。それより、どう？」

「ど、どうって……やっぱりまずいだろ。いくら誰もいなくても……」

「平気平気、生着替えを見るわけでもなし、脱いだ服を見るわけでもなし。あたしたち、実は女子何人かで男子更衣室に入ったことあるよ」

「匂いを嗅ぐためにか……？」

「男どもの汗臭い匂いなんか興味ないよ！　そんなマニアックなフェチはないってば！」

「そ、そうか」

　世の中にはいろんな趣味の人間がいるから、男の汗の臭いが好きな女子もいるだろうが。

　少なくとも、雪月の興味は別にあるらしい。

「じゃあ、いったいなんのために……？」

「んー……好奇心？　クラスの男子が面白がって入れてくれたのよ。着替え中じゃなかったけど」

「そりゃそうだろ」

　野郎どものむさ苦しい着替えなど、雪月も他の女子も興味はないだろう。

「まあ、ガチで男臭いだけで全然面白くなかったけどね……真樹が脱いだ制服があるわけでもなし」

「ん？」

　今、雪月がぼそっととんでもないことを言ったような？

「おい、雪月……俺の制服に興味が……？」

「あーっと！　で、でも、男子が女子更衣室を見るのは楽しいんじゃない？」

「別に楽しくはないが……」

　思い切りごまかしやがったな。

　さっきの風華といい、この双子姉妹は俺が思っている以上に、俺に興味があるのかもしれない。

「……ん？　ありゃなんだ？」

　ふと、もう一つ男子更衣室との大きな違いを見つけた。

　部屋の隅っこに、カーテンで仕切られたボックスのようなものがある。

「なんか試着室みたいだな」

「あー、それ？　〝懺ざん悔げ室しつ〟」

「懺悔室!?」

　教会にある、神父に罪をこっそり告白するボックスみたいなヤツか？

「見た目でそんな名前がついただけ。一人用の更衣室っていうか……人前で着替えるのが恥ずかしいって生徒が何人かいたらしくて、設置されたんだって。別に女同士なんだし、恥ずかしがることないと思うけど」

「まあ、繊細な人もいるんだろう」

「繊細じゃなくて悪かったわね。んっ」

　ちゅっとキスしてくる雪月。

　昨日の今日で、双子は揃って躊躇せずキスするようになった。

　むしろ、積極的にしたいようですらある。

　俺としても嬉しいので、拒むつもりもない。

「でも、今は使ってる人いないね。あんなとこで着替えてたら、やべータトゥーでも入ってるのかと思われそう」

「俺もやべぇタトゥーとか入れてそうとか、よく言われるな」

「背中に龍の絵が彫ってあるとか？」

「よく知ってんな。つーか、そういうのはタトゥーじゃなくて刺青とかモンモンとか言ったほうが……って、そんなことはどうでもよくて。ちなみに、彫ってねぇからな？」

「あたしと風華の名前なら、彫ってもいいよ？」

「そんなヤツ、怖すぎだろう……」

　恋人の名前を腕とかに彫るって話は聞いたことあるが、今時はいない……いないよな？

「まあ、あんなスペース、確かに使う意味はなさそうだな」

　本当に懺悔室にしたほうが、まだ使用者がいそうだ。

「おっと。それで……結局、話ってなんなんだ？」

「あ、そうだった。もうっ、真樹はまったく……」

　いきなり、雪月が抱きついてきた。

　柔らかい素材のジャージと体操着なので、胸の柔らかさがはっきり伝わってくる。

「ど、どうしたんだ？」

「ちょっとぉ……今日、昼休みに風華と会ってたでしょ？」

「あいつから連絡来たのか」

　風華は俺にもメッセを寄越してたから、姉にも連絡していてもおかしくない。

「ううん、来てないわよ。あたしたち、めったに電話もメッセもしないから」

「え？　そうなのか。ちょっと意外だな」

「連絡を取る必要なんてないのよ。お互い、なにをしてて、なにを考えてるか──なんとなくわかるから」

「…………」

　そんなオカルトはありえないと思いたい。

　だが、昨日からの異常な状況を考えると、この双子の間ではなにが起きてもおかしくない。

「それより……二人でイチャついてたんでしょ？　もうー、あたしの学校なのに。あたしがいるのに、風華とイチャつくなんてひどくない？」

　ぎゅーっと強く抱きついてくる雪月。

「なんか雪月……キャラが違わないか？」

　妙に子供っぽいというか、甘えてくるというか。

「社会的には一応あたしが姉だからね。あの子の前じゃ、子供っぽいところなんて見せらんないわ」

「昨日は二人きりでも普通じゃなかったか？」

「緊張してたのよ。好きな男の子と二人っきりだったんだから」

「…………」

　なんて可愛いことを言う生き物なのか。

「でも、もう大丈夫。風華と二人まとめて付き合うってオッケーもらったし、あとは攻めるのみね」

「女子更衣室に連れ込むのは攻めすぎじゃねぇ？」

「風華のパンツ、見せられたでしょ？」

「はぁ!?」

　話の流れを断ち切って、ずばっと斬り込んできやがったな！

「おまえ……やっぱり風華から連絡来てただろ！」

「おおー、あたし、たまに自分たちが怖い。そんな気がしたからカマをかけただけなんだけど、まさか当たるとは」

　雪月が目を丸くして、俺の顔をまじまじと眺めてる？

　え、本当にカマをかけただけなのか？

　それで〝パンツ〟なんてピンポイントな単語が出てくるもんか？

「運命の双子って、我ながらちょっと眉まゆ唾つばなんだけどさ、こういうことがあるから信じるしかないのよね」

「そんな気がしたって……」

「お昼休みに、なんかスカートの中がね、きゅんっ♡ってしちゃって。あたしも友達とおしゃべりしながらワケもなく発情するほど色ボケしてないはずだから」

「風華の興奮が……雪月にも伝わった？」

「これも感情の共有……デュアル・ツインの特徴ね。ここまで来ると超能力じみてるなあ」

「じみてる、じゃなくてもう超能力じゃねぇか、それ」

　俺はまだ、理解しきれていなかったのかもしれない。

　雪月のような美少女に告白をＯＫしてもらい、風華という同じ顔で可愛い妹まで本人曰く〝オマケ〟でついてきた。

　そんな美味い話が本当にあるのか、とまだ多少疑う気持ちはある。

　だが、単なる〝美味い話〟なのではないのかもしれない。

　この双子たちは、本当に自分たちを受け入れてくれる相手を探していて──

　それが俺なのではと期待しているのだ。

「やっぱ、こんなオカルトじみた双子は……いくら可愛くても怖い？」

「自分で可愛いとか言ってる自信満々なところはちょっと怖いかもな」

　俺は笑って、雪月の細い腰を抱き寄せる。

「他の奴らが怖がるなら、かえって好都合だ。安心して、雪月と風華を俺だけのものにできるじゃないか」

「うわーお、なんて偉そうな。んーっ、ちゅっちゅっ」

　雪月は俺に抱かれたまま、何度も軽く唇を合わせてくる。

「じゃあさ、もっと真樹のものにしてもらわないとね。風華が……本当は見られたくないもの見せて頑張ったんだし、あたしも……しないとね？」

「するって……」

「真樹は、あたしの……どこが見たい？」

　ぎゅうっと雪月が、自分の二つのふくらみを押しつけてくる。

　あまりにも圧倒的なボリューム、柔らかさ、弾力が襲いかかってきて──

「……翼沙雪月のおっぱいが見たい」

「…………っ」

　ぼっ、と雪月の顔が真っ赤になる。

「……ちょ、ちょっと、思ってたよりストレートに言われたわ……風華相手に無茶やって、慣れちゃったんじゃないの……？」

「そこまで無茶は……やってないと思うが……」

　普通に付き合ってる相手でも、女子のパンツをあそこまで熱心に見つめ続けることは、そうはないかも。

「あたしは姉だからね、妹より恥ずかしい状況にも耐えてみせないと。見たいなら……自分で見てよね？」

「そんなところも、風華と同じことを言うんだな……」

　もう二度目なのだから、躊ちゅう躇ちょなどしていられない。

　俺は雪月の体操着の裾に手をかけて──ぐいっと持ち上げた。

　真っ白な腹にヘソ、それに──

　黒いブラジャーに包まれた二つのたわわなふくらみが、体操着を持ち上げた勢いでたゆんっと揺れながら現れる。

「やんっ……ずいぶん荒っぽいわね」

「わ、悪い。でもこれ……こんなに……」

「ちょっと、ガン見しすぎ……な、なんかそれだけで変な気分に……」

　雪月は顔を真っ赤にして、目を逸らしている。

　ブラジャー越しとはいえ、胸を凝視されるのは恥ずかしいに決まっている。

　パンツを見られて照れていた風華と、まったく同じ表情だ。

「これ、凄いな……サイズとかってどうなってんだ？」

「グ、グラドル的に言ったら……九〇センチの……Ｇカップ……」

「Ｇ……！」

　そんな胸の持ち主がリアルに存在するとは……！

　いや、存在するに決まっているが、自分がそんなおっぱいを生で見られる機会が来るとは夢にも思わなかった！

　こんなでかくて、いやらしいおっぱいが目の前にあるなんて……！

「きゃっ……!?」

「あっ……！　す、すまん……」

　思わず、俺はぎゅっと雪月のＧカップおっぱいを握るようにして揉んでいた。

　とてもじゃないが手に収まりきらないボリュームと、ふわふわした触り心地、それでいて弾力もあって……！

「い、いいわよ。まあ、好きに揉んで。妹がパンツ見せたなら……あたしもそれ以上のことはさせてあげないとね」

「…………！」

　相変わらず俺に都合のいい展開すぎるが、間近にこんな巨乳があって、見るだけでは生殺しすぎる。

　俺はがっつきすぎないように、ぐにっぐにっとおっぱいを揉み、その弾力を確かめていく。

　弾むように、まるで俺の手を跳ね返すように、ハリがある。

　黒いブラジャーもエロくて──少し引っ張ったら、乳首が見えてしまいそうな。

　ヤバい、女子の胸ってこんなに触り心地がいいものなのか。

　いくら揉んでも足りない。

「ちょ、ちょっと……んっ、はっ……あっ……そんなに……も、揉むの……？　んっ、あっ、あっ、見せるだけのつもりだったのに……んんっ、あたし、なにしてんだろ……」

「やめたほうがいいのか……？」
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「ば、ばーか。あたしも女だよ、一度好きにしろって言ったからには好きにさせてあげるわ。おっぱい……楽しんで」

「それじゃあ、お言葉に甘えて……」

　俺はもう夢中になって、雪月の胸を揉みしだいている。

　両手で触れ、下から持ち上げるようにしたり、横に引っ張るようにして揉んだり。

　メロンのようなサイズの胸はがしっと掴んで、ぐいっと引っ張ったり上に持ち上げたりすると、信じられないくらい大きく形を変える。

　俺が好きになった女の子が、制服の下にこんな凄まじくエロいものを隠していたとは。

「ちょ、ちょっと……これ、ブラを外しても……？」

「え、えぇ……？　も、もう……少しだけよ？」

　あっさりとお許しが出てしまった。

　俺はホックに手をかけようとして──ブラの下側を掴んだ。

　ぐぐっと少しずつズラしていく。

　丸ごと外してしまうより、ブラをズラして見せてもらったほうがエロそうだ。

　ていうか、俺ちょっと壊れてきてる。

「やんっ……ブラ、壊れちゃう……んっ、そんなに強くしたら……あっ、乳首に引っかかっちゃう……」

「わ、悪い」

「い、いいよ。どうせそのうち見るんだし、今見たって同じ──」

「「…………！」」

　俺と雪月がほぼ同時に反応する。

　たったったと軽やかにスキップするような足音が聞こえた。

　間違いなく、この女子更衣室に近づいてる──

　俺は迷わず、例の〝懺悔室〟のカーテンを開いて飛び込んだ。

　まさか、こんなものが役に立つとはな。

「あ、あっぶなーっ……」

「って、ちょっと待て。雪月、なんでおまえまで入ってきてるんだ」

　この懺悔室は残念ながら、神父と罪人が一緒に入れるほど広くない。

　あくまで一人用らしい。

　そりゃそうだ、人に見られるのが恥ずかしい女子が着替えるところなんだから、二人以上入れる広さは不要だ。

「な、なんとなく勢いで……？」

「…………」

　妹のほうが姉をポンコツと評していたっけな。

「……って、あれ？　リィじゃん」

「ん？　ああ、本当だ。鷹耶か」

　俺は雪月と一緒にカーテンを少しだけ開けて、更衣室に入ってきた人物を確かめた。

　黒髪ショートに赤いメッシュの美少女──雪月の友人、鷹耶理衣奈だった。

　鷹耶は、カバンをロッカーに放り込み、スマホを眺め始めた。

「なにしてんだ、あいつ。体育に行くんじゃないのか？」

「どうせ遅刻だからゆっくり行こう……じゃないの。リィ、けっこう適当だから」

　などとコソコソ話していると、鷹耶は不意にスマホをロッカーに入れて、ブラウスとスカートをあっという間に脱ぎ去ってしまった。

「わっ……」

「あっ、こら。見ちゃダメ──って、別にいいか」

「よ、よくはねぇだろ」

　俺は慌てて鷹耶から目を背ける。

　覗きなど、男らしさからほど遠い卑劣な行為だ。

「いやだって、リィのヤツ、タンクトップ着てるし、下はスパッツだし」

「下着みたいなもんじゃねぇか」

「リィはたまにあんなカッコで、外で踊ってんのよ」

「踊ってる？」

「ああ、真樹は知らないか。えーと……ほら、見て」

　見てと言われても──と思いつつ、またカーテンの隙間からちらっと覗いてしまう。

　鷹耶は、またスマホを手に持って、鼻歌とともにステップを踏んでいた。

「あいつ、ストリートで踊るだけじゃなくて、ダンススクールも通ってるし。ダンスガチ勢なんだよね」

「なるほど、確かに上手いな」

　俺はダンスは詳しくないが、鷹耶のステップが素人離れしているのはわかる。

「……って、しゃべってたらバレるだろ」

「大丈夫じゃない？　リィ、イヤホンしてるし。なーんも聞こえてないよ、たぶん」

「あー……」

　確かによく見ると、鷹耶の耳にはワイヤレスイヤホンがハマっている。

　スマホでダンスの見本でも確認しているのか、こちらにまったく気づいていない。

「今なら、こっそり抜け出せそうだな……」

「それは大胆すぎんでしょ。でも、一応様子は確認しておかないと……バレたら、真樹がヤバいからね……」

「…………」

　雪月は俺を女子更衣室に引っ張り込んだ責任を感じてるらしい。

　俺がその気になれば抵抗もできたのだから、彼女が気にしすぎる必要はないのに。

「ん……？」

「んっ、ちゅっ……んっ……」

「おっ、おい……！」

　なにを思ったか、突然雪月がキスしてきた。

　ぎゅっと抱きついて、剥き出しの胸が押しつけられている。

「な、なにしてんだ？」

「友達がすぐそばにいるのに……こんなことするのってドキドキしない？」

「おまえ、だいぶおかしく──んっ」

　雪月はニヤリと笑うと、ちゅっちゅっとさらに唇を重ねてくる。

「どうせ、リィのヤツ、一〇分やそこらは出て行かないよ。ぼーっとしてるのももったいないでしょ。それとも、リィのちょっとエッチな姿を観賞したい？」

「……雪月のエロい姿を見たい」

「そうこないと。んっ、ちゅっ」

　ちゅっ、ちゅっと唇を重ね、さらに舌を絡め合い、じゅるじゅる音を立てて吸う。

　これくらいの音なら、イヤホンをしている鷹耶には聞こえないだろう。

「んっ、こらっ……！」

　俺は調子に乗って、キスしながら雪月の胸を揉む。

　剥き出しの胸を掴み、持ち上げるようにしてぐにぐにと揉み、ぎゅっと左右へと引っ張ったりして変化をつける。

　この胸の柔らかさと弾力を、とことんまで味わい尽くしたい。

「んんっ……んっ、ちゅっ、んっ……」

　雪月は胸を揉まれて可愛い声を上げながら、唇を何度も重ねてくる。

　こんな幸せがあっていいのだろうか。

　雪月のような並外れた美少女とキスしながら、Ｇカップの胸を好き放題に揉みまくれるとは。

「んっ、ちょっと……激しすぎっ……声、出ちゃうから……んんっ……！　リ、リィに聞こえちゃったら……んんんっ……！」

　俺は声を上げる雪月の唇を塞ぎ、ちゅばちゅばとわざと音を立ててむさぼり、激しく舌を絡め合う。

　こうしてキスしていれば、大きな声は響かないだろう。

「あ……んっ……リ、リィ、こっち見てない……？　あんっ……バ、バレたらっ、あんっ、恥ずかしい……」

「妹の前では平気だったじゃないか」

「い、妹と友達は全然違うわよ……あんっ……！」

　ぎゅっと強く胸を掴むと、雪月は大きく身体を反らして、びくびくと全身を震わせた。

　今のはもしかして──

「ちょ、ちょっと……もう……ダメ……でも、もっかいだけちゅー……♡」

「ああ……」

　俺は頷いて、ちゅるちゅると彼女の柔らかい唇を味わう。

　どうも胸は敏感になっているようなので、これ以上イジるとさすがに可哀想だ。

　いや、既にだいぶ好きにやってしまって、今さら気を使うなよって話かもしれないが。

「はぁ……あっ、リィ、もうダンスやめてる。体育、出るんじゃないの……？」

「だろうな」

「あんっ♡」

　最後にぎゅっと雪月を抱きしめる。

　いくらなんでも、欲望に任せすぎた──からというわけでもないが、優しくしておきたい。

　俺に都合のいい状況すぎるが、双子たちへの気遣いを忘れたくない。

　時代錯誤だとしても、男なら女の子には優しくするべきだろう。




　放課後──

　今日も、一人で帰宅する。

　帰宅といっても、帰る先は翼沙姉妹のマンションだ。

　荷物が届くなら、さっさと帰って作業しなければならない。

　雪月と一緒に帰るのは周りの目が気になるし、控えるべきだろう。

　それに、雪月にも友人と過ごす時間は必要なはずだ。

　俺と妙な関係になってしまったが、双子たちの生活を大きく変えてしまうのも申し訳ない。

　下駄箱で靴に履き替え、校舎を出ると──

「ちょっと、真樹くん」

「ん？」

　振り向くと、そこには鷹耶理衣奈の姿があった。

　黒髪ショートに赤いメッシュ、すらりとした身体付き。

　ダンスをやっていると知ったせいか、歩き方もしなやかに感じられてしまう。

　思わず鷹耶の姿をじっと見て──女子更衣室での一幕を思い出し、ドキリとする。

　こいつが俺に一人で声をかけてきたのは、間違いなくこれが初めてだ。

　つまり──

「悪いんだけど、今、時間ある？」

「すまなかったーーーーーーーーっ！」

「へ？」

「いや、体育のときの件なんだろう？　本当に悪かった！」

　俺はびしっと背筋を正し、深々と頭を下げる。

　言い訳はしない。こっちが悪いのだから、とにかく謝るしかない。

「体育って……？　なんのこと？　なに謝ってんの？」

「え？　違うのか？」

「違うって……だから、体育がどうかしたの？」

「おまえ、今日女子更衣室で音楽聴きながら踊ってただろう」

「は？　なんで真樹くんが知ってんの？」

「あのとき、カーテンの陰に隠れてたからだ」

「はぁ!?」

　鷹耶は目を丸くして、顔を真っ赤にする。

　派手な見てくれに似合わず、ずいぶん乙女な反応だ。

「も、もしかして……懺悔室？　あそこに潜んでたってわけ？」

　と、失礼なことを考えている場合じゃない。

　鷹耶がどんなリアクションをしようが、俺は謝るしかない。

「すまなかった！　タンクトップとスパッツになってるところを見ちまった。学校に報告しても、なんなら警察に突き出してくれてもかまわない！」

「ちょ、ちょっと待って。そもそも、真樹くんがなんで女子更衣室に──って、ユヅか」

　あー……と、鷹耶は小さくため息をついて、天を仰いだ。

「あの馬鹿、なにしてんの。あー、わかったわかった。いくらなんでも、普通は覗きのために女子更衣室に忍び込まないでしょ」

「……雪月は関係ない。俺はさっさと更衣室を出ることもできたのに」

「はぁ……ま、いいや。下着でもないし、ユヅの被害者だろうから許す」

「いや、被害者は鷹耶だろう……」

　さすがに、鷹耶は雪月がなにをやらかすかわからない性格、ということをよく理解しているようだが……。

「ほ、本当にいいのか？」

「お、思い出して変なことはしないようにね！　それだけ！」

　顔を赤くして、鷹耶は素っ気なく言った。

「わかった。思い出して変なことはしないと誓う」

「復唱しなくていい！　こっちが余計に恥ずかしくなる……！」

　本当に照れているようで、鷹耶は手をうちわにしてぱたぱたと扇いでいる。

「こ、この話はこれでおしまい！　蒸し返すのもなし！　それより……ユヅのことよ、アタシが訊きたいのは」

「雪月のこと……というと？」

　本題が覗きの件でないのは正直安心したが、雪月のことと言われても困る。

「いや、アタシだけじゃなくてみんな気にしてるから。真樹くん、なんでまた、ユヅと仲良くなってんの？」

「ああ……」

　そういうことか、あくまで友人として雪月の交友関係が気になっていると。

　それはそうだ、スクールカーストトップの雪月が悪目立ちしているだけの男子と突然仲良くしているのだから。

　俺なんてカーストの下位どころか、そもそもカーストから外れているレベルだ。

　翼沙雪月と釣り合わないことこの上ない。

　だったら──

「……俺、雪月に告ったんだ」

「えっ、マジ？」

　鷹耶の疑惑を晴らすには、事実を告げるしかない。

　双子の秘密は俺の口からは明かせないが、覗きまでしておいて、鷹耶に嘘を言うのも後ろめたい。

「ユヅに告るヤツ多いけど、まさか真樹くんが……って、待った。もしかしてユヅ、ＯＫしたってわけ？」

「それは……俺からは言えん」

　一応、友達ということにしておけと雪月からは言われてるしな。

「なんかふわっふわした話だなあ……念のために、一つだけ確認するけど、真樹くんはユヅがガチで好きってことだよね？」

「それは間違いない。俺は翼沙雪月が好きだ」

「……なんか、聞いててこっちが恥ずかしくなってきた。あー、あちーあちー」

　鷹耶はまた、自分の手をうちわにして、顔を扇いでいる。

「ユヅは告られまくってるけど、こんなやべーくらいストレートなヤツは珍しい……っていうか、初めてかもね」

「そうか……」

　あの双子が俺に好意を持ってくれたのは、ある意味では俺が特殊だからかもしれない。

　雪月の親友である鷹耶が言うなら、俺が変わっているのは間違いないだろう。

「そういえば、鷹耶は雪月との付き合いは長いのか？」

「え？　うーん、そうでもないかな。高校入ってからの付き合いだし。つか、あんまりユヅの中学時代の話って聞いたことないからね」

「じゃあ、双子──」

「えっ？」

　危ないところで口をつぐんだ。

　雪月が双子ってことは知らないのか、と訊きそうになってしまった。

　しまった、双子ということは──もし隠していないとしても、俺の口からバラすわけにはいかない。

　鷹耶は雪月と親しそうだし、つい口が滑りそうになった……本当に危なかった。

「い、いや、なんでもない」

「ん？　双子って……あれ、アタシが双子だってこと、真樹くんも知ってんの？」

「は？」

　一瞬、なにを言われたのかわからなかった。

　だが、鷹耶は難しいことは何一つ言っていない。

「えっ……ちょっと待て。鷹耶も──鷹耶って双子……なのか？」

「そうよ、別に隠してないし。まあ、妹はここの生徒じゃないけど」

「ヨソに通ってるのか」

「うーん……いろいろあってね、学校には通ってないのよ。引きこもりとか不登校ってわけじゃないんだけど」

「そうか……」

　どちらでもないとなると、俺には想像もつかないが。

　しかし、不思議というほどでもないものの、妙な話だ。

　雪月と風華に続いて、鷹耶も双子とは。

　これまでの十七年の人生で双子に出会ったことはなかったのに、この数日で二組に遭遇するなんてな。

「というか、アタシらのことはいいのよ。それより、ユヅのこと」

「あ、ああ」

「あいつって、死ぬほどモテるくせに誰とも付き合わなくて変だなあとは思ってたのよね」

「変ってことはないだろ。その……好みに合う相手がいなかったってだけじゃないか」

　双子でまとめて付き合える相手を探してた、など鷹耶は夢にも思わないだろう。

「いろいろ気になるところがあるんだよね、ユヅには。どことなく、誰にも心を開いてない感じもするし」

「むしろ、誰にでも気さくなタイプじゃないか」

「それはそうなんだけどさ」

　鷹耶は、納得いっていない顔だ。

　雪月は特殊すぎる双子という秘密を持っているせいで、どこかで他人に線を引いていたのかもしれない。

　鷹耶は雪月と距離が近いだけに、敏感にそれを察しているのかも。

「一番気になるのは──なんて言えばいいのかなあ、その……うーん……神がかり的っていうか」

「か、神がかり？」

「意味、わかる？」

「なんとなくは……」

　文字どおり、神が取り憑いているような状態。

　あるいは、神が宿っているとしか思えない、人間離れした言動や行動が見られる状態、ということだろう。

「割と最近もあったんだよね」

「ど、どんなことだ？」

「カラオケボックスで歌ってたら、急にユヅが『あっ、雨』ってぼそっと言ったんだよね。カラオケボックスだよ？　窓もないし、うるさいから雨音なんて聞こえるわけもないし。ついでに言うなら、スマホも見てなかったから、天気情報とかを見たわけでもない」

「…………」

　運命の双子──風華が外にいて雨に降られたんだろうか。

　あの双子は、そんなことまで感知できてしまうのか。

「なんもないところを、猫みたいにじーっと見てるなんてしょっちゅうだし。そういうところが神秘的で人気の秘密かもしんないけど」

「……俺はそういうの気づかなかったな」

「教室では気を張ってるっぽいね。放課後によく遊んでるアタシじゃなきゃ、気づかないっていうか」

　なんだか、鷹耶は自慢げだ。

　俺もそれなりに雪月を見つめていたつもりだが、彼女のそんな一面にはまるで気づいていなかった。

「たぶんなんだが」

「え？」

「雪月は、鷹耶にはそんなことは気にせずに普通に友達として付き合ってほしいんじゃないか」

　雪月は、双子の秘密を明かす相手は限定している。

　鷹耶を信じていないわけではなく、これまでの心地良い関係を変えたくないという願いが強すぎるためじゃないか。

　勝手な推測だが、そう思う。

「……真樹くんって、顔面も雰囲気も怖ぇって思ってたけど、イメージ変わったわ」

「怖くて悪かったな。俺の顔も雰囲気も怖がらなくていい。別に俺は、周りに圧をかけてるつもりもないんだしな」

「そうなんだろうね。ユヅの話になると、こんなにいろいろしゃべるんだね。アタシ以上にいろいろ考えてるみたいだし」

「鷹耶にも誤解させてたみたいだな──いや、俺が悪いのか」

　俺は苦笑いして、首を振る。

「そうだよな、俺は自分が怖がられるのを当たり前に受け入れすぎてたのかもしれない」

「まあ、みんな誤解してるよね。アタシもそうだったけど。なんなら、今もまだ誤解してるだろうけど」

「誤解をとく努力をしないと、雪月にまで迷惑をかけかねないな」

「……なんか、真樹くんの思考ってユヅが中心になってない？」

「そうかもな」

　正確には、雪月と風華の翼沙姉妹が中心だ。

　双子の彼氏になったからには、常に彼女たちのことを考えなければ。

　ただ欲望に任せて、双子と遊んでばかりというわけにもいかない。

「アタシもユヅのこと、たぶん知らないことばっかだと思う。意外と、真樹くんがアタシがユヅに踏み込むきっかけになるかもね」

「そうなるといいな」

「じゃ、まあいきなり仲良くとはいかないかもだけど、ちょっとずつね」

「ああ」

　俺は、鷹耶が差し出してきた右手をぎゅっと握る。

　小さくて、柔らかい手だった。

　雪月の親友で、翼沙姉妹と同じく双子──

　どうも、鷹耶理衣奈との関係も、これまでとは大きく変わっていくような──そんな予感がした。







７　双子はメイドになりたいらしい




　当たり前だが、まだまだタワーマンションには慣れない。

　なにしろ、十七年も狭苦しく古ぼけた店舗兼住宅に住んできたのだ。

　いきなりオートロックやエントランス、エレベーター、コンシェルジュなんてものまで完備されている高層建築に慣れるわけがない。

　グランリヴェーシア詠よみ浜はまの最上階でエレベーターを降りる。

　預かったカードキーでドアを開け、中に入る。

　双子たちは「預けたんじゃなくて、あんた（あなた）のものよ（です）」と言っていたが。

　まぶしいほど明るくて、解放感のある玄関から廊下を通ってリビングに向かう。

　玄関や廊下には、段ボールは見当たらない。業者が俺の部屋まで運んでくれたのだろうか。

　ふと、気づいた。リビングから、なにか物音──いや、話し声がする。

　雪ゆ月づきは寄り道せずに帰宅し、風ふう華かも帰っているようだ。

「ただいま──」

「「おかえりなさいませ、ご主人様！」」

「……お嬢様だろ、おまえら」

　リビングのドアの前に、双子が陣取っていた。

　まったく同じ角度で頭を下げ、まったく同じタイミングで頭を上げた。

　恐るべき動きのシンクロだ。

　雪月も風華も、黒のワンピースに白のフリフリがついたエプロン姿──いわゆるメイド服を着ている。

「ノリが悪いわね、真まさ樹き」

「ここは『へっへっへ、お帰りなさいのキスはどうした』と、メイドにセクハラするところですよ、真樹さん」
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「帰宅して初手でやるか、そんなもん」

　だが、セクハラの一つもしたくなるような扇情的な服装だった。

　雪月のほうは、ミニスカメイド服で、ちょっとした動きでパンツが見えそうだ。

　風華のほうは、胸元が大きく開いていて、谷間がくっきりとあらわになっている。

　同じようで、見せるポイントが異なるメイド服を着ているのが、いちいち俺を惑わせる。

「つーか、なんなんだ、そのメイド服は！」

「昔、ウチの本家で使ってたメイド服よ」

「わたしたちがロリだった頃は、まだこんなの着てましたね」

「…………」

　スカートの短さと胸元の開き方。

　そのメイドは、本当に家事にのみ従事していたのか……？

「というか、翼つば沙さ家は今時マジでメイドがいたのか」

「あ、わたしの胸元とゆづ姉のミニスカは改造済みです。ウチで働いていたメイドさんたちはプロなのでこんな性的な衣装は着ません」

「性的って、おい」

「今は普通のシャツとズボンとエプロンになってるわね。つまんないわ」

「……メイドのイメージが変わったせいかもな」

　俺は詳しくないが、メイド喫茶とかあるし、エロ動画の定番衣装でもあるらしい。

　使用人にメイド服を着せるのは、今や世間体が悪いのかもしれない。

「まあ、一部のメイドは見た目にもこだわって、クラシックなメイド服着てるけどね」

「ああ、あの人たちは変わってますから」

「…………」

　この双子に〝変わってる〟と言われるなんて、その一部のメイドとやらは本当に変わっているのだろう。

　俺、翼沙家の本家とやらには絶対に近づかないことにしよう。

「しかし、まさかメイド服とは……なに考えてんだ、おまえたちは」

「メイド服は破壊力大きいからもっと後回しにしようかとも思ったのよ」

「ですが、出し惜しみは悪手ですよね。わたしたちはもう、言うべきことは全部言わせてもらいましたし、あとは全力で攻めるのみです」

「……メイド服を着るのが攻めなのか？」

　そう言いつつも、確かに破壊力は大きい。

　俺、メイド喫茶もメイドのエロ動画もまったく興味などなかったのに。

　この美少女双子のメイド服姿は可愛くてエロすぎる……。

「少なくとも、真樹は怯んでるわよね。先制攻撃は成功だわ」

「玄関開けたら五秒でメイドですからね。しかも双子」

「まあ……双子ってだけで破壊力あるな」

　しかも、そこらのアイドルなんて目じゃない美少女。

　これを見てなんとも思わない男子高校生は少数派だろう。

「それに、今日は風華のパンツをたっぷり堪能したんでしょ？」

「今日は、ゆづ姉のおっぱいをたっぷり味わったんですよね？」

「情報を共有されてるの、メチャクチャ恥ずかしいな……」

　俺がどれだけ雪月と風華に夢中になったか、お互いに筒抜けとは。

「直接話さなくても、わたしたちはなんとなくわかりますから」

「こっそり、どちらかだけ可愛がったりしたら、バレバレよ？」

「というかおまえら、難儀な人生送ってるよな……」

　姉が、妹が、付き合っている男となにをしているのか丸わかりとは。

　普通なら、あまり気分のいいものじゃないだろう。

　相手の男が同じ人間ならいい、なんてものでもないはずだ。

「普通なら、嫉妬したりとか……」

　双子の美少女をまとめて好きにできるなら、喜ぶ男も多いだろう。

　だが、まとめて好きにされるほうの気持ちはどうなのか。

「そりゃ、風華以外に手を出してたら殺──いえ、許さないけれど」

「ゆづ姉にならなにをしても怒りませんが、たとえばゆづ姉のお友達に手を出したりしたら殺──許しませんね」

「…………」

　殺す、と二人揃って言いかけてた。

　俺の場合、人に「殺される！」と怯えられるのはよくあることだが、「殺す」と脅されるのは初めての経験だ。

「つーか、風華は鷹たか耶やとのことも知ってるのか……？」

「たかや？　えーと、どなたでしたっけ？」

「……いや、なんでもない」

　風華はまるで鷹耶の着替えを見たこと、放課後に二人きりで話したことを知っているかのようだったが、〝なんとなく〟伝わっていただけか。

　雪月も、更衣室でのドタバタを説明する気はないらしい。

「そんなことより、せっかくのメイド服よ！　真樹、あんたの好きにしていいわよ！」

「そうでした、せっかくのメイド服なんですから。お昼休みの続き……しますか？」

「…………」

　俺は、ごくりと唾を呑み込んでしまう。

　浅ましいことに、双子のメイド服姿にすっかり興奮してしまっている。

　雪月のミニスカメイド服、風華の胸の谷間が開いたメイド服──どちらも最高だ。

　雪月は下は短いが胸は隠れているし、風華は胸元は開いていても下はロングスカート。

　この違いが、余計に興奮させてくれる。

「ね、真樹。どっちからでも好きに──いえ、同時がいい？」

「わたしは一緒で……いえ、一緒がいいです」

　ちゅっ、ちゅっと雪月と風華が続けてキスしてくる。

　もうキスなどは当たり前のようにしているのが恐ろしい。

　昨日付き合い始めたばかりで、キスも昨日が初めてだった。

　双子と付き合っているだけでも異常なのに、関係が進むスピードも速すぎる。

　普通の二倍……いや、二〇倍くらいではないか？

　もちろん、関係がステップアップしていく速度はケースバイケースだろう。

　ただ、初めて付き合う高校生カップルなら、キスに一ヶ月くらいはかかるのでは？

　一線を越えるには三ヶ月か、その倍くらいかかっても不思議でないと思う。

　それなのに──

「ふふ、じゃあこっちから攻めちゃおうかしら」

「メイドさんですからね。積極的に……ご奉仕しないと」

　気がついたら、リビングのソファに座らされ、左右にメイド二人が寄り添っている。

「待て待て、帰宅直後になにをやらせようっていうんだ!?」

「真樹はなにもしなくていいわよ。学校ではあたしの胸をたっぷり見せてあげたし……今度はこっちね」

　雪月は片手を俺の首筋に回し、もう片方の手で短いスカートをぺろりとめくっている。

　ちらりと白いパンツが覗いていて──

「わたしのほうは、パンツはもう充分見せてしまったので……今度はこっちでしょうか」

　風華も同じく片手を俺の首筋に、もう片方の手で開いた胸元をぐいっと引っ張って、黒いブラジャーがわすかに覗いている。

　派手な雪月が清楚な白、おとなしい風華が色っぽい黒の下着というギャップがまた良い。

　いや──

　雪月のパンツはわずかに下に下ろされていて、かなり際どいところまで見えている。

　風華のブラジャーも少しズレていて、ちらりとピンク色のなにかが……。

「わっ……ま、真樹さんのそこ……」

「うわぁ……す、凄っ……話には聞いてたけど、こんなになるのね……」

　双子の視点が俺の身体の一点に集中している。

　さすがに、二人に見つめられると恥ずかしい。

　しかし、俺も彼女たちに散々恥ずかしいことをさせているのだから、逃げ出すわけにもいかない。

　いや、逃げ出すには──今の俺は興奮しすぎている。

「じゃあ……メイドさんがここにもご奉仕してあげようか？」

「そうですね……メイドさんですもんね、わたしたち。真樹さんのすべてにご奉仕しないと」

「お、おい、まさか……！」

　どうやら、そのまさかのようだ。

　雪月と風華は、床にぺたりと座り込み──

　俺の下半身のほうへと顔を寄せてくる。

　並外れた美少女二人の顔が、俺のそこへと近づいている。

　信じられないような状況はこの二日でたっぷり体験したが、これは極めつけだ。

「ここも……見せたら、もっと凄くなるのよね？」

「わ、わたしも……見てください、真樹さん……」

　雪月はミニスカをめくり上げ、風華はその胸元をはだけている。

　姉の白いパンツと、妹の黒いブラジャーがあらわになり、ますますそこが昂ぶってしまう。

「じゃあ、始めるわ……」

「はい、ゆづ姉……」

　双子は耳まで赤くなりながら、小さな舌をぺろりと出して顔をそこに近づけてくる。

　料理のときのように、手際よく二人が俺のズボンからペニスを取り出して──

　ダブルメイドが、舌でぺろぺろとそこを舐めて──ちゅっ、ちゅっと交互に先端に口づけてきた。

　ビリビリと痺れるような快感が、俺の全身を走っていく。

「んっ、真樹さんのここ……すっごいです……」

「もっと、あたしたちで興奮してよね……」

「もう、どっちが胸とか下とか……どうでもよくありませんか、ゆづ姉？」

「さすが、同じことを考えてるわね、風華……」

「お、おい？　二人とも、今度はなにを……？」

「気にしなくていいの、ちゅっ♡」

「今日のわたしたちはメイドさんですから……大サービスです♡」

　ちゅっ、ちゅっと双子メイドは同時にペニスにキスして、ちゅうっと吸い上げてから──

　互いのメイド服に手を伸ばして、大きく前をはだける。

「うおっ……！」

　最初からブラジャーがあらわになっていた風華は、その下着もぐいっとズラして──

　雪月もメイド服の前を開き、同じくブラジャーをズラして。

　ぷるるん、と二つの大きなふくらみが飛び出すようにして現れる。

　その丸みのある大きなかたまりだけでなく、その先端のピンク色の突起──乳首までが丸見えだ。

「さ、さすがに恥ずかしいわね」

「え、ええ。こんなところ……ゆづ姉以外に見せるの初めてですし」

　双子は恥ずかしがりながらも、胸を隠そうとはしていない。

　九〇センチという大きなおっぱいに、可愛いサイズの乳輪にピンと尖った乳首。

　胸のボリュームだけでなく、乳首の大きさまでミリ単位で同じなのではないか。

「やんっ、真樹のこれ、また大きくなってきてるわ……」

「わたしたちのおっぱいで……興奮しちゃってるんですね。可愛い……ちゅっ」

　風華がまた先端にキスすると、雪月は舌を伸ばしてぺろりとペニスを舐めてきた。

「「じゃあ、ここも……メイドのおっぱいとパンツ、堪能しながら……双子のお口でご奉仕しますね……」」

　雪月と風華がまったく同じタイミングで見事にハモると。

　胸をあらわにした双子は、スカートもめくって姉の白いパンツ、妹の黒いパンツまで剥き出しにして。

「んっ、ちゅっ」

「んんっ、ちゅううっ」

　ペニスにまた口づけ、舐め、口に含み始めた。

　先端にちゅっちゅとキスして、雪月がくわえて吸い上げ、風華が根元を舐めてくる。

　かと思えば、風華がじゅぶじゅぶと音を立ててしゃぶってきて、雪月が根元近くをぺろぺろと舐めてきた。

　視覚的な刺激も、身体的な刺激もあまりにも凄まじすぎる……！

「きゃんっ、真樹さん……♡」

「やんっ……もうっ、真樹……♡」

　俺は手を伸ばして、双子の胸を一つずつ掴み、ぎゅっぎゅっと握るようにして揉む。







[image: ]







　素晴らしい柔らかさとボリュームが手に伝わってくる。

「もっと、いいわよ。あたしたちももっと攻めちゃうから♡♡」

「わたしのおっぱいも……好きにしてください。その代わり、ここをもっと攻めさせてくださいね……♡♡」

　俺に抵抗できるはずもなく──

　雪月と風華の頭に手を置き、さらに硬くなったペニスへと二人の口を導いていく。







８　双子はなにやら企んでいたらしい




「おはよう、真まさ樹き」

「おはようございます、真樹さん」

　朝のリビング──俺があくびをしながら部屋に入ると。

　双子が近づいてきて、ちゅっ、ちゅっと双子が一人ずつキスしてくる。

　俺がこのタワマンに住み始めて、一〇日ほどが過ぎた。

　今や、こうして朝起きると双子とキスするのも当たり前になってしまった。

　しかも、いつも双子のほうが先に起きて、朝食の支度をしてくれている。

　俺も朝は早いほうなのだが、双子たちはもっと早い。

　別に俺がいるからではなく、翼つば沙さ家では家族揃って早起きで、全員ショートスリーパーでもあるらしい。

「おはよう、雪ゆ月づき、風ふう華か。今日の朝飯は魚か」

「はい、今朝はわたしが担当しました。メインはシャケのバター焼き。お味噌汁はなめこですよ」

「ああ、いいな。楽しみだ」

　俺は制服にエプロンを着けた風華の細い腰を抱き寄せ、また口づける。

「んっ……さっきシャケを味見したから、バター味ですよ♡」

「ちょっと甘いな」

　ちゅっ、ちゅっ、二度三度と風華とキスしてから彼女の腰を離す。

「じゃ、仕上げをしてきますので少し待っていてください」

　風華は、ぱたぱたとキッチンへと戻っていく。

　俺はリビングのソファに座る。

　偉そうにメシができるのを待つのはまだ慣れないが、双子たちが俺の世話を嬉々としてやっているので、邪魔をしづらい。

「妹の唇は美味しかったですか～？　まったく、贅沢な男よね」

　雪月がニヤニヤしながら、ソファの隣に座って、抱きついてくる。

「おまえともさっきキスしただろ。いや、贅沢なのは確かだが」

「んー、ちゅっ♡　もっと贅沢してもいいわよ。そのために、食事当番は交代制にしたんだしね♡」

　雪月はキスしながら、胸を押しつけてくる。

　そう、双子は以前は驚異のコンビネーションで料理をしていたが、この数日は交代制になっている。

　一人が料理をしている間、もう一人が俺とイチャつくという役割分担だ。

　なにもかも、俺に都合がよすぎる。

「なに？　風華が気になるの？　まあ、制服エプロンで料理してる女子高生とか、男は大好きよね」

「いや、俺が好きなのは制服エプロンで料理してる風華だな」

「わーお、愛されてるよ、風華」

「な、なんの話をしてるんです、ゆづ姉たちは……」

　キッチンにいる風華が、恥ずかしそうにこちらを見ている。

　大胆かと思えば、妙なところで照れたりする。

　こういうところも、双子は可愛い。

「もちろん、雪月も可愛いぞ。普通に制服着てるだけでも可愛いから反則だよな」

「ま、あたしたちは元がいいからね♡」

　雪月は、ちゅっと俺の頬にキスして、胸にもたれかかるようにしてくる。

「つーか、姉のあたしが見ても制服エプロンの風華って、なんかエロいわ」

「可愛いって言いませんでした!?」

「エロ可愛いってことにしておくわ。ね？」

「意外だよな。雪月みたいに派手でも、風華みたいに慎ましくても、どっちも等しくエロいんだよな」

「変なこと言いますね……」

「じゃあ、あたしのほうはもうちょっとエッチになってあげる」

「うっ……！」

　雪月は床に座り込み、ソファに座ったままの俺のほうへと顔を寄せてくる。

　それから、ゴソゴソとペニスを取り出して、その先端にちゅっとキスしてきた。

「ゆ、雪月……」

「こんなに窮屈そうだもんね。あたしが、シてあげないと……風華は手が離せないし」

「お、おい……」

　雪月は顔を真っ赤にしながらも、たどたどしくそれを舐め、口にくわえ、じゅぶじゅぶと音を立てて吸い上げてくる。

　ダブルでの奉仕も最高だが、こうして一人に攻められるのも最高に気持ちいい。

　雪月は先端にちゅっとキスしてから、喉の奥まで達するほど深くくわえ込み、たっぷりとしゃぶってくれている。

　双子がメイドになったあの日に、口での奉仕は既に経験済み──

　いや、実のところあの日から毎日のように、双子にしゃぶってもらっている。

　二人とも、もちろん初めてだったからメイドになった日はまだまだ下手だったが──

　朝には食事当番が料理をしている間に、もう一人がしゃぶってくれるし、帰宅して双子が揃ったらダブルでまたご奉仕。

　夜にも、風呂に入る前と寝る前に二人でくわえ、舐めて、たっぷりしゃぶってもらっている。

　こんな幸せがあっていいのだろうか？

「ど、どう？　あたしも、ちょっとは上手くなってきたでしょ？」

「あ、ああ。すげー気持ちいい……」

「ゆ、ゆづ姉、そんなにいっぱいぺろぺろして……し、舌遣いがえっちすぎます……！」

「いいじゃない、どうせあたしが上手くなったら、同時に風華も上手くなるんだから」

「それはそうなんですけど……」

　風華は、料理を続けつつも不満そうだ。

　そのとおり、雪月と風華はこういった〝技術〟もどちらが上ということはなく、まったくの互角だ。

　積極的な雪月、遠慮しながらの風華──やり方も違うのに、同じくらい気持ちいい。

「真樹のほうも、だいぶ我慢できるようになってきたわね。うん、こっちもたっぷり時間をかけてぺろぺろしたほうが楽しいし……真樹を気持ちよくできるの、嬉しい」

「ていうか、気持ちよすぎるだろ……こんなの……」

　雪月は舌を伸ばして舐め回したり、先端に口づけたり、喉の奥までくわえ込んだりと、テクニックを尽くして攻めてくる。

　彼女たちの技術は上がる一方で、こっちはこらえるのがキツくなってくる。

「あの……」

「えっ？　風華？　おまえ、料理は？」

　気がつくと、風華がソファの隣に膝をついていた。

「朝ご飯はできましたから……もう終わりにしてもらわないと」

「あ、ああ。もうちょっと……」

　じゅぶじゅぶと音を立ててしゃぶっている雪月に目をやる。

　彼女はもうすっかり夢中になっていて、妹がソファにいることにも気づいてないようだ。

　朝は、料理当番はおしゃぶりしないことになっているが、実際は二人で奉仕してくれることが多い。

　彼女たちは、俺のペニスをしゃぶり、えっちな姿を見せたくて仕方ないらしい。

　幸せすぎるうえに、ここまで俺に都合がいい展開でいいのだろうか？

「これで……少しは真樹さんがイくのが早くなるでしょうか？」

　風華はエプロンの下のセーラー服をめくり上げ、ブラジャーもズラして、ぷるるんっとおっぱいを露出させる。

　九〇センチのおっぱいは、わずかな動きだけで信じられないほどぷるぷると弾む。

　風華の可愛いピンク色の乳首が、エプロンからはみ出すようにして姿を見せている。

　こんなものを見せられて興奮しないわけがない……！

「風華……」

「んんっ♡」

　俺はすぐにその乳首にむしゃぶりついて、ちゅーちゅーと吸う。

　そこは、不思議に甘く、いくら吸っても飽きることがない。

　すぐにピンと硬く尖り、ぴくぴくと震えているかのようだ。

「あんっ……真樹のこれも凄いことになってるわよ……もうっ、妹のおっぱい吸いながら姉のお口に突っ込むなんて……本当に贅沢なヤツよね」

「も、もっと……強く吸っても……あんっ、いいですよ……♡」

「今日は朝から馬鹿にサービスいいな、二人とも」

「だ、だって今日は特にわたしも興奮してて……」

「うん？　なんだ、なにかあんのか？」

「んんっ♡」

　風華は俺に乳首を吸われながら──ふるふると首を振った。

「いえ、せっかくの朝ご飯が冷めちゃいますから……早く、ゆづ姉のお口の中に……」

「ええ、妹のおっぱいで興奮しながら、あたしの口にいっぱい……来てっ……！」

「あ、ああ……！」

　俺は頷き、風華の細い腰を抱き寄せ、乳首を強く吸い上げながら、雪月の頭を掴んで、ぐっと口の奥へと押し込むようにする。

　双子姉妹のおっぱいと口を同時に味わえるとは──

　わずかな間に俺の周りは大きく変化したが、こんな想像したことすらない幸せが、朝から当たり前のようにある。

　俺は満ち足りた気持ちで、激しく感じて身体を反らせる風華の乳首を吸いながら、雪月の口へと欲望を解き放っていく──




　授業前の教室──

　朝からあんなことがあっても、俺の学校生活に大きな変化はない。

　いつもどおり、教室ではおとなしく過ごしている。

　最近は雪月だけでなく、鷹たか耶やともたまに話すことはあるが、基本的に俺のほうから彼女たちに干渉はしない。

　雪月グループがキャッキャとはしゃいでいるところにまざっても話が合うとは思えない。

　俺の精神的安定のためにも、遠慮するのが正解だろう。

　雪月も、無理に絡んでこようとはしないのがありがたい。

　怖がられて孤立するのは、とっくに慣れている。

　むしろ、一人でいることに心地よさを感じているレベルだ。

　スマホもあるし、教室での時間つぶしなどいくらでもできる。

　昔、スマホがなかった時代、ボッチな生徒はどうやって暇を潰していたんだろうか？

　寝たフリか、窓の外でもぼーっと眺めていたのか。

　そんなどうでもいいことを考えていると──

　がらり、と教室のドアが開いて担任教師が入ってきた。

　山やま田だ渚なぎさ──教員三年目の二十五歳で、担当は世界史。

　長い黒髪を後ろでまとめ、薄い紺色のスーツ、ミニのタイトスカートという絵に描いたような女性教師だ。

「おはようございま～す……」

　気の抜けたような、まだ寝ているような声で挨拶して教卓につく。

　山田先生は若い上に、かなりの美人で男子に人気がある。

　ただ、見てのとおりボンヤリしていてつかみ所がないので、男子たちもあまり近づけない。

　手にしたタブレット端末を見ながら、のんびりした調子で連絡事項を伝えていく。

「──えーと、本日の連絡は以上です。あ、あと、今日から転校生が来ます」

「えぇっ!?」

　教室が一斉にざわつく。

　つーか、それって真っ先に伝える連絡事項じゃないのか？

「あ、すみません。最初に言うことでした」

　そうだろ。

　しかし、六月のこんな時期に転校生とは珍しい。

「ごめーん、お待たせして～。どうぞ、入ってきて～」

「はい、お待たせされました」

「…………」

　待たされたことを茶化しながら、教室に入ってきたのは──

　教室が、さらにざわめき出す。

「お初にお目にかかります。秀しゅう華か女子から転校して参りました──翼沙風華です」

　その挨拶に、教室内では驚きの声がいくつも上がった。

　クラスメイトたちが驚くのも当然だ。

　突然の転校生は、スクールカーストの頂点である翼沙雪月と同じ顔をしているのだから。

「そこにいる翼沙雪月の双子の妹です。みなさん、姉ともどもよろしくお願いします」

　風華は、秀華女子のセーラー服のスカートをつまんで、優雅に一礼する。

　芝居がかっているが、意外にサマになっている。

「……って、おおいっ！」

「えっ？　な、なに、真樹くん？」

　驚きすぎて黙っていたが、我に返った途端に立ち上がって叫んでしまった。

　風華に驚いていたクラスの連中が、今度は俺のほうを一斉に見た。

　ツッコミを入れてきたのは鷹耶だ。

　そして、雪月もこちらを見てニヤニヤ笑っている。

　そ、そうか、そういうことか！

　あの双子、俺を驚かせるために黙っていやがったな……！

　こんな重大なことを黙って、俺のをしゃぶったりおっぱいを吸われたりしていたわけか！

　いや、俺へのサービスとは関係ないが……一言あるべきだろう。

「…………」

　俺は、じろりと雪月と──クラスの連中の顔を睨む。

　雪月以外は、びくりとして俺から視線を逸らした。

　この怖いツラも、たまには役に立つようだ。

　俺がどすんと、椅子に座ると──

「もう続き、いいでしょうか？　いえ、自己紹介は終わりですけど……あっ」

　風華はなにかに気づいたように、ぱんと手を打ち合わせた。

「ちなみにカレシいますので、告白、ナンパ、セクハラなどは一切お断りしますね」

　ざわざわっ──と、主に男どもが騒ぎ出した。

　せっかくの美少女転校生なのに、いきなり夢も希望も打ち砕かれれば騒ぎたくもなるだろうが。

　つーか、カレシがいなくてもセクハラは断れ。

　後々まずくなる──そういえば、雪月がそんな妙なことを話していた。

　雪月は、そのうち風華が転校してくることをもちろん知っていたのだろう。

　俺と雪月が付き合っていると公表して、そのうえで転校してきた風華とも付き合っているとバレたら。

　さすがに、周りにどんな目で見られるかわかったものじゃない。

「い、妹ちゃん、可愛いけど、いきなり凄いこと言うね」

「雪月ちゃんよりおとなしそうなのに……」

「そりゃ、これだけ可愛ければカレシくらいいるだろうけど、転校したてで言う？」

　今の一言で、「こいつ変わってる」と認識されたのか、クラスメイトたちの風華を見る目が変わっている。

　とはいえ、夢を砕かれても男子の大半は興奮した様子で風華を眺めているし、女子たちも少なからず興味を持ったようだ。

　雪月の妹というだけでインパクトは充分、しかも美少女、おまけに変わり者。

　しばらくは、風華が校内の話題を独占しそうだ。




　予想どおり、休み時間のたびに風華の周りには人が群がっていた。

　おとなしい風華だが、コミュ障というわけではないらしく、きちんと受け答えができている様子だ。

　意外なことに、姉の雪月は距離を取って、風華とは直接話していない。

　とりあえず風華にクラスメイトたちと話をさせて、自分は邪魔をしない方針らしい。

　そんなこんなで、午前中の授業が終わり、昼休みになった。

「ふう……」

　なんだか、風華の様子を観察してるだけで疲れた。

　毎日キスしたり、今朝は胸をたっぷり味わわせてもらった女の子が教室で注目を集めているというのは、なぜだかソワソワして仕方がない。

　いつもどおり購買でパンを買うか、たまには学食で定食でも食べるか。

　悩みつつ、教室を出ると──

「あ、真樹くん。ちょっとい～い？」

「え？　なんですか、山田先生」

　廊下にいた山田渚先生が、俺を手招きしている。

　さっきの授業は山田先生の世界史だったが、まだ職員室に帰っていなかったらしい。

「翼沙さんの妹さん……君、知り合いなんだよね？」

「え？　ああ、はい。風華──風華さんから聞いたんですか」

「うんっ」

　うんって。

　本当にこの人、教師らしくないというか女子高生みたいな言葉遣いだな。

「翼沙さん……妹さんのほうが、昼休みに校内を案内してほしいっていうから。悪いんだけど、真樹くんが案内してあげて？」

「俺が？　風華さんの姉がいますよ」

「私もよくわからないけれど、真樹くんに案内してほしいみたい」

「はぁ……」

　風華は何度も校内に無断潜入してるから、案内なんていりませんよ──とは言えない。

「じゃ、よろしく……あ、美み凪なぎちゃ～ん」

「ちゃん付けはよせ！」

　廊下を通りがかった別の教師──山田先生に、山田先生が嬉しそうに近づいていく。

　大変まぎらわしい言い方だが、仕方ない。

　この学校には〝山田先生〟が二人いる。

「おい、真樹」

「はい」

　もう一人の山田先生のほうが、じろりと俺を見てきた。

　同じ山田でも、女子高生のような山田渚先生とは対照的な、鋭い口調だ。

「こいつがなにか迷惑かけたか？　朝は転校生を放置して、連絡事項を普通に説明してたらしいしな」

「いえ、大丈夫です。その転校生の校内案内を頼まれただけですから」

「そうか、案内か」

　山田先生──美凪先生は、特に気にした様子もなく頷く。

　シャギーの入ったセミロングの茶髪。

　赤い薄手の上着を腕まくりして、中は黒いタンクトップ。

　下はデニムのホットパンツ。

　まるでパンクロッカーのようだが、れっきとした教師だ。

　ウチの担任の山田渚先生と年齢も同じで二十五歳。

　すらりと背が高く、胸はあまりないがいわゆるモデル体型だ。

　担当科目は体育で、男子とは接点は少ないが──

　数少ない、俺を恐れない教師だ。

　というより、単なる怖い物知らずなのかもしれない。

　校長や教頭にも、同僚に対するのと大して変わらない態度で接しているのを見かけたことがある。

「ひどいなあ、美凪ちゃん。私は生徒に迷惑なんかかけたことな～い」

「今日、転校生に迷惑かけたばかりだろう。しかも、あの翼沙雪月の妹だとか。扱い一つで、クラスのバランスが変わるぞ」

「バランスなんて気にしたことないな～」

「あの、生徒の前でそんな話していいんですか？」

「真樹は、クラス内の力関係なんて気にしないだろう」

「真樹くんは、クラス内の独立勢力だもんね～」

「…………遠回しにボッチって言ってますか？」

「「褒めてるんだ（んだよ～）」」

　同時に、山田先生たちが真顔で言ってきた。

　山田先生たちは、見た目も性格もまるで違うが、たまに息が合ったところを見せることもあり、〝山田シスターズ〟などとも呼ばれる。

　たまたま、苗字と年齢が同じというだけだが、そんなあだ名がつくのも頷ける。

「真樹は群れないが、一人でも影響力は大きいからな。おまえの行動は教師みんなが気にしている」

「……警戒されてるってことですか？　暴れたりするんじゃないかって？」

「まさか。おまえが暴力事件を起こすタイプじゃないことくらいわかってる。だが、真樹の存在感は翼沙雪月にも匹敵するだろう」

「それがいいことなのか、なんなのか……」

　唐突な話に、どうも頭がついていかない。

　自分が恐ろしく悪目立ちすることは自覚しているが、雪月に匹敵する存在だなどと考えたこともなかった。

　まあ、俺が雪月と釣り合わないことに変わりはないだろうが……。

「あのー、真樹さん」

「ん？　ああ、風華……さん」

「なんですか、さん付けなんて。呼び捨てでいいですよ、真樹さん」

　廊下に現れた風華が、にっこり笑って俺の手を握ってくる。

「山田先生からお話は聞きました？」

「ああ、たった今な」

「では、案内をお願いします。わたし、なにもわからないので」

「あ、ああ。では、失礼します」

「うん、お願いねー」

「頼んだぞ、真樹。くれぐれもな」

「はい」

　俺は山田シスターズに頭を下げ、風華に引っ張られるようにして歩き出す。

　山田渚先生と美凪先生は、「この二人、大丈夫か？」みたいな顔をしているが──

　不安なのは、俺も同じなんだよな。

　なんでいきなり転校してきてるんだよ、こいつは。

　そのあたりを追及するにはちょうどいいか……。




「ふう、ごちそうさまでした」

「ごちそうさん」

　昼休みなので、まずは購買でパンと飲み物を買ってから屋上へとやってきた。

　パンを食べ、ジュースも飲み干して食事を終える。

「この学校、屋上が開放されてるなんて珍しいですね」

「利用者はあまりいないがな」

　屋上には人工芝が敷かれ、いくつかベンチも設置されている。

　きちんと整備と清掃がされているが、俺と風華以外にはほんの数人しかいない。

「もう暑いからな。クーラーが効いた教室とか学食のほうが快適だろ」

　実際、利用者が多いのは過ごしやすい春か秋だ。

　寒い冬の使用者はほぼゼロだが、初夏の今も日射しが直撃するので、一部の物好きしか屋上に来ないわけだ。

「で、どうする？　案内といっても、これといって特徴もない学校だからな。別に珍しい施設なんかねぇぞ」

「それは知ってます」

「だよな」

　風華は何度となく潜入に成功しているのだから、今さら案内の必要などないだろう。

　なんなら、入学して数ヶ月の一年生より詳しいまである。

「ただ、これで教室で真樹さんと話していても不思議はないですよね。学校を隅々まで案内してもらった仲ですから」

「あんまり聞いたことのない関係だな」

「わたしの身体もかなり隅々まで見られてますね」

「隅々までは……！　み、見てないだろ」

「……ちょっと失敗でした。わたしも恥ずかしいです、今のジョーク」

「だろうな」

　風華は、かぁーっと顔を真っ赤にしている。

「で、ですが、自然に真樹さんとお話しできるようにしたかったんですよ」

「いきなり俺を案内役に選んだのが不自然極まりないがな。山田先生も不思議そうにしてたじゃないか」

「不安でいっぱいの転校生が、頼り甲斐のありそうな男子を選んだというだけですよ」

「俺の場合、頼り甲斐があるというより、頼ったら逆に危険だと思われそうだが……」

　俺が風華を案内していることはクラスメイトたちはまだ知らないだろうが、もし知ったら〝手て籠ごめにされるのでは〟と心配しそうだ。

「考えすぎですよ、真樹さん。ですが、なんにしても学校なんてどこも大差ないので案内の必要なんて元からないんですよね。秀華だって、名門女子高といっても、特殊な施設はないですから」

「お嬢様の多い名門女子ってだけで、男はときめくだろうけどな」

「そうだと思ったので、この白セーラーのままで通学させてもらいます」

「待て、ここの制服を買う気ないのか？」

「翼沙家から話を通してもらって、差し当たって前の制服で登校する許可はもらってます」

　風華は、にっこりと笑う。

「おまえ……突然転校してきておいて、その上そんな無茶を通してんのか」

「無茶を通すだけのマネーがあるんですよ、翼沙家には」

「そんな無理をしてまで、なんでウチに転校なんて……カンニング疑惑はどうすんだ？」

「後ろめたいことはありませんから。それに、些細なことですよ、今のわたしたちには」

　と、風華がにっこり笑って答えたところでチャイムが鳴った。

　しまった、ゆっくりメシを食いすぎたか。

　転校してきた理由は──いや、俺がいるからなんだろうが。

　ただ、俺と同じ学校に通うためだけに転校するなんて、メチャクチャだよな……。

「風華にはいろいろ言いたいことがあったが……しょうがない。教室に戻ろう」

　気がついたら、もう屋上には俺たち以外は誰もいなくなっている。

　さっきのは予鈴だったが、さっさと教室に戻らないと。

「真樹さん」

「ん？　うっ……！」

「んっ、んむむ……」

　風華はぐっと背伸びして、俺にキスしてきている。

「お、おい……誰もいないっつっても、急に誰か戻ってくるかも」

「大丈夫ですよ。でも……そうですね、こっちの物陰に行きましょう」

「物陰って、風華……」

　風華は強引に俺の手を引いて、屋上のドアからは陰になる位置へと連れて行く。

「わたしがなぜ転校してきたと思ってるんですか。こっそり潜入して、真樹さんとイチャイチャするのもいいですけど、限界がありますからね……これからは、合法的にイチャイチャしたいんですよ」

「合法って……今まさに、授業をサボろうとしてるんだが」

「真樹さんは、不安でいっぱいの転校生の相談に乗っていたら授業に遅れる……っていう設定なんですよ」

「……俺は人の相談に乗るタイプじゃないけどな」

　俺は反論しつつも、風華の腰を抱き寄せて唇を重ねる。

　こうして、風華か雪月に迫られたら逆らえない。

「んっ♡　んっ、ちゅっ、んむむ……学校でキスするのは、やっぱり一味違いますね♡」

「そうだな……」

　若干、スリルがあることも、それが楽しいことも認めていい。

　俺たちはたっぷりと唇を重ね合わせて──

「じゃあ、もう少しだけ……」

「お、おい……そこまでしなくても……うっ……！」

　風華は跪ひざまずくと、俺のズボンをゴソゴソといじって、ペニスを取り出して──ぱくりとくわえた。

　ちゅっ、ちゅううっと吸い上げるようにして、さらに舌を伸ばして根元から先端まで舐め、また先端をくわえる。

　舌先で先端をぺろぺろと舐め、くわえ込み、頭を上下させてこすってくる。

　わずか数日で、風華はずいぶんと技術が上達した。

　最初はたどたどしかったのに、今やどこを責めたら俺が反応するか知り尽くし、唇と舌を使いこなしてしゃぶってくる。

「ふふ……真樹さんのこれ、大好きになりましたから……学校が別だと、なかなかこういうこともできませんから……」

「そ、それは家に帰ればいくらでも……」

「無理です……んっ、はむっ……んんっ……もう、放課後まではとてもじゃないですが待てません」

「風華……」

　すっかり夢中になって、風華はしゃぶり続けている。

　俺は風華の頭に手を置いて、彼女にされるがままだ。

　目を閉じて、ひたすら快感を味わう──

「んっ、んむっ……んっ、んんっ……はむっ、んっ……ちゅっ、んんっ……」

「はむっ、んっ、ちゅっ、んっ……んんっ……んっ、ちゅっ、ちゅっ……」

　一人が先端を舐め、もう一人が根元を軽く噛むようにしてしゃぶり、さらに左右から二本の舌が舐めてきている。

「……って、なんだ!?」

「んんっ……もうっ、二人が帰ってこないと思ったら。ズルいわよ、風華」

「どうせゆづ姉も来ると思ってましたから……ちょっと、先制攻撃しただけですよ……ちゅっ、ちゅっ、んんっ……」

「ゆ、雪月……おまえ、いつの間に」

「いつの間に、はこっちの台詞。んっ、ちゅっ……あたしがいるのに、二人だけでお楽しみなんて、これは許せないわね……」

「ああ、真樹さん、覚悟しないと……ちゅっ、んんっ……ゆづ姉は簡単には解放してくれませんよ……」

「いや、なんで風華も攻撃側に回ってんだよ……ううっ」

　風華の攻めだけで気持ちよすぎたのに、双子のダブル攻撃など……耐えられるはずがない。

　雪月はニヤニヤと笑いながら舌を伸ばして口にくわえ、風華は恥ずかしそうに笑いながら、同じく舌で根元から先端まで何度も往復させる。

「「ちゅっ♡」」

　二人は同時に先端にキスして、そこと双子の唇が重なる。

　双子同士が唇を合わせつつ、先端部分も口に含んでいる。

「んっ、ちゅっ、んんっ……風華とキスしながら、真樹のにもちゅーしちゃってる……♡」

「ゆづ姉とキスするなんて……んっ、変な気分です……でも、真樹さんの、すっごく興奮してて……もっとぺろぺろしたくなっちゃいます♡」

「お、おいっ……二人とも……！」

　二人がキスしながら、舌を伸ばし、くわえこみ、懸命にしゃぶってくれるのが気持ちよすぎて──

「も、もうダメだ……！」

「い、いいわよ、来ても……！」

「んっ、ちゅっ……はい、来てください……わたしたちのお口に……！♡」

　耐えきれずに、俺は一気に欲望を解放してしまう。

「きゃっ♡　こらぁ、こんなに顔にかけるなんて♡」

「やんっ……♡　い、いっぱい……出ましたね……♡」

　二人の顔を汚しながら、俺はさらに興奮が高まっていくのを感じた。

　とてもじゃないが、雪月と風華のおしゃぶりから逃げられそうにない──

　これは、午後の一つ目の授業は丸々サボリだな。







８・５　双子はまた独白をしていたらしい




「ふう……凄かったわね、真まさ樹きのヤツ……」

「ええ……やっぱり転校してきて正解でした……」

　双子たちは屋上の物陰で、身を寄せ合っている。

　互いに手を繋ぎ、顔はくっつきそうなほど近い。

「で、でも……ちょっとやりすぎじゃない？　三回も出させるなんて……」

「真樹さん、何度出しても全然治まらないみたいでしたし。それなら、好きにさせてあげたいじゃないですか」

「そ、それはそうだけど」

「むしろ、ゆづ姉のほうがやる気だったじゃないですか。わたしを押しのける勢いでくわえてて──」

「く、くわえるとか言わないの！　ま、まあ、学校の屋上でっていうのが……ちょっと興奮しちゃったっていうか？」

「今日はわたしの転校ってビッグイベントがあったのに、ゆづ姉に美味しいところを持っていかれた気もしますけど」

「そこはまあ……あんま気にしないで。これから、学校でも二人であいつのために頑張るんでしょ」

「そうでした。では、今日の乱入は許してあげましょう」

「偉そうね、あんた……」

　ふう、と二人は同時に息をついた。

「ですが……真樹さん、大丈夫でしょうか？」

「うーん……別に問題はないと思うけど」

　真樹は一人で先に教室に戻った。

　彼は特に言い訳もせずに教室に入っていくだろうし、誰も詮索もしないだろう。

　一応、真樹が風ふう華かと校内を回っている途中で雪ゆ月づきに会ったので案内を任せて、双子は二人でどこかに行って、真樹だけ戻った──という設定なのだが。

　鷹たか耶や理り衣い奈なあたりが探りを入れてくる可能性もあるので、一応口裏だけは合わせておいたのだ。

「リィ、ちょっと怒ってたからね。あたしに双子の妹がいるって隠してたから」

「隠してたわけじゃなくて、訊かれなかったのでは？」

「いえ、きょうだいがいるかって訊かれたけどごまかしたことはあったわね」

「それじゃ、怒られるしかないですね。リィさんって、ゆづ姉の親友なんでしょう」

「だよね……真樹のためとはいえ、あんたが転校してきて面倒も増えたわ」

「わたしも一応編入試験も受けましたし、秀華のお友達にもいろいろ説明しないといけませんでしたし、面倒は多かったですよ？」

「……そうだったわね。お互い、このところ大変ね」

「真樹さんはもっと大変でしょうけどね」

　二人は顔を見合わせて苦笑する。

「家でも学校でも、ずーっとわたしたちと顔を合わせることになるんですから」

「親だって、そっくりなあたしたちをずっと見てると、頭が混乱してたみたいだからね。でも、真樹のヤツは平気そうなのよね。正直、かなり意外だわ。毎日、あたしらにあんだけ責められても全然なんともないみたいだし」

「むしろ、わたしたちのほうが反撃されて、隅から隅まで可愛がられてますからね」

「うーん、あたしらが真樹を選んだのは正解だと思うけど、それにしたって、あいつもだいぶ変わってるわね」

「運命の双子を相手にするための特殊能力でも持ってるんでしょうか……？」

「漫画じゃないんだから。別に特殊能力なんて……」

「わたしたちみたいな双子がいるんですから、オカルトじみたことも否定はできませんよ」

「……そうね」

　雪月は頷くと、勢いをつけて立ち上がった。

「でもまあ、風華が転校してきて舞台も整ったって感じよね。これから、もっと真樹に攻め込んでいかないと」

「そうですね」

　風華も同じようにして立ち上がる。

「そろそろ、家のほうも動くでしょうし──」

「……来るとしたら、たぶんあいつらよね」

「でしょうね。ですが──」

「ええ、でも──」

　二人は立ったまま向き合い、両手を繋いで顔を寄せる。

　今にもキスできそうなほど顔を近づけて──

「あたしたちは、最後の時間を楽しまないとね」

「わたしたちは、最後の時間を楽しみましょう」







９　双子は真の双子メイドの訪問をまだ知らないらしい




「つ、疲れた……」

　俺はリビングのソファに、どさっと座り込む。

　今日は、ちょっとばかり授業に遅れて、しかも噂の転校生とその姉が授業をサボったせいで、周りから妙な目を向けられてしまった。

　案の定、鷹たか耶やにだけはいろいろと突っ込まれたし。

　あいつは、雪ゆ月づきに双子の妹がいることをマジで知らなかったみたいなんだよな。

　自分と同じく双子だということを親友が教えてくれていなかったのが、ショックだったらしい。

　別にケンカするほどのことではないようだが──雪月は、これから少しばかり仲直りに苦労するかもな。

　もちろん、女子同士の関係に首を突っ込むほど俺は命知らずじゃない。

　他のクラスメイトは、俺にはなにも詮索してこなかったが──

　風ふう華かのほうには、興味津々というか──真まさ樹き央なかばになにかされたのではと心配する連中も多かった。

　ただ、なにしろ天然の風華のことだ。

　ぽろりと余計なことを言ってしまう可能性がある。

　聞き耳を立てていたが、今日はまだ風華も注意深く話しているようだった。

　今のところ、俺も双子たちもこの奇妙な三人の関係を明かすつもりはない。

　その割に、双子たちの行動は危険極まりないが。

「家に一人って、珍しいな……」

　今日は、双子はクラスメイトたちと遊びに行っている。

　風華の歓迎会的な意味があるのだろう。

　雪月だけでなく、鷹耶まで俺を誘ってきたが、お断りしておいた。

　双子と鷹耶が例外なのであって、他のクラスメイトたちは俺を怖がっている。

　大人数での歓迎会に参加するのは、俺のほうも嫌だ。

　双子と鷹耶もそれを察してくれたのか、強くは誘ってこなかった。

　まあ、歓迎会で風華がクラスに溶け込んで、ついでに雪月と鷹耶も仲直りできれば言うことなしだ。

　なにもかも、俺に関係ないところで解決するのを願うのは期待しすぎかもしれないが。

　しかし、あらためて思うが、風華の転校には驚いたな……。

　ウチも偏差値はそこそこだし、編入は簡単ではないはずなのに。

　あるいは、翼つば沙さ家の権力でゴリ押ししたのか──

　考えてみれば、俺はまだ翼沙家についてよく知らない。

　金持ちなのは確かなようだが、それもどのくらいの規模なのか。

　メイドなんて雇ってるくらいだから、どう考えても並みの金持ちじゃないよな──




「「おかえりなさいませ」」




「……なんだ、メイドか……って、誰だ!?」

　俺は素早く跳び上がり、ソファの後ろ側へと回り込む。

　まるで湧いて出たように、二人のメイド服姿の女がリビングに現れていた。

　あらためて確認するまでもなく、雪月と風華ではない。

　今まさにメイドのことを考えてたところなので、余計に驚いてしまった。

「ぱちぱち。いい動きです。不審者が現れたら、まず身の安全を確保する。正解です」

「ほとんどの人間は固まってしまって、動けません。下手に反撃するのもリスクが大きいでしょう。ソファを盾にするのはいい判断です」

「だ、誰なんだ……!?」

　足音もしなかったし、リビングはドアが閉じていた。

　いったい、どうやって入ってきたんだ……？

「驚くことではありません。使用人とは、影に徹する者。気づかれずにおそばに参るのは基本的な技能です」

「昔のメイドたちは、ご主人様やそのご家族にお姿を見せないようにしていた、とも言います」

「……俺はあんたらのご主人様じゃないし、あんたらは俺の使用人じゃない」

　メイド服の女たちは、髪型から服装までまったく同じだ。

　銀色にも見える髪の長さはセミロング、黒いワンピースに白いエプロン。

　スカートは足首まで届く長さだ。

　頭には、白のカチューシャ。

　イギリスあたりの貴族の屋敷にいそうな、正統派のメイド服だ。

　イギリスの貴族に知り合いはいないから、確証はないが。

　二人ともやや大人っぽく、おそらく年齢は俺より一つ二つは上だろうが──

　まだ少女といってもいい歳なのではないか。

　無表情で冷たい印象だが──二人とも、間違いなく美人だ。

「まあ、予想はつく……というか、あんたらが何者かは予想を外すほうが難しいな」

「「はい、私たちのご主人様は翼沙雪月様と風華様です」」

「……ハモるなよ。雪月と風華の使用人──いや、メイドなんだな」

「永なが見み亜あ沙さ」

「永見優ゆ羽う」

　二人はそう名乗ると、スカートの裾を掴んで優雅に一礼した。

　やはり、なんちゃってメイドだった双子とは所しょ作さがまるで違う。

　素人目にも、専門的な訓練を受けた人間の動きだとわかる。

　本物のメイドがどんな専門的訓練を受けているのかは、一ミリも知らないけどな。

「おっしゃるとおり、我々は翼沙家に仕えるメイドです」

「物心ついた頃から、翼沙家でおつとめさせていただいてます」

「……つーか、メイドなんて職業が実際にあるもんなのか。メイドがいるのは、せいぜいメイド喫茶くらいだと思ってたな」
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「そう言われても、実際にメイドなので仕方ありません」

「翼沙家は昔からイギリスと縁が濃く、本家の屋敷も英国風です」

「今でもメイドがいる国は、特に珍しくもありません」

「要するに、家政婦やハウスキーパーのようなものですから。私たちは電話一本で呼べるようなタイプの使用人ではありませんが」

「家政婦とは違うのは、その姿を見ればわかるけどな……」

　この時代がかったメイド服が、どうにもコスプレ感が強い。

　だが、翼沙家くらいの金持ちとなれば使用人くらいはいるだろうし、上流階級の世界のことなど俺は知らない。

　そういえば、双子が家の使用人についてなにか話してたっけな。

「確か、翼沙家の本家のメイドは、普通のシャツとズボンとか聞いた気もするな」

「それは、我々以外のメイドたちです。私たちは彼女たちとは別です」

「効率重視で正式なメイド服以外の服を着るのは、私たちの矜きょう持じが許しません」

「……なるほど」

　双子たちは、いわゆるメイド服を着ているメイドもいると言っていた。

　変人だとも言っていたような気がする。

　確かに、見るからに尋常ではない雰囲気のメイドたちだが……。

「わかった、百歩譲ってガチのメイドだってことは受け入れよう」

「百歩も必要ですか」

「我々の存在意義とは」

「悪いな、俺は庶民なんでメイドとは無縁だったんだ。つーか……なんで双子なんだ？」

「次々に我々の存在を疑ってきますね」

「なぜと言われても、受精卵が二つに分かれて着ちゃく床しょうしたからです」

「着床とか言うな」

　このメイドたち、俺を馬鹿にしてるんじゃないか？

「翼沙家の関係者は、数千……いえ、数万人います。関係者の中でも上層部の子女で、なおかつ双子で、お嬢様たちに歳が近い者として我々が選ばれました」

「翼沙家の子供には、年齢の近い者を側近として、世話係として付けることになっています。雪月お嬢様と風華お嬢様は双子ですので、側近兼世話係も双子ということになりました」

「お嬢様たち二人を、私たち二人も幼い頃からお世話してきました」

「歳は一つ上なだけですが、育ての親のようなものです」

「……別に世話係まで双子である必要はないと思うが。翼沙家は変わってるな」

「恐縮ですが、翼沙家は単なる裕福な一族です。特殊な力を受け継ぐ謎の血族などではありません」

「変わっているのは、お嬢様たちだけです」

「……なるほど」

　雪月と風華を知っている俺には、もの凄く説得力のある台詞だ。

　もっとも、雪月たちだけでなく、この双子も変わっているという認識は間違ってないだろう。

「それで……永見さん、だったか」

「亜沙と優羽、と呼び捨てにしてください」

「そうでなければ、私たちがお嬢様たちに叱られます」

「じゃあ、亜沙と優羽……なんでいきなり、この家に来たんだ？」

「「もちろん、お嬢様たちが選んだお方を直接確かめに来たのです」」

「……ふん」

　俺はソファにもたれかかり、二人のメイドを眺める。

「それなら、いくらでも確かめてくれ。こっちが落ち着かないから、座ったらどうだ？」

「いいえ、使用人が座るわけにはいきません」

「あなたも、お店で働いているときに椅子にふんぞり返ったりはしないでしょう？」

「当たり前だ。そんなマネしたら、親父に張り飛ばされる」

　どうやら、俺の家庭環境もちゃんとご存じらしい。

　店員が客の席で新聞広げて読んでたのは、遠い昔の話だ。

　少なくとも真竜では、開店中は客がいなくても店員は店の椅子には座らない。

「まあ、俺も使われる側の人間だ。あんたらと変わらねぇよ。あんまりかしこまられても困る」

「いいえ、あなたは私たちを使う側に回る可能性があります」

「あとで態度を変えるのは気まずいので、今から丁寧に接しておくのです」

「……そりゃ、亜沙と優羽の勝手だけどな」

　メイド二人にじっと見られていると、どうにも落ち着かない。

　美少女はここ数日で見慣れたが、このメイド双子は翼沙姉妹とも違う。

　どこか人形めいているというか、得体の知れなさが強い。

「俺のことを確認するなら、雪月たちがいるときのほうがよかったんじゃないか？」

「いないほうが好都合です」

「私たちが見たいのは、素のあなたですから」

「お嬢様たちがいては、確認の邪魔になります」

「あの二人は騒がしいのですよね。どんな育ち方をしたのでしょう」

「あんたらが育てたって言わなかったか!?」

　このメイドたちはツッコミ待ち体質すぎる。

「まあ、誰が育ててもお嬢様たちはああなったでしょう。キャラが濃いのですよね」

「あの二人はああ育つ運命でしたね。私たちに責任はありません」

「翼沙家は使用人の選考基準を見直したほうがいいな」

　この双子メイドは、お嬢様への忠誠心というものが見当たらない。

　イギリス風なのは見た目だけで、海外ドラマで見るメイドとは別物のようだ。

　もっとも、実際のメイドはこんなもので、忠誠心など期待するほうが間違いなのかも。

「私たちの忠誠心を疑ってる顔です、優羽」

「ええ、何度となく見てきた顔です、亜沙」

「いや、あんたらが家に忠誠を誓っていようがいまいが、俺には関係ないな。別に、雪月と風華に害を及ぼすわけでもなさそうだし」

「私たちが気にしていたのもまさにそこです」

「それを確認するために、あなたに会いに来たのです」

「……？　そこ？　それ？」

　今、俺なんて言ったっけ？

「あなたが、雪月お嬢様と風華お嬢様に害を及ぼす存在かどうか」

「ご存じでしょう、お嬢様たちはデュアル・ツイン──一人で二人分の感情をお持ちです」

「あ、ああ」

　急に真面目になられて、つい頷いてしまう。

　当然というか、この双子メイドは雪月と風華の秘密を知っているようだ。

「お嬢様たちに好かれた者は、例外なく精神に大きなダメージを負ってしまうのです」

「ですが、お嬢様たちはお優しいので。自分たちが愛する方が壊れてしまったら、深く傷ついてしまいます」

「……傷ついてるようには見えねぇな。二人とも元気いっぱいだよ」

「「ええ、そのようですね」」

　双子メイドはまったく同じタイミングで、こくりと頷く。

「というか、そろそろあなたが壊れてる頃かと思って見に来たのですが」

「お嬢様たちも、あなたも元気なようで、かなり戸惑っています」

「全然、戸惑ってるように見えねぇ」

　もっと言うなら、このメイドたちは生きてるようにも見えない。

　実は翼沙家が開発したアンドロイドなんてオチはないだろうな？

「「真樹央様。あなたも──〝一人ではない〟のでしょう？」」

　アンドロイドが、脈絡もなく言った。

　二人揃って、両手を身体の前で軽く合わせたポーズで、ぴくりとも動かない。

「……意味がわからねぇな」

「雪月お嬢様を愛する真樹様」

「風華お嬢様を愛する真樹様」

「「その両方が、あなたの頭の中にいらっしゃるのでしょう？」」

　やはり、双子メイドは口以外は動いていない。

　冗談です、と突然笑い出してキャラ崩壊するのを待ってみたが、無駄なようだ。

　仕方ないので、俺が笑うことにする。

「はは、まさか俺が二重人格だとでも？」

「二重人格というイメージにはそぐわないかもしれません」

「普段は平凡な人格で、あるとき凶暴だったり残酷だったり真逆の人格に切り替わる──というような、サスペンスドラマなどに出てくるイメージが強いですね」

「ですが、真樹様は同じ人格を二つお持ちなのでしょう？」

「そりゃ……人格が一つと同じじゃないのか？」

「いいえ、違います。私たちは見た目も性格もスペックも寸分違わず同じですが」

「一人ではなく二人います。二人いる、というのは決して無視できる要素ではありません」

「あんたら一人一人の存在を軽く見てるわけじゃなくてな」

　たとえ、どんなにそっくりでも、別々の存在であることは間違いない。

　まさか、「どうせ二人いるんだから一人死んでもかまわない」なんて考えるヤツはいないだろう。

「見分けはつかねぇから、あまり偉そうなことは言えないけどな」

「「私たちのことは、一人一人を軽く見てもけっこうです。セットだと思ってください」」

「ファストフードじゃねぇんだからな。人をセットと思えって言われても……って、俺が言っても説得力ないか」

　なにしろ、一人に告って、その双子もまとめて付き合っているのだから。

　人から見れば、双子をセット扱いしていると思われて当然だ。

「でもな、なんで俺に人格が二つあるなんて。突飛な話じゃねぇか？」

「「いいえ、少しも突飛ではありません。当然の帰結です」」

　双子メイドは、そろって首を振った。

「一人で二人を平等に愛せる人間がいるなら、中に二人いる方しかありえないと」

「私たちは特殊すぎる双子であるお嬢様たちを見てきて、そう結論づけました」

「あなたが否定するなら、それでもかまいません」

「私たちは、あなたがお嬢様たち二人と良き関係を築くことを願っています」

「「それだけなのです」」

「……お疲れ様」

　俺を見に来た、というのは本当らしい。

　おそらく──品定めは合格だということも。

　ただし、彼女たちが言っていることを肯定する気も否定する気もない。

　少なくとも、最初に自分の秘密を明かすのはこの双子メイドではなく──

　こんな俺を好きだと言ってくれた、あの二人でなければならないだろう。







　幼い頃から、自分が一人でないことには気づいていた。

　二重人格、という存在を知ったのはだいぶあとだが、それとは違うことも確信していた。

　そんな大げさなものではない、と言うべきか。

　頭の中にもう一人いても困ったことはない。

　かといって、メリットがあったわけでもない。

　せいぜい、相談相手が頭の中にいるというくらいだ。

　忙しい社会人が〝自分がもう一人ほしい〟なんて言っているのを見たことがある。

　残念ながら、俺の場合は作業を二つの人格で分担できるわけでもない。

　ただ一つ、人と違うところがあるとすれば──

　同時に二人を好きになるということ。

　俺は無愛想なだけで情緒は普通なので、初恋は幼稚園時代に経験している。

　それから、小学校に入って、クラスが替わるごとに好きな女子も変わっていった。

　多少気が変わりやすいかもしれないが、特別おかしなことでもないだろう。

　おかしいとすれば、好きな女子が常に二人いたことだ。

　その好きになる二人には、特に共通点はなかったと思う。

　どうやら俺には特に好みのタイプというものはなく、おとなしい子と活発な子、真逆の性格の女子を同時に好きになることも普通にあった。

　ただ移り気なだけ──と思いたくもあるが、好きになる相手は一人ではなく、三人でも四人でもない。

　常に、例外なく、いつだって〝二人〟だった。

　高校生になってから、気づいたこともある。

　二人を同時に好きになるということは、それに付随して性欲も同時に二人に向いて──そのことに後ろめたさは特にない。

　小学生までは性欲とは無縁で、中学でもあまり欲望は強くなかったために、最近まで気づかなかったのだ。

　だが、あの可愛くておっぱいがでかい双子に迫られて性欲を刺激されない男はいないだろう。

　まともな人間なら、後ろめたさもなく二人の女子と同時に関係を持つなどあり得ないが、俺の場合は特に気にならない。

　雪月の胸を揉みしだきながら、風華とキスしていてもただ気持ちいいばかりだ。

　最低だが、翼沙姉妹の場合はそれを望んでくれるのだから、問題はない。

　問題ない関係になれるのは、運命の双子である彼女たち以外に存在しないのかも。

　あるいは、二人いる俺と翼沙姉妹との出会いこそが運命だったのかもしれない──なんて考えるのはキモいだろうか。

「ふう……」

　ため息をつきつつ、俺は顔を上げた。




「なんか、懐かしいな」

　古き良き──いや、良いとは言い切れないが、昔ながらのたたずまいのラーメン屋。

　夕方、時刻は午後五時過ぎ。

　ラーメン屋真しん竜りゅうは、既にのれんを出している。

　真竜は午前一一時開店、午後三時から五時までが休憩、五時から一〇時まで営業だ。

　もう夕方の営業が始まっている。

　双子のマンションに居候して一ヶ月も経ってないのに、懐かしさを感じるのも妙な話だ。

　ホームシックなんて俺には無縁の言葉だと思っていたが、意外と寂しさを感じていたのだろうか。

　俺は、がらりと店の引戸を開けると──

「いらっしゃ──って、なんだよ、えーと……な、なか……」

「央なかばだよ。てめぇでつけた名前を忘れんなよ」

「無茶言うなよ。つけたのは十七年も前だぞ？」

「十七年呼び続けただろ！」

　店の奥、カウンターの向こうにいる中年は──言うまでもなく、俺の父親の真樹竜りゅう二じだ。

　短く刈った髪にバンダナ、清潔な白衣とズボンにエプロン。

　ウチの親父はしがない町のラーメン屋とはいえ、衛生状態には人一倍気を使っている。

　客は二人。まだ営業が始まったばかりなので、こんなものだ。

「なんだ、まさか翼沙さん家を追い出されたのか？」

「実家を追い出されたわけじゃねぇんだから、たまには様子くらい見に来るっての。母さんは？」

「さっき入ってきたネギがイマイチだったんでな。仕入れに行った」

「こだわるなあ……」

　ウチの店は、親父がメインで調理をしているが、母親もいくつかのメニューを担当している。

　食材の吟ぎん味みには母親のほうがうるさい。

「おっと、そうだ。若わか葉ばはいるか？」

「なんだ、シスコンだな。わざわざ妹に会いにきたのかよ」

「むさ苦しい親父の顔よりは、まだマシだからな。で、いるか？」

「上だよ。今日は宿題多いとかで、しばらく手伝えねぇとよ」

「……ふぅん。宿題、か」

　俺は、なんとなく天井を見上げる。

　それから、店の中を突っ切って母屋に上がった。

　もちろん普段は家の玄関から出入りしているが、今日はとりあえず店の様子も見たかったから、こっちを通っただけだ。

　二階に上がり、突き当たりのドアを軽くノックして返事を待たずに開ける。

「おい、若葉」

「なんだ、兄さん」

　振り返ったのは、小学生──ではなく、中学生の妹だ。

　真樹若葉、中学二年。

　身長は一五〇センチに足りないくらいで、かなり小さい。

　クセのある髪をショートにして、ワンピースタイプの制服を着ている。

　この妹は、学校から帰っても私服や部屋着に着替えない。面倒くさいようだ。

　若葉は、六畳の和室に置いた学習机に向かっている。

　左手でシャーペンを持ち、ノートになにやら書き込んでいるところだった。

「今日は、宿題が多いらしいな」

　挨拶は抜きだ。

　この妹も俺も、家では礼儀など気にしない。

　いや、俺と妹の間だけではそうなってるだけで、両親とは普通に挨拶をしている。

「……ああ、お父さんにはそんなこと言ったっけ」

「忘れんなよ」

　妹はシャーペンを机に放り出し、畳の上にだらしない姿勢で座り込む。

　予想どおり、宿題などやっていなかったようだ。

　それを確認しつつ、俺も妹の前に座った。

「兄さん、家を出たんじゃなかった？」

「バレた」

「……あーあ」

　俺の一言で、妹はすべてを察する。

　俺と妹も運命で繋がっている──わけではもちろんない。

　翼沙姉妹のような絆がゴロゴロしているわけがない。

「兄さんのアレは、ほとんど誰にもわからないはずなのに」

「俺自身、普段は意識してないくらいだからな」

　自分の中に二人いる。

　好きという当たり前の感情が二つある。

　ただしそれは、好きな人間がいなければまったく意味がない。

「双子のお嬢様の家にいるって聞いて、もしかしてと思ったけど」

「妹に話すのもアレだが……どうも、双子を同時に好きになったらしい」

「うわぁ、それはまた厄介な話だね。中学生には刺激が強すぎる話だよ」

　若葉が、恥ずかしそうに顔を赤らめる。

「嘘をつけ、俺の恋愛話なんて、おまえには死ぬほどどうでもいいだろ」

「……それもバレてるか」

　妹は、ぱっと真顔に戻る。

　仮面でもつけてるような、デキの悪い３ＤＣＧのような、作り物めいた顔だ。

「いや、興味もある。その双子のお嬢様って……もしかして、私たちみたいな？」

「ちょっと違うが……まあ、普通ではないな」

　俺は、翼沙姉妹が〝運命の双子〟であること、一人で二人であることを説明する。

　これは、誰にも言ってはいけないことだろう。

　だが、俺の秘密も翼つば沙さ家け側がわにバレてしまった。

　だから翼沙姉妹の秘密が真樹家にバレてもいいわけではないだろうが──

　緊急事態ということで、若葉にだけ説明することはやむをえない。

　若葉の口は堅い──余計なことを人に言わないことは兄として保証できる。

　なにより、他に相談できる相手はこの世にいないのだから、仕方ない。

「ふうん、運命の双子ね──そういうパターンもあるか。オカルト的な話だ」

「まあ、俺たちのは心理学的にも証明されてるからな」

「私は、兄さんとは違う。兄さんのは不便なばかりで、使い道がまるでない」

「ほっとけよ」

　俺は、妹が書いていたノートを手に取った。

　そこには──ナナメになった数式がいくつも書き殴ってある。

　どの数式も、俺にはまったく理解できない。

　いや、本当に数式なのかどうかすら自信が持てないようなシロモノだ。

　おそらく、中学生どころか大半の大学生も理解できないだろう。

「若葉は便利だよな。脳みそが二つあるようなもんなんだから」

「処理系が二つあるというだけ。二つの人格で同時に同じ問題を考えられるのは便利だけど」

「ふーん……俺には相変わらずよくわからんが」

　ＣＰＵが二つ載ってるようなものだ、と若葉は説明していた。

　単純に思考速度が二倍になるというわけではないらしい。

　同時に複数の思考を走らせる──いわゆるマルチタスクは普通の人間でも無意識にやっているようだ。

　若葉の場合は、そのＣＰＵが元々高性能なので、思考速度が常人の四倍から一六倍になるらしい。

　その数字は本人の感覚的なもので、特に根拠はないようだが──

　要するに──俺の妹は、天才というわけだ。

　ただし、若葉は自分の特殊性を親にも教師にも友人にも隠している。

　今のところ、この世で若葉の秘密を知っているのは同類で兄である俺だけだ。

「で、双子さんたちにバレたら、どうする気？　一応言っておくけど、私を巻き込まないようにね」

「おまえの秘密をバラす理由はねぇよ。若葉、おまえの自慢の頭脳で俺がどうすればいいか教えてくれ」

「知らないよ、そんなの。バレたって、別にかまわないんじゃない？　兄さんの場合は、メリットがない代わりに無害なんだから」

「好きに言ってくれるな……おまえなんて、メリットしかないだろ」

「世の中が全部馬鹿に見える、がデメリットじゃないとでも？」

「……まあ、困ったことがあったらいつでも言え」

「使える者は兄でも使うよ、私は。言われなくても」

　無表情だった妹が、少しだけ寂しそうに目を伏せた。

　この微妙な表情の変化を読み取れるのは、おそらく俺だけだろう。

　といっても、妹がこの無表情を見せるのは俺だけで、普段は中二の女子らしく喜怒哀楽をきちんと表現しているのだが──

　妹は、頭がよすぎて周りの人間をつい低く見てしまう。

　中学に上がってからは、余計な摩擦を生まない振る舞い方を覚えたが、小さい頃はよく周りと衝突していた。

　若葉は頭がいいだけで、小柄な上にフィジカルは強くないために、余計に学校で標的になりやすかったのだろう。

　だが、無視されたり暴行を受けたりと、イジメというほどのものは受けたことはないらしい。

　妹を被害から守っていたのが、俺──というより、俺のこの顔つきだ。

　別に妹を格好よくかばっていたわけでもないが、〝兄貴がやべぇから、真樹若葉にちょっかいかけるな〟と学校では噂になっていたとか。

　そんな噂が、若葉に被害が及ぶのを防いでいたらしい。

　マジで俺、特になにもしてねぇ。

　ただ、逆に俺の存在が若葉と衝突した連中を守っていた可能性はある。

　考えてもみてくれ、もしも若葉が同級生からイジメを受けたりしたら──

　この妹は、その優秀すぎる頭脳のリソースを復讐につぎ込み、世にも恐ろしい逆襲を企くわだてたことだろう。

　ああ、想像するだけで俺ですら怖くなってくる……。

「兄さん、私は復讐なんて野蛮なことには関心がない」

「……だよな」

　妹は頭が回りすぎて、俺ごときの考えてることなどお見通しだ。

　これだから、こいつは年下でありながら相談する価値がある。

「兄さん、最初で最後のチャンスだよ」

「は……？」

「私に相談するほどのことでもない。私の頭脳を使うような問題じゃない、兄さん」

「おまえは頭脳の無駄遣いが趣味だろ」

　若葉は、世界に羽ばたけそうな知能の持ち主でありながら、普段はラーメン屋で看板娘として働いている。

　しかも可愛いチャイナドレスを着て愛想を振りまき、客に可愛がられ、余計な注文をさせたりもして店のために奮闘しているのだ。

　ラーメン屋での仕事にも頭脳は必要だろうが、適材適所ではないだろう。

　親たちは、若葉の高い知能に気づいていない。

　俺以外の誰も気づいていない。

　若葉は、自分の特殊性を気づかれたくないようだ。

　学校でも学力をセーブし、平均的な中学生を演じている。

　単純に騒がれたくないのか、将来を見据えた計画でもあるのか──妹は、今のところは俺にもそこを説明する気はないらしい。

「別に趣味ではないけどね……わかりきったことをわざわざ考えるのも面倒なんだよ」

「……俺にはまだわかってない。説明してくれ」

「めんどくさっ」

　若葉は本当に嫌そうに言うと、ころんと畳の上に寝転がった。

　脚を伸ばして、あぐらをかいている俺の膝に乗せてくる。

　珍しい、こいつが甘えてくるなんて。

　他人にはわかりにくいだろうが、こうやって身体をくっつけてくることが若葉の愛情表現なのだ。

　意外と、俺がいなくて寂しかったとか……？

「こうしたほうが楽なだけだからね」

「……わかってる」

　やはり、兄の考えてることはお見通しなようだ。

　とりあえず、話の続きを促してみる。

「はぁ……つまりさ、その翼沙家の双子みたいな人たちが、そう存在するとは思えない。少なくとも、兄さんの人生で今後同じような人たちと出会う可能性は限りなくゼロに近い」

「だから、双子を逃がすなって？」

「ううん、別に。誰かを好きになりたいというなら、そうしろって話。私みたいに、恋愛と無縁なまま生涯を終えるつもりなら、今すぐ翼沙家を出て、ウチのラーメン屋の手伝いをすればいい」

「妹の口から聞き捨てならない台詞が出た気もするが。恋愛と無縁とかなんとか……」

「余計なツッコミはいらない。漫才してるんじゃないんだから、ツッコミなんて無意味なやり取りだ」

「それもツッコミじゃねぇのか……って、まあ言いたいことはわかる」

　二人の人間を同時に好きになってしまう俺は、同時に俺を好きになってくれる誰かがいない限り、まともな恋愛などできない。

　二人と恋愛している時点でまともからはほど遠いが……。

「だいたい、兄さんは人をバケモノみたいに言うけど、二つの人格でものを考えてるのは私と同じ。誰かに相談する必要なんてない。誰よりも近くに、相談できる人間──人格があるんだから」

「同じ人格なんだから、相談しても同じ答えしか出ねぇだろ」

「そうとは限らない。人間は矛盾を抱えた生き物だから。たぶん、クローン人間が実用化されても、オリジナルとはまったく別の人格になる。仮に数体のクローンを同じ環境で育てても、確実に個体ごとの誤差は生じるだろうね」

「また極端な例を持ち出してきやがるな」

　とはいえ、俺が悩まないのは事実だ。

　だからこそ、雪月に告ったとき、双子の話を持ち出されても即答できた。

　雪月と風華に迫られても、それに応えるべきかすぐに答えが出た。

　キスも、おっぱいを揉んだり吸ったりも、ためらいはあったが、もう一人の自分がゴーサインを出せばすぐに行動に移してしまう。

　そう──俺は悩んだときには、もう一人の自分に訊く。

　どちらかが否定することも、実は何度かあった。

　この賢い妹に言わせると、俺の場合は九九パーセント同じ人格で、一パーセントだけ違うらしい。

　だから、意見に齟そ齬ごが出ることもある。

　パーセンテージは適当だ、とも若葉は言っていた。

　この世に一〇〇パーセントというものはありえない、というのが若葉の意見だ。

　特に人間のメンタルなどという曖昧なものに、完全な同一性はありえないと。

　だが、二人の俺が、同時にゴーサインを出したらもう迷わない。

　たった二人でも満場一致なら、自分の中で確たる答えが出ているということで──迷うだけ時間の無駄だと思っている。

　だから、雪月と風華についても──自分の中で答えが出ているなら、迷うことはないということだ。

　それに加えて、誰よりも賢いことを知っている妹が、これが最初で最後のチャンスだと断言するのなら。

　俺は、自分が何者であろうと手放すべきではないのだろう──彼女たちを。







１０　双子は真実とともにすべてを求めてくるらしい




「あ、真まさ樹き。いただいてるわ」

「真樹さん、美味しいですよ」

「…………」

　家を出る前に、店にもう一度顔だけ出しておこうかと思ったら。

　見覚えがありすぎる双子が、店のカウンターに並んでラーメンをすすっていた。

　横には、ギョーザとチャーハン（普通サイズ）まで置かれている。食いすぎだろ。

「安心しろ、真樹。お嬢さんたちには、ちゃんとニンニク抜きのギョーザを出しといたからよ！」

「親父、ニンニク抜きのギョーザなんて男らしさのかけらもない腰抜けの食い物だ、とか言ってなかったか？」

「最近はじぇんだーふりーの世の中なんだよ。ラーメン屋も時代に合わせて、あっぷでーとしねぇとな！」

「…………」

　この親父、よくわからずにしゃべってやがる。

　若わか葉ばが適当な単語を吹き込みやがったんだろう。

「ニンニク抜きでも、コクがあって美味しいですよ、このギョーザ」

「うん、肉汁がじゅわっと溢れてきてたまんない。具の一つ一つの味が引き立ってて最高にうんまいね」

「……まあ、ゆっくり食ってくれ。二人分合わせて二千五六〇円な」

「こら、央なかば！　食事中に会計の話をすんじゃねぇ！」

「わかってる、わかってる。冗談だよ」

　そもそも、この二人から金を取るわけにはいかない。

　俺が毎日タダ飯を食わせてもらっているのだから。

「ていうか、雪ゆ月づきたちはなにしてるんだ。風ふう華かの歓迎会じゃなかったのか？」

「そうでしたけど、抜けてきちゃいました」

「主役抜きの歓迎会とは斬新……でもないのか？」

「みんな、遊ぶ理由があればいいのよ。風華はダシにされただけね」

「リア充陽キャの考えることは理解しがたいな」

　なんでもいいなら、理由なんか無理につけずに遊びに行けばいいじゃないか。

　実際、まだ歓迎会が続いてるんだろうか……？

「ついでに俺もメシにするか。親父、レタスチャーハンと唐揚げだ」

「自分でつくれ」

「どんな店だよ!?」

　ふざけつつも、親父はちゃんと注文に応じてくれた。

　久しぶりの親父のメシを食って──

「はー、食った食った。味はともかく、量はたっぷりだからな、ウチのは」

「……相変わらず凄い食べるわね、真樹」

「心なしか、わたしたちのお料理より美味しそうに食べていたような」

「そ、そんなことは」

　レタスチャーハンと唐揚げに、豚骨ラーメン大盛りとジャンボ餃子まで追加注文してしまった。

　悔しいが、親父のつくるメシは美味い。

　この味に慣れてるというのもあるだろうが。

「じゃあな、親父。母さんにもよろしく」

「今日のお代は全部おまえにツケとくわ」

「……もう実家の敷居をまたぎたくなくなるな」

　そんなやり取りをしつつ、店を出る。

　母さんはどこまでネギを仕入れに行ったのやら。

　産地まで行ったんじゃねぇだろうな？

　それはともかく、俺と双子は駅のほうへと向かうことにする。

「今日も美味しかったわね。あの味、あたしたちも再現してみたいわ」

「味の記憶が鮮明なうちにやってみましょうか。レタスチャーハン、唐揚げ、豚骨ラーメンに餃子でしたね」

「俺の好物を狙い撃ちしなくても」

　双子は、キャッキャとはしゃぎながらレシピを考え始めている。

　別に研究しなくても、親父は雪月と風華になら喜んで店のレシピを教えるだろう。

　親父は若い女性客に甘い。それが、俺が世話になってる双子の美少女ならなおさらだろう。

　つーか、ウチの家族は翼沙姉妹をなんだと思ってるんだろうな？

　同居していることは知っているだろうが、付き合っている──とわかっているのか？

　いや、そちらも気になるが──

「雪月、風華。それで？」

「ん？　なによ、それでって」

「真面目なお顔ですね、真樹さん」

「なんでいきなり、ウチの店に来たんだ？」

「真樹こそ、急に里帰りなんて」

「ホームシックになるようなタイプじゃないですよね」

　やっぱそう思うよな。自分でもそう思うくらいだし。

「俺は実家に……妹に用があっただけだ。親父と母さんはともかく、妹はまだ中学生だしな。しばらく顔を見なけりゃ、心配して当然だろ」

「実はシスコンですか、真樹さん。つまり、妹が好き。妹のわたしが好きということですか？」

「風華は俺の妹じゃないだろ！」

「まさか、そんなところで差がつくとはね。あたしたち姉妹は二人で一人だけど、姉と妹って区別だけはどうにもなんないからね。社会的に」

「社会的に……」

　まさか、社会なんてものが俺たちの前に立ちはだかってくるとは。

　いや、別に立ちはだかってないが。

「別にシスコンでもない。実は妹は、ちょっと問題児なんでな」

　若葉が実は問題児であることに誰も気づいてないのが問題だ。

　高すぎる能力が、いつトラブルの種になるかわからない。

　兄としては、あまり長いこと目を離せない。

「なるほど、問題児になれば真樹さんに気に懸かけてもらえるわけですね……」

「ウチの妹が悪いことを覚えてるわよ」

「やめろ、やめろ。転校したてでなにをやらかす気だ、風華は」

　ナチュラルに他校に潜入していた風華のことだから、杞憂とは言えない。

　もちろん、妹と同じくらい、もう雪月風華の双子のことは放っておけない。

　俺って、いつの間にか双子を身内のように思い始めているな。

「真樹、あんたのトコに亜あ沙さと優ゆ羽うが来たんでしょ？」

「……いきなりだな」

「あの二人は定期的にわたしたちの様子を見に来ていたので。真樹さんが我が家にいらしてからは、一度も姿を見てませんでしたが、いつか来るだろうと思ってました。メイド服なんて、時代錯誤もいいところですよね」

「最近、別の双子もメイド服を着ていたが」

「亜沙と優羽はメイドの誇りにかけて、メイド服以外の衣装を着て仕事はできないとか言ってますね。わたしたちも誇りを持って、真樹さんのためにエロメイドコスをしましたけど」

「仕事着として着ているほうがまともに思えるような……」

　メイド服がコスプレ衣装にしか見えないのは否定できないが。

「いえ、服装のことはいいのよ。遅かれ早かれ、亜沙と優羽は来ると思ってたから、それはいいんだけど……あたしたちのいない隙をついたっていうのが問題だわ」

「つまり、真樹さんになにか不安要素があると──少なくとも、亜沙と優羽、それに翼沙家がそう思っているということですよね」

「まあな」

　俺の口から話そうと決めていたし、説明するなら早いほうがいいだろう。

　双子はどう思うだろうか。

　わけがわからない、とぽかんとする可能性が一番高い。

　雪月と風華、亜沙と優羽の〝双子〟という明確にわかりやすいものとは全然違う。

　運命の双子、なんていう厨二感のあるわかりやすいキーワードもない。

　俺の中に俺が二人いる──そんなものは、ただの妄想だと思われても無理ないだろう。

　だが、雪月たちが〝二人の俺〟が信じられないとしても。

　俺が双子を同時に好きになっている、ということだけは信じてもらえないだろうか。




　翼沙家の俺の部屋は、広すぎて未だに落ち着かない。

　あるいは、落ち着かないままここを出て行くこともあるだろう。

　まだここでの居候生活は夢のようで、そんなことを考えてしまう。

　時刻は夜の十一時。

　俺は大きなベッドに横になり、天井を見上げている。

　帰宅後は、いつもと変わらない夕食だった。

　晩飯を食ったら風呂を済ませ、リビングで動画を眺めたりしてから、それぞれの部屋に戻った。

　まるで、夕方の一件などなかったかのようだった──

　夕方、実家を出てからの帰路のことを思い出す。

　マンションへの道を辿りながら、俺が話したときの双子の様子を。

　俺の〝二つの人格〟の説明に、双子たちは驚かなかった。

「まあ、あたしたちがこんなんだし、真樹にもなにかあるかもとは思ってた」

「二つの人格、ですか。よくわかりませんが……嘘だとも思えませんね」

　実にさらっとした反応だった。

　実際、俺が二人いることのメリットは〝脳内で会議ができる〟という程度だ。

　あるいは、俺は二人だけだが何人も抱えている人もいるのかもしれない。

　二人では多数決も採れないが、奇数の人格がいれば迷ったときは決を採るという方法がある。

　ただ、俺が二人いようが三人いようが、雪月と風華が困ることはない。

　翼沙家にも、なんの影響もないだろう。

　それでも、俺が双子たちに自分のことを明かせなかったのは──

　自分で自分を異常だと思っているからだ。

　人格が二人というのはあくまで俺の内面の話だが、二人の女子を同時に好きになるのは外部の話だ。

　俺一人だけで完結している事象じゃない。

　別々の二人の人間を同時に好きになるなんて──

　これじゃ、まともな恋愛なんてできるわけがない。

　しかも今は、性欲がセットでついてくる。

　ここ数日のことも、雪月と風華に誘惑されたなんて思っていない。

　俺が断ろうと思えばできたのだし、どうあってもこちらから積極的に求めた──というのが事実だ。

　エロ動画じゃあるまいし、「三人でヤろう！」など現実的ではない。

　いや、実際に三人でいろいろヤってしまったわけだが……。

　どうしても、雪月と風華を好きになった以上、身体の結びつきも求めてしまう。

　あらためて確認できたが、もう高校生にもなれば恋愛と性欲は切り離せない。

　恋愛関係を築くには、性的なことは決して小さな問題とは言えないだろう。

　だから、俺が誰かを好きになってもその感情はどこにも向けてはいけない──そのはずだった。

　だが意外なことに、俺のそんな感情を満たしてくれる相手が現れたのだが──

　別に、雪月と風華は俺の異常性に対応するために生まれたんじゃない。

　そうだ、まるで俺が雪月と風華を利用しているように思えるからだ。

　もちろん、考えすぎだというのもわかっている。

　だが、俺はどうしても後ろめたさを感じてしまう。

　二人の女子──それもずば抜けた美少女二人と付き合うという、信じがたい幸運をこのまま受け入れ続けていいのか、とすら未だに思ってる。




「真樹」「真樹さん」




「…………っ！」

　急に天井の灯りが消え──かと思うと、薄明かりがついた。

　フレイヤの声はしなかったが、照明がムーンシャインに変わったようだ。

　同時に聞こえた声に、俺は慌てて飛び起きる。

　ベッドの上で横を振り向くと──

「待たせたわね」

「お待たせしました」

「……別に待ってなかったが」

　ベッドの横に、雪月と風華が立っている。

　二人はまったくお揃いの、白いワンピース姿だ。

　細い肩紐から肩が剥き出しになっていて、襟元も広く開いているために豊かなふくらみの谷間がくっきりと覗いている。

　薄い布地越しに、胸の頂点がぷっくりと浮かんでいるようにも見える。

　もしかすると、双子はブラジャーを着けていないのかもしれない。

「……まったく見分けがつかねぇな」

「でしょ？」

「ですよね」

　見分けがつかないのは前からだが、今日の二人は──まったくの同一だった。

　双子は髪を結びもせず編みもせずに、そのままストレートに下ろしている。

　いつも、どちらかが結んだりしていたからか、今の今まで気づいてなかった。

　双子は髪の長さまでまったく同じだ。ミリ単位で揃っているかもしれない。

　雪月は明るい茶髪で、風華は漆黒と呼べるほど黒い髪。

　だが、今は──

「なるほど、髪を染めたのは──風華のほうなんだな？」

　二人揃って、明るい茶色の髪になっている。

　少し迷うところだったが、答えを間違えたくなかった。

「あたしが茶色に染めてたと思った？　実は、風華のほうが黒に染めてたのよ。あたしたち、地毛が茶色なのよ」

「地味に意表をついてきたな」

　特に疑いもせずに、雪月のほうが茶色に染めていると思い込んでいた。

　確かに、日本人でもたまに地毛が茶色の人間はいる。

　ウチだって俺は真っ黒だが、若葉は若干色素が薄い。

「わたしは地味陰キャですからね。地毛の茶だとイキってると思われるので、黒くしていたんです」

「嘘だからね？　黒髪ロングの清楚キャラを演じようとしてるだけよ、この子は」

「髪の色なんか、茶だろうが黒だろうがピンクだろうがかまわない」

「ちょっと待って、迂闊なこと言わないで、真樹。風華の場合、そんなこと言ったら、マジでピンクに染めるから」

「そういや、最初にホテルに連れ込まれたときも、勢いで茶色に染めようとしてたな」

「懐かしいですね」

「いや、一ヶ月も経ってないだろ」

　あれも、今思えば風華が黒く染めていた髪を、さらに茶色に染めようとしていたわけだ。

「髪の色を変えることが重要だったんです。髪型を変えただけでは親でも区別がつかなかったので。ですから、色そのものはどうでもよくて。ピンクでもわたしは別に」

「ほらほら、もうその気になり始めてるから！」

「でも、今は元の色に戻したんだな？」

「黙ったら、どっちがどっちかわかりませんよね？」

「黙ったら、どっちがどっちかわからないわよね？」

　雪月と風華は、向き合って両手を握り合うと──

　ベッドの横で、くるくると社交ダンスのようにステップを踏んで踊り始めた。

　二人の身体が回り回って、どちらがどちらだったか、わからなくなってしまう。

「……なにしてんだ、おまえたちは」

　雪月と風華は唐突にピタリと立ち止まると、二人揃ってベッドに上がってきた。

「「私たち、見分けはつきますか？」」

「つかない」

　近づいてくる、まったく同じ顔の少女二人に即答する。

　髪の色も、顔も口調も声も身体付きも、すべてが同じ。

　俺の中のもう一人も「わからない」と同意して、二つの人格の答えは一致している。

「おまえたちの、どちらが雪月で風華なのか、どれだけ見てもわからない」

　俺は両手を伸ばして、双子の頬に触れる。

「触った感触まで同じだな。いや、雪月と風華の頬の柔らかさなんて覚えてるわけもないが」

「「でしょうね」」

　しゃべるタイミングまでぴったりとシンクロしている。

　双子は、お互いの顔を一切見ていない。

　それでも口を開くタイミングまで合わせているのは、二人が運命の双子だからか。

「見分けはつかなくても──俺は雪月が好きで風華も好きだ」

　俺は雪月か風華かわからない、少女とキスする。

「んっ……」

「あ……」

　キスされたほうの少女が小さな息を漏らし、もう一人がうっとりした目で自分の分身を見つめる。

「俺は風華が好きで雪月も好きだ」

「んんっ……」

「あっ……」

　今度はもう一人のほうにキスすると、そちらもまた小さな息を漏らし、もう一人がうっとりした目をする。

「俺は、雪月と風華が好きだ。二人とも好きだ。俺の中の〝二人の俺〟が雪月を好きで風華が好きなんだ」

「「……ややこしい話です」」

　二人は同時に言うと微笑んで──ちゅ、ちゅっと順番にキスをしてきた。

　それから──三人で舌を伸ばして同時に絡め合う。

「ふぁっ、んっ、ちゅっ、んっ……んんっ」

「んんっ、んっ、ちゅっ、んっ……ふぁっ」

　たっぷりと舌を絡めて味わい尽くしてから、俺たちは顔を離した。

「でも、それでいいんです。あなたが二人いたってかまわない。いえ、わたしたちはあなたの中にあなたが二人いることが嬉しいんです」

「二人のあなたに、二人のわたしたちを好きになってもらえるんですから」

「「やっぱり、あなたが」」

　双子はまた顔を寄せてきて、舌を伸ばして二人同時にキスしてくると──

「「運命の双子の、運命の人です」」

　舌を絡め合い、強引に三人で唇を重ねて。

　二人は熱い吐息を漏らしながら、わずかに顔を後ろに引いた。

　そうだ、俺にとっても雪月と風華は運命の相手だ。

　ずっと若葉以外の誰にも明かすことすらできなかった、二つの人格をこんなにも簡単に受け入れてもらえるなんて。

　想像もしていなかったが──本当に、この二人に出会えてよかったと思う。

「ありがとうな、雪月、風華。どっちがどっちかは、やっぱりわからないけどな」

　俺が思わず苦笑してしまうと。

　双子のほうは、にっこりと微笑んでくれた。

「……あたしが雪月よ」

「わたしが風華です」

　二人の微笑みは、やはりまったく同じものだった。

　右が雪月で、左が風華。

　どちらがどちらなのか、俺は少しもわかっていなかった。

　だが──茶髪の雪月と黒髪の風華、二人のいつもの姿が見えるような気もする。

「ねえ、真樹」

「なんだ、雪月」

「わたしたち、その……キ、キスもその先も……たくさんしましたけど……最後だけは、その……」

「あ、ああ」

　さすがにその話は俺も照れくさい。

　双子たちも恥ずかしいようで、揃って真っ赤になっている。

　確かに、双子は告白した当日から大胆だったが、実はまだ一度も一線は越えていない。

　あれだけおっぱいを揉んだり吸ったり、ペニスをしゃぶってもらったりしたというのに。

　双子から拒否されていたわけでもないが、なんとなくそこまで踏み込めない雰囲気があった。

　俺も焦るつもりはなかったから、雪月と風華に催促したことはない。

　もちろん、したいかしたくないかで言えば──答えは決まっているが。

「キ、キスは……あたしが最初のをもらったから」

「今度はわたしが最初に──え、えっちしてもらうか……それともやっぱり姉で最初に告られたゆづ姉が一番がいいか、とか、悩んだんです」

「迷うことがたくさんありすぎて、決められなかったのよ」

「それに──他のことはだいたい同時にできますけど。キスだって、無理矢理ならなんとか三人でも……」

「だけど、同時に二人ってわけにはいかないこと、あるわよね？」

　もちろん、双子がなんのことを言っているのか、はっきり理解している。

　俺が中に二人いようが、ぶっちゃけると──セックスだけは二人同時にというわけにはいかない。

「……俺は急がない。どちらが先だろうが、俺は気にしない。おまえたちが気にするなら、好きなだけ迷ってくれていい」

「マジで？　マジでそれでいい？」

「本当ですか？　本当にそれでいいんですか？」

「……ああ」

「なんか間があったわ！　やっぱ、早くあたしらとヤりたいんじゃないの!?」

「真樹さんも男の子ですね……毎日おっぱい吸わせてあげて、あ、あれも……二人でおしゃぶりしてるのに、まだ足りないんですね……」

　俺はノーコメントを貫く。

　もちろん俺としては早めに結論を出してくれれば嬉しいが、急かすつもりがないというのも本当だ。

　どちらが先であろうと、この可愛すぎる双子を抱けるなら文句などあるはずもない。

「まったくもうー……いえ、あたしたちを求めてくれるのは嬉しいわ」

「そうですね……わたしたち二人を同時に求めてくれるのは嬉しいです」

「「だから」」

　二人は声を揃えてそう言うと。

　するり、と白のワンピースを脱ぎ捨てた。

　ムーンシャインの淡い光の中に、双子たちの真っ白な肌が浮かび上がっている。

「…………」

　俺は、思わずごくりと唾を呑み込んでしまう。

　実はこれまで、雪月と風華の全裸は一度も見ていない。

　脱ぎかけの姿は何度となく見てきたのに。

　二人は、ベッドの上に乗っかってぺたりと座り──左右対称の同じポーズを取る。

「本当に、まったく同じだな」

「でしょ？」

「ですよね？」

　小さな顔、長い茶髪、細い首、華奢な肩、すらっとした腕、大きくふくらんだ二つの胸、その頂点でわずかに尖っているピンク色の乳首、真っ白な腹とへそ、その下──さらにほっそりとした太ももから膝、向こうずねからきゅっと締まった足首。
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　なにもかもが、計って合わせたかのように同じだ。

「最後までは……まだだけど」

「他ならなんでも、どこでも……わたしたちのおっぱいも、お尻も」

「太ももも、それに唇も──おっぱいも好きにしていいわ」

「はい、わたしたちのお口とおっぱいを好きにしてください」

「そんなものは……これまでもこれからも好きにさせてもらう。俺が好きな二人の、俺を好きだと言ってくれる二人の身体なんだからな」

「そうよね♡」

「ですよね♡」

　雪月は明るく笑い、風華はくすりと笑って──左右から、がばっと俺に抱きついてくる。

　やはり、今の二人はいつもの茶髪と黒髪、俺がよく知る姿に見えて──

　本当は雪月と風華が逆かもしれないが、俺が二人を好きであれば、それでいいのだろう。

「好きにして♡　ちゅっ♡」

「好きにしてください♡　ちゅっ、ちゅっ♡」

　雪月がキスしてきて、次に風華が二度キスしてくる。

　一番手をもらった雪月は一度、二番手に甘んじた風華は二度。

　たぶん、二人の基準ではそれで公平なのだろう。

　もちろん、俺も二人を公平に可愛がりたい。

「きゃんっ♡」

「あぁんっ♡」

　俺は二人の胸を同時に揉んでいく。

　手触りも手応えもまったく同じだ。ふにょふにょと形を変える胸を揉み、ぐいっと乳首をつまんで引っ張り、くりくりとこねるようにする。

　双子は甘い声を上げ、身体を反らしてされるがままだ。

　たっぷりと胸の柔らかさと弾力を味わうと、雪月と風華は俺にもたれるように抱きついてきた。

　二人の肌の感触を味わいながら、次々と二人とキスを交わしていく。

「んっ、ちゅっ……もうっ、激しすぎよ……♡」

「は、激しいの……嫌いじゃないです……ゆづ姉もですよね？」

「す、好きに決まってるでしょ。好きな男に胸をこんなにされて……嫌なわけないでしょ」

「ですよね……わたしも、もっとあなたに身体の全部、味わってほしいです♡」

「最後まではしないが……それ以外は、全部やらせてもらう。俺の雪月と風華、二人の身体を全部な」

「う、うん♡　きゃっ」

「は、はい♡　やんっ」

　俺は両手を伸ばして二人の尻を掴み、ぐいっと引き寄せる。

　ベッドの上で三人でしっかりと抱き合いながら──

　何度も何度もキスをして、その胸を揉み、尻を撫で回し、ピンク色の乳首を舌で味わう。

　どちらがどちら、など本当にもうどうでもいい。

　俺と雪月と風華、三人でまるで溶け合ってしまっているかのような。

　双子は二人で一人、一人で二人──俺も二人で一人。

　そして、三人で──一人なのかもしれない。

「す、好きっ、もう大好きっ……♡」

「好きです、大好きですっ……♡」

「ああ、俺も……」

　そんなことすらもどうでもよくなり、二人の甘い声と柔らかな肌の感触だけがすべてになっていく。

　俺と双子の時間は、ここからまた始まっていくのだ──







エピローグ




「実はさ、あたしと風ふう華かって真まさ樹きと付き合ってるんだよね」

「はい、わたしとゆづ姉は真樹さんとお付き合いさせていただいてます」

「は……はぁっ!?」

　ある日の休み時間。

　雪ゆ月づきが友人たちと話をしていると思ったら、そこに風華がまざり──

　脈絡もなく爆弾を放り込んだ。

　真っ先に叫んだのは、鷹たか耶や理り衣い奈なだった。

　まじまじと雪月と風華の顔を交互に眺めてから、驚くほどの速さで俺のほうを振り向いてきた。

「まっ、真樹くん!?　おおいっ、どういうことなの!?」

　鷹耶は俺を睨みつけながら、教室中に響く声で叫んだ。

　同時に、ざわざわと他のクラスメイトたちも騒ぎ始める。

　教室で一番目立つ美少女の雪月。

　同じく目立つうえに転校生の風華。

　それに、悪い意味で一番目立つ真樹──俺。

　ただでさえ男と双子の女の三人で付き合ってるというだけでも異常すぎる。

　さらに、教室でもっとも目立っている三人という組み合わせなら、騒がないほうがおかしい。

　逃げようかと思ったが、登校拒否か退学にでもならない限り、逃げ切れない。

　それに、敵前逃亡は男らしくないだろう。

　俺は浮かしかけた腰を下ろし、あえて深く椅子に座り直して、さらに偉そうに背中を反らせて腕組みした。

　ただでさえ無駄にデカい身体が、余計に大きく見えるポーズだ。

「雪月と風華が言ったとおりだ。俺は、翼沙雪月と翼沙風華の二人と付き合っている。なにか文句があるのか？」

「……文句はない、けど」

　ぐぬぬ、と鷹耶がなぜか悔しそうにしている。

　親友とその双子の妹が突然、絶対にありえなさそうだった相手と付き合っている。

　鷹耶だけは俺が雪月に告ったことは知っていたが、まさか雪月のほうがＯＫしたとは思ってなかったのだろう。

　ましてや、妹のほうとも付き合っているなど──

　風華は転校初日にカレシがいると明かしていたが、鷹耶も相手が俺とは夢にも思わなかったに決まってる。

　なにもかもが想像を越えてきたのが悔しいのだろうか。

　そんなこと、想像できるほうがどうかしているけどな。

「雪月、風華、来い」

「あはは、えっらそうに」

「ふふ、ゾクゾクしますね」

　そんなことを言いながら、双子は俺の机のそばまで歩いてきて──

「ま、そういうことで、あたしは真樹のカノジョで、今後あたしに告ったりしても無駄だからよろしく」

「転校生でゆづ姉の双子の妹のわたしですが、真樹さんのカノジョとしてもよろしくお願いします」

　ぴたりと俺に寄り添い、抱きつきながら笑っている。

　まるで俺が二人を我が物にしたかのように見えるだろう。

　実際、俺のものと言っても双子はにっこり笑って肯定してくれるだろうけどな。

　豊かな二つのふくらみ──いや、四つのふくらみが俺の両腕に押しつけられている。

「えぇ～、マ、マジで……なんでそんなことに……」

　鷹耶が、呆あっ気けに取られた顔で俺たちを見ている。

　他のクラスメイトたちも似たり寄ったりの顔だ。

　そして──

「「ちゅっ♡」」

　ダメ押しのように、雪月と風華は左右から俺の頬にキスしてきた。

　うおおっ、と教室のざわめきがさらに大きくなり、空気が熱く盛り上がっていく。

　さあ、これでもう後戻りはできないぞ──




「あはははっ、ヤバかったわね、あの空気！」

「みなさん、凄い顔されてましたよ。動画で撮っておきたいくらいでした」

「二人とも人が悪いな……」

　そう言いつつも、俺もなんとなくニヤけてしまう。

　三人で並んで校舎から校門への道を歩いている。

　双子は、俺に身体をくっつけるようにしていて、腕や脚、柔らかな胸の感触が伝わってくる。

　当然ながら、校内でも人気トップの美少女の雪月、双子の妹で美少女の風華、それに悪の化身のように恐れられている俺──

　この三人が付き合っているという噂は、五分とかからずに校内の隅々まで伝わったという。

　このＳＮＳ全盛時代、噂が光速で伝わるのは普通のことなんだよな。

「でも、ガチだしね。あたしはもう、隠すつもりはないわよ」

「わたしもいつでもどこでも真樹さんとイチャつきたいです」

「……お手柔らかにな。俺のイメージもあるし」

　後半は冗談だ。

　といっても、女子とイチャついていたら俺のイメージが崩壊するのは間違いないだろう。

　まあ、俺は顔がイカついだけで、別に硬派でもなんでもないから、女子とチャラチャラしていても問題はない。

　磨き上げてきた、〝他人の視線を気にしない〟スキルがこんな形で役に立つとは。

「あたしのイメージこそ壊れそうだけどね。こんな風に、堂々と男の子にじゃれつくなんて誰も思ってなかっただろうから」

「ゆづ姉はスクールカーストの女王様ですからね。誰とも付き合わないから、男嫌いだと思われてたんじゃないですか？」

「そうかもね。でも、風華だって清楚でおとなしそうに見えたのに、この怖がられてる真樹と付き合ってたなんて。イメージ大崩壊よ」

「あはは、イメージなんて壊しちゃえばいいんですよ」

「おまえら、言いたい放題だな」

　とはいえ、清楚な美少女がヤンキー男（ヤンキーじゃないが）と付き合っていたら、ショックを受けるヤツも多いだろう。

　ショックを受けて寝込んでも、俺は責任取れねぇけどな。

「ま、みんなにいくら騒がれたって、あたしたちの幸せと比べたら、どうでもよすぎるわね」

「はい、堂々と真樹さんとイチャイチャするのがわたしたちの幸せですから」

「二人とも、メンタル強すぎるよな……」

　双子に過剰に備わっているのは愛情だけではないのかも。

　いや、互いに互いを補い合っているのか。

「さあ、お楽しみはこれからよね。コソコソ付き合うのはおしまい、みんなにもあたしたちのことを認めさせていかないと」

「どうしたって、わたしたちと真樹さんの関係は秘密のままでは続けられませんからね」

「……ちょっと待て、おまえらなにか隠してないか？」

　双子との付き合いを公表するのは、俺も賛成した。今日いきなり言うとは思ってなかったが。

　賛成した理由は簡単で、コソコソするのは男らしくないからだ。

　もちろん、双子が秘密にしたいことがあるなら、俺も全力で守るが……秘密は気になる。

「隠してませんよ、わたしたち双子は真樹さんと一緒にいたいんです」

「バレたら終わり、なんて関係にしたくないのよ。そう思えるようになったのは、真樹に可愛がってもらってからだけどね」

「決定的にそう思えるようになった──ということですね」

　どうやら、全裸の二人と激しく求め合ったあの夜が、二人を変えたらしい。

　双子には今、思うところがあるようだが──俺はまだそれを知らない。

「ねえ、真樹。あたしたちは一応これでもお嬢様なの」

「それは知ってるが……」

　俺が戸惑っていると、雪月がぎゅっと腕にしがみつくようにしてきた。

「だから、ある程度は未来が決まってるのよ。自由にやれるのは、高校生の今のうちだけ」

「なに……？」

「わたしたちの自由は限られているんですよ。残された時間は──多くないんです」

　今度は、風華も隣から姉と同じようにしがみついてくる。

　残された時間──まるで死の宣告のようだ。

「わたしたちは、いつか別々の誰かを選ばされます。将来を供にする相手を」

「死が二人を分かつまで、ってヤツね」

　双子はそう言うと、一瞬だけ寂しそうに笑い──

　ふっと今までに見たことがない、真剣な表情を同時に浮かべた。

「その前に、真樹さんと──わたしたち双子を一緒に可愛がれるあなたとの関係を、友人にも家族にも──いいえ、世界すべての人たちに認めさせたいんです」

「今日のことは、その第一歩。まずは学校で、あたしたちの関係を公表して認めさせないとね。ここから始めていくのよ」

「それはまた……壮大な計画だな」

　まさか、この双子がそんなことを考えていたとは。

　だが、お嬢様たちの人生にレールが敷かれているというのは頷ける話だ。

　このままでは、俺と双子の関係はそう遠くない未来に終わってしまうということも理解できる。

　その未来を阻止するためには──

「俺になにができるかわからんが、少なくとも──俺はおまえたちを離さない」

　思いっきり周りに他の生徒たちがいるが、かまわなかった。

　俺は一度二人から離れて、双子のまったく同じ華奢な肩をがしっと掴む。







[image: ]







「うん、真樹が離れたいって言っても絶対にあたしたちは離れないわよ。覚悟しといてね」

「幸い、二人いますからね、わたしたちは。しっかりあなたを捕まえられます」

　二人は笑って、ぴたりと寄り添ってきた。

　双子とともに、俺は歩いて行く。

　俺の中にいる二人も、双子と並んでいることは間違いではないと意見を一致させている。

　まだまだ、この先はわからなくても──二人との、二つの恋を同時に進められる俺なら。

　俺を同時に想ってくれる二人となら。

　なにも迷わず、進んでいけるだろう──




《つづく》










電子版特典ＳＳ　双子姉妹はメイドに頭が上がらないらしい




　翼つば沙さ雪ゆ月づきと翼沙風ふう華かは双子の姉妹だ。

　高校二年生で、雪月は派手なギャル、風華は黒髪の清楚系。

　一見、対照的な二人だが、よく見ると顔のつくりや身体付きまで同一と言っていいほどそっくりだ。

　並外れた美少女で、胸はグラドル並に大きく、全体はすらりとしている。

　そんな二人は──現在、とても厄介な状況に陥ってしまった。

　双子は幼い頃からなにもかもがシンクロしてしまっていたが、なんと同じ男を好きになってしまったのだ。

　相手の男は真まさ樹き央なかばといって、雪月のクラスメイト。

　その男も双子に負けず劣らずのクセモノで、二人で彼を落とすことが今の雪月と風華の最優先事項となっている。

「でもほら、あたしら可愛いし？　おっぱいも大きいし、腰だってきゅってくびれてるじゃん。真樹なんて、もう落としたも同然じゃない？」

「わたしは殿方が好みそうな清楚タイプですし、ゆづ姉も尻軽そうでこれはこれで男性に好かれるかもしれません」

「風華、トゲがあるわね……このぉっ、妹のくせにっ」

「きゃあっ、ゆづ姉、抱きついておっぱいを押しつけないでくださいっ」

　雪月が風華の後ろに回り込み、腕で首を絞めるマネをする。

　ここは双子が住むマンションのリビングで、彼女たちは真樹央を落とすための作戦会議中だ。

「お嬢様たち、姉妹百合プレイはその辺で」

「お嬢様たち、私たちに目の保養をさせても仕方ありません」

「……別に、亜あ沙さと優ゆ羽うを喜ばせてるわけじゃないわよ」

「……わたしたちのじゃれ合いを見て喜ぶのもどうかと思いますが」

　双子は呆れつつソファに座り、そばにいる二人の少女を見つめる。

　広いリビングの中央に立っているのは──

　セミロングの銀色の髪、白のヘッドドレス。

　整ってはいるが、表情に乏しい人形のような顔。

　それに黒いメイド服という、まったく同じ格好の二人だった。

　二人の少女は永なが見み亜沙と優羽といい、双子より一つ年上の十八歳。

　なんとこのメイド二人も、翼沙姉妹と同じく双子だ。

　髪色や性格が真逆の雪月たちとは違い、クローンかと疑うほどにすべてがそっくりに見える。

　このメイド二人は、普段は翼沙家の本邸で働いているが──

　今日は作戦会議の相談役として、雪月たちが二人で暮らすマンションに呼ばれたのだ。

「我々はお嬢様たちにお仕えすることだけが喜びですので」

「エロエロな姉妹百合プレイを見ても、鼻血が出る程度です」

「ぎゃあっ！　ホントに鼻血出てる、亜沙！」

「ゆ、優羽も同時に出てます！」

「「大変失礼いたしました」」

　亜沙は左、優羽は右の鼻の穴からまったく同じタイミングで同じ量の鼻血を出していた。

　双子メイドはクールな顔のまま、ハンカチを取り出して血をぬぐう。

「あんたら、あたしたちの裸だって飽きるほど見てきてるでしょ……」

「今さら、鼻血を出すほど興奮しますか、二人とも……」

　双子メイドは双子お嬢様より一つ上なだけだが、幼い頃から姉のように二人の令嬢の面倒をみてきた。

　雪月と風華を着替えさせたり、風呂に入れたりなどは当たり前だった。

「ですが、お嬢様方はずいぶんと発育がよろしくて……」

「年々大きくなるおっぱいや、ぷりぷりしたお尻には常に新鮮な感動があります」

「「…………」」

　双子お嬢様は、双子メイドのあまりにも率直すぎる台詞に黙って呆れてしまう。

　もっとも、雪月も風華もこのメイドたちの性格には慣れているが。

「ただ、そうですね。我々が喜んでいてはいけませんね、優羽」

「そのとおりです、亜沙。お嬢様たちに喜んでいただかないと」

　双子メイドは顔を見合わせて、こくんと一つ頷く。

「え？　いやいや、あんたらは真樹を落とす作戦のアドバイザーをしてほしいのよ」

「そうです、亜沙と優羽は一応わたしたちより年上ですし、恋愛の知識も少しはマシかと」

「なるほど……お嬢様方は我々を甘く見ていますね」

「たった一つ年上なだけですが、我々は世間知らずのお嬢様とは違います」

　双子メイドは、仕える令嬢二人をじっとクールな目で見つめている。

「ご相談の件と、お嬢様たちを喜ばせる──」

「両方を同時にこなすことも余裕で可能です」

「は？　亜沙、優羽、あんたたちなにを……」

　と、雪月が首を傾げたのと同時に。

　亜沙と優羽は、両手でロングスカートの裾を掴み、ぐっと大きく持ち上げた。

　細かいレースの縁取りがついた純白のパンツと、白いガーターベルトが丸見えになっている。

「ちょ、ちょっと！　亜沙、優羽、なにしてんの!?」

「うわぁ……ふ、二人とも、えっちな下着をつけてますね……」

　雪月と風華は、思わず身を乗り出すようにして──

　その視線は、メイド二人の白い下着に釘付けにされている。

「私たちは年上のお姉さんなので、下着も当然いやらしいデザインになっています」

「恐縮ですが、小娘のお嬢様たちの子供ぱんつとは違います」

「誰が子供ぱんつよ！　あ、あたしのパンツはセクシーな黒なんだから！」

「わたしは白ですが、シルクのえっちなパンツですよ……？」

　雪月と風華は、まだメイドのパンツを凝視しながら、不満そうに言う。

「色や素材にこだわっているうちは、まだまだですね、お嬢様」

「内面から滲み出してくる色気が下着の妖艶さを増すのです、お嬢様」

　双子メイドの言葉に、「うっ……」と双子お嬢様は怯んでしまう。

　実際、亜沙と優羽のメイド二人からは匂い立つような色気が溢れているのだ。

「だ、だいたい喜びはしないわよ、あたしたち。二人のパンツを見たってね。でも、亜沙。あんたら、そんな無表情でいいの？」

「そ、そうです、優羽。男の方を落とすなら……も、もっと恥じらいとかあったほうがいいのでは？」

　双子お嬢様が言うとおり、メイドたちは無表情でスカートをめくり上げ、その下着を見せつけてきている。

　二人の整った顔には、恥じらいなど一ミリもない。

「そんなことはありません。無表情でえっちな姿を見せつけてくることに興奮する殿方も少なくありません」

「人間の性癖は無限なのです。たとえお嬢様たちが懸想されている男性の好みに合わなくとも、反応はするでしょう」

　双子メイドはそう言うと──ようやくスカートを元に戻して。

「では、お嬢様たちもやってみましょう」

「大丈夫、男は結局エロで落ちます」

「ちょ、ちょっと!?」

「な、なんですか、いきなり!?」

「「我々は下を見せたので、お嬢様たちは上で試してみましょう」」

　メイドたちは、雪月と風華の服をいきなり脱がし始めた。

　雪月は白ブラウスにチェックのミニスカート、風華は白セーラー服に膝丈スカート。

　二人とも別の高校に通っており、それぞれの制服姿だった。

　雪月たちは、あっさりと制服の上を脱がされてしまう。

　このメイド二人は、幼い頃からお嬢様たちの着替えを手伝ってきたので、慣れたものだ。

「雪月お嬢様、風華お嬢様……胸のサイズだけは成長しましたね」

「風華お嬢様、雪月お嬢様……胸が大きいだけではエロくありません」

　雪月は黒のブラジャー、風華は白のブラジャーを剥き出しにされている。

　双子お嬢様は双子メイドと違い、顔が真っ赤だ。

　普段なら、メイドに全裸を見られても気にしないが、今は目当ての男を落とすためという目的があるからか、妙に恥ずかしい。

「そうです、こうやって……腕で胸を持ち上げるように」

「そうです、こうして……屈んで胸の谷間を見せつけるように」

「な、なんか異様に恥ずいんだけど……」

「わ、わたしたちで遊んでませんか……？」

　雪月と風華は照れて疑いつつも、メイドに言われたとおりにしている。

　黒のブラジャー、白のブラジャーに包まれた九〇センチの豊かな胸をメイドに見せつけ、二人のポーズのせいで谷間がくっきりだ。

「……ダメです、えっちすぎます」

「……これでは、その殿方が一瞬で落ちてしまいます」

　双子メイドはパンツを見せていたときは少しも見せなかった、恥じらいを浮かべて二人のお嬢様から目を逸らした。

「えっちならいいでしょ、亜沙！」

「やっぱりわたしたちで遊んでますよね、優羽！」

　双子お嬢様は怒りつつも、しっかりと誘惑ポーズは維持したままだ。

　なんだかんだで、お嬢様たちは双子メイドのことは信頼している。

　どんな馬鹿な作戦でも、メイドの話ならばついつい鵜呑みにしてしまう雪月と風華だった。

《了》










あとがき




　ブレイブ文庫さんでははじめまして、鏡かがみ遊ゆうと申します。

　いろいろなレーベル様でライトノベルを書きつつ、ＰＣゲームのシナリオライターだったりもする者です。




　今作『好きな子に告ったら、双子の妹がオマケでついてきた』は、タイトル通りの作品です。

　というか、仮タイトルがそのまま通った珍しい作品です。でも、こういうストレートなタイトルが当たり前になりましたからね。わかりやすいのは、良いことです。

　ある意味、二人目のヒロイン〝双子の妹〟を〝オマケ〟呼ばわりとは失礼な話ではありますが、妹のキャラを見ればそうではないことはおわかりかなと。ヤツはオマケで終わるタイプじゃありませんね……！




　実は作者は〝双子〟というモチーフが好きで、過去にも何度か作品に登場させています。

　ただ、メインとして出したのはこれが初めてかも？

　ちょいエロ展開を描くにも、凄く扱いやすいモチーフなんですよね。もし続きが出せるのなら、双子にやらせたいことはまだまだあります！　応援お願いします！




　実はこの作品の前にファンタジーを一本書いていました。１５０Ｐくらい書いたかなあ。

　メインヒロインが奴隷エルフで、割とお馬鹿なコメディでした。

　ただ、自分で納得できるクオリティに至らなかったのと、悩む僕に担当さんからのご提案などもいただき、今回のラブコメ作品に変わりました。

　別に流行に合わせたわけではないんですが、結果的にこれで良かったかなと。




　カット先生、素晴らしいイラストをありがとうございました！　ダブルヒロインという性質上、イラストにヒロイン二人が入る構図が多く、作画のカロリーがかなり高くて大変だったかと思います……！

　担当さん、長い時間をかけてしまいましたが、本当に諸々助かりました！

　なにより、読者の皆様に最大限の感謝を！

　それでは、またお会いできれば嬉しいです。

２０２２年夏　鏡遊
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